
技術の地域貢献～新たな絆を求めて

　　記念式典開催日 ： 平成23年10月1日（土）

　　記念式典会場 ： ホテル「グランデはがくれ」

発行年月：平成24年5月

【パネルディスカッション】
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挨
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10
周
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ォ
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ラ
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理
事
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

誕
生
し
て
早
や
く
も
10
年
が
経
過
し
、
十

月
一
日
に
記
念
行
事
を
無
事
挙
行
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
会
員

諸
氏
の
所
属
す
る
組
織
や
関
係
諸
団
体
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

発
足
当
時
の
日
本
は
「
失
わ
れ
た
10

年
」
と
囁
か
れ
た
頃
で
す
が
、
公
共
工
事

投
資
額
は
高
水
準
に
あ
り
、
景
気
の
回
復

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
超

低
金
利
政
策
下
で
も
デ
フ
レ
と
円
高
基
調

は
続
き
、
「
失
わ
れ
た
20
年
」
の
言
葉
が

浮
上
す
る
中
、
東
北
大
震
災
と
原
子
炉
メ

ル
ト
ス
ル
ー
事
故
が
勃
発
し
、
日
本
は
大

混
乱
の
る
つ
ぼ
に
陥
落
し
ま
し
た
。
予
知

予
測
は
こ
と
ご
と
く
外
れ
、
シ
ス
テ
ム
の

安
全
神
話
は
瓦
解
し
た
た
め
、「
想
定
外
」

言
葉
が
乱
発
さ
れ
、
科
学
・
技
術
者
の
判

断
力
や
倫
理
観
ま
で
も
が
信
頼
性
を
大
き

く
失
い
ま
し
た
。
政
治
も
経
済
も
人
心
も

た
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
世
日
本
に
お
い
て
、
当

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
員
諸
氏
が
過
去
を
振
り

返
り
、
今
後
を
見
極
め
る
に
は
絶
好
の
機

会
と
考
え
ま
し
た
。「
塞
翁
が
馬
」
の
譬
（
た

と
え
）
通
り
に
、
こ
の
混
沌
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｏ

ｓ
）
状
況
に
一
筋
の
光
を
見
出
す
責
務
が

我
々
に
は
あ
る
の
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
の
基
調
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
過
去
と
未
来
」、

「
失
わ
れ
た
20
年
」
、
「
技
術
の
地
域
貢

献
」
と
し
、
多
角
的
な
議
論
を
し
て
頂
く

と
と
も
に
提
言
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

我
々
技
術
者
が
常
に
自
覚
す
べ
き
こ
と

は
、
「No

b
l
es
s
e
 o
b
l
ig
e

（
ノ
ブ
レ
ス
・

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
）」
の
思
考
概
念
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
技
術
の
高
さ
の
証
と
し
て
技

術
士
資
格
を
保
有
す
る
会
員
諸
氏
は
、
技

術
に
関
し
て
は
一
般
人
よ
り
知
識
や
技
術
、

こ
れ
ら
の
応
用
力
に
於
い
て
卓
越
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
能
力
を
善
に
使
う
も
、

悪
に
使
う
も
当
事
者
個
人
に
委
ね
ら
れ
る

の
で
、
そ
こ
に
技
術
者
倫
理
が
不
可
欠
と

な
る
の
で
す
。「N
ob
l
e
ss
e
 
ob
l
i
g
e

（
ノ

ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
）
」
の
意
味
は
、

「
能
力
の
あ
る
人
・
地
位
や
権
限
等
の
あ

る
人
は
一
般
の
人
よ
り
も
社
会
に
対
し
て

大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
」
と
言
う
意
味

で
す
。
こ
の
言
葉
を
下
敷
き
に
し
て
「
技

術
者
と
し
て
の
倫
理
は
如
何
に
あ
る
べ
き

か
？
」
を
考
え
て
頂
け
れ
ば
、
混
沌
と
し

た
日
本
に
飛
行
機
雲
の
よ
う
な
「
一
条
の

光
の
筋
」
を
描
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

技 術 懇 話 会 

（平成 22年 11 月 27 日 於：武雄温泉ハイツ） 
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技術の地域貢献～新たな絆を求めて！技術の地域貢献～新たな絆を求めて！

平成23年10月１日（土）
開場／13：30 開会／14：00 閉会／19：30

ホテル「グランデはがくれ」

主催 ＮＰＯ法人 技術交流フォーラム

40年ぶりに湧水が復活した縫ノ池

幕末佐賀のノウハウを活かした地域づくり

（長崎市の四郎島台場）

河川合同巡視 人材育成活動

ＮＰＯ法人 技術交流フォーラム

創立10周年記念大会

四郎島
神ノ島
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10年の歩み，そして新たな進化

ＮＰＯ法人技術交流フォーラムは、平成１３年８月２２日に設立し、研究機関、行政
機関や関係団体協会等の多大なるご支援をうけ、本年１０周年を迎えることができまし
た。

技術交流フォーラムは、「高度な技術と豊富な経験を有する会員相互の協力により、
市民・団体等を対象に、科学技術の分野で助言又は支援・協力を行い、科学技術水準の
高揚、健全なまちづくり、次世代人材の育成を推進し、もって社会教育、地域づくり、
くにづくり、災害救援、環境の保全など、公益の増進と豊かな社会をつくるために寄与
すること」を目的として掲げております。高い倫理観と高度な技術力を持った科学技術
者としての活動が大切という認識に立ち、社会に少しでも貢献できることを目指してこ
れまで活動を行ってきたところであります。また、県内技術者の育成、技術力の向上に
向けた取り組みについても、積極的に力を入れてきたところであります。

具体的には、事業、広報、研修の３委員会を設けて、①事業委員会では技術懇話会や
会員交流、事業研究、②広報委員会では、ホームページ開設、定期的な保守管理、広報
活動、③研修員会では、佐賀県県土づくりコンサルタンツ協会への技術指導者派遣や佐
賀の地質研修会の実施などの人材育成活動を継続的に行っています。

さらに，目的達成のために，地域づくり、環境、防災、技術士の４つの部会を設けて、
以下のような活動を行ってきたところです。

①地域づくり部会：品質確保検討会、建設アドバイザー機構、深層混合処理工法検
討検討会の運営。

②環境部会：縫ノ池交流支援、アサザ保存会活動支援、佐賀水ネット参加、全国一
斉水質調査のほか、環境保護や生物多様性に関する活動の支援。

③防災部会：一級河川の河川合同巡視参加、佐賀平野大規模浸水危機管理対策検討
会など、防災に関する協働活動。

④技術士部会：社団法人日本技術士会九州支部活動、技術士ＣＰＤ研鑽、他県技術
士との交流、技術士論文発表大会への参加、技術士受験申込書配布説明会など。

これらの活動の成果の一つとして、平成１７年から施行された「公共工事の品質確保
の促進に関する法律」を背景とした品質確保検討会では、建設アドバイザー機構を設立
し、発注者や受注者等から提起された佐賀県特有の軟弱地盤の技術的問題解決や、業種
別標準特記仕様書の作成、アセットマネジメントに対する技術的取り組みとしてアス
ファルト舗装のＬＣＣ、ＤＭＭマニュアルの作成など、産学官が一体となった調査研究、
情報収集及び情報発信や広報活動等について高い評価を頂いているところであります。

わが国を取り巻く経済社会環境は、近年著しく変化し、社会資本整備技術の質的向上
が求められています。さらに、技術者が積極的に社会貢献するために地域との新たな絆
を構築することが求められていると考えます。

このようなことから、技術交流フォーラムは現在を起点にさらに進化していくことを
目指しています。
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プログラム（14：00～19：30）

１. 記念式典 （14：00～14：30）

・理事長挨拶
岩尾雄四郎

・祝辞 国土交通省武雄河川事務所 所長 村 瀬 勝 彦 氏

佐賀県県土づくり本部 本部長 井 山 聡 氏

公益社団法人 日本技術士会 九州本部
本部長 甲 斐 忠 義 氏

・表彰
初代理事長 三浦哲彦 氏

初代事務局 株式会社 九州構造設計 様

幕末佐賀研究会様から技術交流フォーラムへ感謝状

２.シンポジウム （14：30～17：30）

・基調講演 「災害に備える－東日本大震災から学ぶこと－」
（14：30～15：30） 佐賀大学名誉教授 荒牧軍治氏

・10年間の活動報告
（15：30～16：15）

①神ノ島・四郎島をとおした地域貢献，他県との連携，
生物多様性に関わる活動 ……（原田 彰）

②縫ノ池支援と地域の活性化，巨勢川調整池利活用懇談会，
防災・減災に関わる活動 ……（大串 正）

③産・官・学協働による品質確保検討会，人材育成に関する活動
……（宮副一之）

・パネルディスカッション
（16：30～17：30） ＜技術の地域貢献～新たな絆を求めて＞

コーディネーター： 荒牧軍治氏
パ ネ リ ス ト ： 井山 聡氏

岩尾雄四郎，三浦哲彦，原田 彰，盛永保弘

３.記念パーティー （18：00～19：30）
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ＮＰＯ法人 技術交流フォーラム

〒849-0902

佐賀県佐賀市久保泉町上和泉3114-3
電話，ファクシミリ 0952-98-2225

ホームページ http://www.gi-fo.com

Ｅメール npo@rapid.ocn.ne.jp

Memo
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年 月 日

2001
（平13)

8 22
ＮＰＯ法人技術交流フォーラ
ム認証受理

9 3
ＮＰＯ法人技術交流フォーラ
ム設立登記

10 18
佐賀神社記
念館

ＮＰＯ技術交流フォーラム設
立総会、記念講演会、祝賀会

初代理事長就任（三浦哲彦）
記念講演：幕末佐賀藩の科学技術
講師：長野暹先生（九州国際大学教授）

（ホームページ開設、技術交流フォーラム名刺作
成、河川合同巡視活動等）

10 19 長崎市 現地研修会 神ノ島・四郎島現地研修

10 20
月例実務技術研修会への講
師派遣

佐賀県測量設計業協会主催

12 1
佐賀県立宇
宙科学館

平成１３年度技術懇話会開催
（第１回）

①子供たちに体験と夢を（講師：井上英史氏）
②川のなりたちと生態学（講師：島谷幸宏氏）

2002
(平14)

1 25
佐賀大学理
工学部

ＣＥ塾６期生

5 20 はがくれ荘 平成１４年度総会 縫ノ池（湧水会：平成14年7月発足）活動支援

11 30
佐賀県立宇
宙科学館

平成１４年度技術懇話会開催

①佐賀の自然・佐賀でしか守れないものたち（講
師：田島正敏氏）
②武雄のまちづくり（講師：古庄健介氏）
③縫ノ池に関する活動報告、神ノ島・四郎島に関
する報告

2003
（平15)

2 8 現地見学会

科学技術史／弥生・幕末・現
在
（日本技術士会・全国支部長
会議）

吉野ヶ里公園、佐賀城本丸、巨勢川調整池の現
地案内

3 8
長崎市四郎
島現地

四郎島大砲台場築城１５０年
記念式典

カノン砲７発

5 20 はがくれ荘 平成１５年度総会

①神ノ島・四郎島活動
②縫ノ池活動
③みずみちマップづくり活動
④自転車ワークショップ活動
⑤佐賀城本丸復元記念行事
⑥災害技術支援

9 6 佐賀城内
佐賀城トンボ、魚、水性植物
観察会

佐賀大附属小学生、赤松小学生

11 29
佐賀県立宇
宙科学館

平成１５年度技術懇話会開催

①最近の温泉事情：温泉の開発、管理運営（講
師：山口和登氏）
②市町村合併：新たなる地方の展開（講師：片渕
弘晃氏）

ＮＰＯ法人　　技術交流フォーラムの１０年間の歩み 1

日付
場所：業務 行事等 行事等の概要
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年 月 日

2004
(平16)

5 22
ルネッサンス
創世

平成１６年度総会 ホームページ改定・運営

10 1
技術交流フォーラム正会員、
賛助会員へのアンケート

①定例会開催場所・方法等について
②各委員会・部会の活動について

11 27
佐賀県立宇
宙科学館

平成１６年度技術懇話会開催
①箱に入ったノミ（講師：笠原瑠璃子氏）
②地下水の環境変化の調査方法について（講
師：柏原公二郎氏）

2005
(平17)

5 18 業務受託
業務名：巨勢川調整池利活
用懇談会運営

業務場所：佐賀市金立町地内
発注者：国土交通省佐賀河川総合開発工事事務
所
工期：H17.5.18～H18.3.31

5 24 はがくれ荘 平成１７年度総会
佐賀県県土づくりコンサルタンツ協会実務研修会
講師派遣
品質確保検討会分科会

6 3
アバンセ（佐
賀市）

第１１回西日本技術士研究・
業績発表年次大会（共催参
加）

テーマ：自然災害・産業災害の危機管理と道のや
くわり
佐賀城本丸歴史館見学会

7 1
技術交流フォーラム正会員、
賛助会員へのアンケート

①定例会の開催方法等について
②各委員会・部会活動への関心、参加希望
③当ＮＰＯ法人への意見

9 20
提案（５団体
による共同提
案）

提案先：古川康佐賀県知事

提案事項：社会整備の品質確保を促進する協議
会設置について
①総合的技術研修システムの構築
②材料試験機関の充実
③照査・検査・評価システムの構築
④アセットマネジメントの導入

11 26
佐賀県立宇
宙科学館

平成１７年度技術懇話会開催

①新たな危機管理対策プランについて（講師：尾
澤卓思氏）
②１０番目の惑星発見：太陽系の周辺をめぐる話
題（講師：松本直弥氏）
③座談会（待ったなし品確法）

2006
(平18）

1
ＰＥ道場,RCCM道場の開設
（これまでのＣＥ塾を改正）

5 19
ルネッサンス
創世

平成１８年度総会  

6 4 業務受託
業務名：巨勢川調整池利活
用懇談会運営

業務場所：佐賀市金立町地内
発注者：国土交通省佐賀河川総合開発工事事務
所
工期：H18.6.4～Ｈ19.3.15

行事等 行事等の概要

ＮＰＯ法人　　技術交流フォーラムの１０年間の歩み 2

日付
場所：業務
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年 月 日

2006
(平18）

9 17
千代田町中
地江川

アサザ観察会

11 25
佐賀県立宇
宙科学館

平成１８年度技術懇話会開催
①九州地方に栽培される昆布の有用成分フコイ
ダンの研究、販路開拓等（講師：久原俊之氏）
②人工頭脳工学への誘い（講師：和久屋寛氏）

2007
（平19）

2 土木事務所
アセットマネジメント並びに公
共工事の品質確保に関する
意見交換会

①アセット・マネジメント（AM)分科会
②トータルクオリティー・マネジメント（TQM)分科会
③特別仕様書分科会
２／１５神埼・佐賀土木、３／６武雄・唐津土木、３
／７伊万里土木

5 22
ルネッサンス
創世

平成１９年度総会
事務局変更（㈱九州構造設計→西日本総合コン
サルタント㈱）

11 24
佐賀県立宇
宙科学館

平成１９年度技術懇話会開催

①佐賀平野大規模水害支援体制の構築とＮＰＯ
との連携（講師：中平善伸氏）
②斜面災害について（近年長崎県で発生した斜
面災害の実例）（講師：木原真氏）

2008
（平20）

5 1 建設アドバイザー機構の設立

4 15
深層混合処理工法の合理的
設計に関する検討会

検討会ワーキング（H20.8.5～H21.3.3)

5 20
ルネッサンス
創世

平成２０年度総会 地域防災マップ策定支援（小城市）

11 24
佐賀県立宇
宙科学館

平成２０年度技術懇話会開催

①佐賀導水事業と城原川ダム建設事業について
（講師：久保朝雄氏）
②長崎県農村地域の活性化に向けた取り組み
（講師：豊里和徳氏）

2009
（平21）

5 19
ホテルマリ
ターレ創世

平成２１年度総会
理事長交代（三浦哲彦→岩尾雄四郎）

技術士受験セミナーを開催（APEC：鳥居）

8 31 業務受託
業務名：深層混合処理工法
の設計手法検討会

発注者：佐賀県県土づくり本部　建設・技術課
工期：H21.8.31～H22.3.17

12 4
アバンセ（佐
賀市）

木材利用シンポジュームin佐
賀の共催

　 11 28
佐賀県立宇
宙科学館

平成２１年度技術懇話会開催

①これからの社会資本整備のあり方（講師：川上
義幸氏）
②長崎県における技術士育成活動の事例（講師：
藤村幹治氏）

ＮＰＯ法人　　技術交流フォーラムの１０年間の歩み 3

日付
場所：業務 行事等 行事等の概要
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年 月 日

2010
（平22）

4
深層混合処理工法手法検討
会

①手引作成検討会(H22.4.9～9.3)
②土木事務所等説明会（H22.5.25～9.3)

5 17
ホテルマリ
ターレ創世

平成２２年度総会

8 24
佐賀大学多
目的セミナー
ホール

佐賀の地質研修会（第１回）
①佐賀地域の地質研修
②ボーリングコア分析指導

　 11 25
佐賀県庁県
土づくり本部
会議室

佐賀県との意見交換会
①行政改革と建設業について
②品質確保検討会開催について

11 27
武雄温泉ハ
イツ

平成２２年度技術懇話会開催

①統合洪水排水管理に向けた地域での取り組み
（講師：村瀬勝彦氏）
②三菱重工業長崎造船所１５０年の歩み（講師：
大橋義美氏）

2011
（平23）

5 18
ホテルマリ
ターレ創世

平成２3年度総会

7 1 業務受託
業務名：深層混合処理工法
の設計手法検討会

発注者：佐賀県交通政策部　道路課
工期：H23.7.1～H24.3.15

7 28
佐賀大学多
目的セミナー
ホール

佐賀の地質研修会（第２回）
①佐賀地域の地質研修
②ボーリングコア分析指導

10 1
ホテル・グラ
ンデはがくれ

ＮＰＯ法人技術交流フォーラ
ム創立１０周年記念大会、記
念講演、記念祝賀会

①基調講演「災害に備えるー東日本大震災から
学ぶこと」
講師：荒牧軍治佐賀大学名誉教授
②パネルディスカッション「技術の地域貢献～新
たな絆をめざして」
③１０年間の活動報告

日付
場所：業務 行事等 行事等の概要

ＮＰＯ法人　　技術交流フォーラムの１０年間の歩み 4

備考．１０年間の歩みについては、総会の開催、技術懇話会等の開催履歴を基本として、ＮＰＯ
に関しての取り組み状況やトピックス的なものについての概要を記載したものである。
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NPO 法人技術交流フォーラム 創立後の活動概要 

【事務局】 
① 総会（毎年５月）、理事会（随時）、会計監査会（毎年５月）の開催 
② 定例会の開催（毎月第２又は第４土曜日開催） 
③ 会計事務 

 
１．事業委員会 

  ① 技術懇話会の開催（毎年 11 月下旬に武雄にて開催、対象は技術者及び一般） 

  ② 西日本技術士研究・業績発表年次大会開催（H17 年） 

 

２．広報委員会 

① 定例会議事録作成 

② ホームページの開設、更新、定期的な保守管理 

③ 会員名刺作成（随時） 

 

3. 研修委員会 

  ① PE 道場運営（毎年 2 月～7 月、技術士受験者を対象とした勉強会の開催） 

  ② 月例研修会への講師派遣（毎年 6 月～翌年 2 月、県土づくりｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会の依頼） 

  ③ 佐賀の地質技術研修会（H22、23 佐賀大学との共同で開催） 

  ④ 技術士受験セミナーの開催（毎年４月又は 5 月に専門講師を招いて開催） 

   

4．地域づくり部会 

  ① 神ノ島・四郎ケ島台場跡の発掘と文化遺跡への取り組みを目標とした地域交流 

  ② 品質確保検討会（佐賀大学、佐賀県、県土づくりｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会、建設業協会と共同）で 

    アセットマネジメント、建設アドバイザー機構、深層混合処理工法検討会、等を運営 

  ③ 生物多様性をキーワードとした地域づくり活動支援 

 

5．環境部会 

  ① 巨勢川調整池利活用懇談会の運営を国交省から受託。「徐福湿原の森つくり会」を発足 

  ② 白石町「縫ノ池」湧水会設立の支援、現在もアドバイザーとして関係を持つ。 

  ③ 神埼市「アサザ観察会」の支援 

  ④ 佐賀水ネットへの参加（全国一斉水質調査等） 

 

6．防災部会 

  ① 国交省武雄河川事務所との協働で「H22 防災・減災フォーラム in 小城」開催 

  ② 六角川・松浦川河川合同巡視への参加 

③ 佐賀平野大規模浸水危機管理対策検討会への傍聴参加 

 

7．技術士部会 

① 技術士・ＲＣＣＭのＣＰＤ研修（毎月第２又は第４土曜日） 

② 技術士受験願書配布・説明会（毎年４月、６月） 
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と　き： 平成２３年１０月１日

ところ： ホテル・グランデはがくれ

NPO法人 技術交流フォーラム　創立１０周年記念大会の開催状況写真 ①

10周年記念 挨拶　岩尾雄四郎 理事長 来賓祝辞　国土交通省 武雄河川事務所
村瀬 勝彦 所長

来賓挨拶　佐賀県・県土づくり本部
井山 聡 本部長

公益法人 日本技術士会 九州本部
甲斐 忠義 本部長

基調講演「災害備える－東日本大震災から学ぶこと」　佐賀大学名誉教授 荒牧軍治先生

10年間の活動報告１
技術交流フォーラム　原田 彰 元副理事長

10年間の活動報告２
技術交流フォーラム 大串 正 環境部会長
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と　き： 平成２３年１０月１日

ところ： ホテル・グランデはがくれ

NPO法人 技術交流フォーラム　創立１０周年記念大会の開催状況写真 ②

10年間の活動報告３
技術交流フォーラム 宮副一之 副理事長

10周年記念式典開催状況全景

パネルディスカッション「テーマ：技術の地域貢献～新たな絆を求めて」の開催状況

コーディネーター：佐賀大学名誉教授
荒牧 軍治 先生

パネリスト（マイク）
佐賀県県土づくり本部 井山 聡 本部長

パネリスト（マイク）
技術交流フォーラム 岩尾雄四郎 理事長

パネリスト（マイク）
技術交流フォーラム 三浦哲彦 前理事長
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と　き： 平成２３年１０月１日

ところ： ホテル・グランデはがくれ

NPO法人 技術交流フォーラム　創立１０周年記念大会の開催状況写真 ③

パネリスト（マイク）
技術交流フォーラム 原田 彰 元副理事長

パネリスト（マイク）
技術交流フォーラム 盛永保弘 研修委員長

10周年記念祝賀会
開会挨拶 岩尾雄四郎 理事長

10周年記念祝賀会　開催状況全景

10周年記念祝賀会（祝・仕舞、祝・謡曲）
仕舞(大宅公一郎 会員)、謡曲(内野政則 会員)

10周年記念祝賀会（祝・漢詩）
大宅 公一郎 会員

10周年記念祝賀会（創立当時の思い出）
技術交流フォーラム 藤永正弘 元副理事長

10周年記念祝賀会（万歳三唱）
音頭発声：小倉 驍 副理事長

13



14



   

基
調
講
演 
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NPO 技術交流フォーラム 

基
調
講
演 

災
害
に
備
え
る
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
こ
と
」 

佐
賀
大
学
名
誉
教
授 

 

荒
牧 

軍
治 

氏 

     

今
、
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
佐

賀
大
学
を
２
年
ち
ょ
っ
と
前
に
退
任
し
ま

し
た
荒
牧
で
す
。
今
回
は
お
話
し
す
る
機

会
を
頂
い
た
事
に
非
常
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

私
、
佐
賀
大
学
に
入
っ
て
37
年
勤
め
ま

し
た
が
、
途
中
で
三
浦
先
生
が
来
ら
れ
て
、

一
緒
に
低
平
地
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
を
作

っ
た
り
、
大
学
運
営
に
関
わ
っ
た
り
と
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私

が
地
震
工
学
を
や
っ
て
い
る
事
を
ご
存
知

の
方
は
あ
ま
り
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
盤
を
や
っ
た
り
水
を
や
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
き
ま
し
た
の
で
。
な
ぜ
い
ろ

ん
な
分
野
に
首
を
突
っ
込
ん
だ
か
と
い
う

と
、
佐
賀
大
学
に
来
て
地
震
工
学
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
事
が
、
全
然
尊
敬
さ
れ
な

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
。
三
浦
先

生
と
か
他
の
先
生
は
結
構
活
躍
さ
れ
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
私
の
学
問
分
野
は
地
域
に

貢
献
す
る
と
い
う
事
が
な
い
。
三
浦
先
生

の
後
に
く
っ
つ
い
て
地
盤
を
や
っ
て
ま
す

と
か
、
国
土
交
通
省
と
つ
き
あ
っ
て
ち
ょ

っ
と
川
の
事
も
や
っ
て
ま
す
と
か
、
ダ
ム

の
事
も
や
っ
て
ま
す
と
か
、
分
野
を
広
げ

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
け
ど
、
私
の
職
業

は
学
生
に
耐
震
工
学
を
教
え
て
お
金
を
も

ら
う
商
売
で
す
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
に
も
大
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
、「
何
で
俺
達
が
造
っ
て
き

た
も
の
は
壊
れ
た
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ

た
も
の
で
す
が
、
今
回
東
日
本
大
震
災
で

は
全
く
別
の
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
事
を
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

演
題
は
、『
災
害
に
備
え
る
』
に
し
ま
し

た
。
災
害
と
い
う
の
は
相
手
が
地
震
で
あ

っ
た
り
、
火
山
で
あ
っ
た
り
、
風
水
害
で

あ
っ
た
り
し
ま
す
け
ど
、
我
々
は
そ
れ
に

備
え
て
防
災
的
な
色
ん
な
手
続
き
、
設
計

を
し
た
り
、
施
工
し
た
り
し
ま
す
。
例
え

ば
、
治
水
施
設
で
あ
る
と
か
、
耐
震
化
で

あ
る
と
か
不
燃
化
で
あ
る
と
か
、
ダ
ム
で

あ
る
と
か
。
色
ん
な
公
共
物
を
作
っ
て
災

害
に
備
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
あ
る
結
果
が

出
て
く
る
。
例
え
ば
死
者
と
か
行
方
不
明

者
。
で
、
今
現
在
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、

こ
こ
に
示
す
矢
印
の
部
分
だ
け
で
は
ど
う

も
う
ま
く
い
か
な
い
。
下
の
所
が
上
手
く

い
か
な
い
の
で
、
備
え
た
結
果
と
し
て
出

て
く
る
死
者
と
か
行
方
不
明
者
と
か
廃
棄

物
と
か
い
っ
た
も
の
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
。
処
理
を
迅
速
に
や
っ
て
、
そ
の

災
害
に
備
え
る
と
い
う
の
を
考
え
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
事
で
減
災
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
あ
ま

り
好
き
言
葉
で
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、

下
の
部
分
を
少
な
く
す
る
、
あ
る
い
は
問

題
を
少
な
く
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
事
で

す
。 こ

れ
は
、
私
が
学
生
に
伝
え
る
時
の
モ

デ
ル
図
で
す
。
縦
軸
に
、相
手
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
外
力
で
す
。
横
軸
が
変
形
で
す
。

こ
の
曲
線
は
構
造
物
の
実
力
曲
線
で
す
。

こ
の
曲
線
が
、
我
々
が
作
っ
た
構
造
物
や

シ
ス
テ
ム
の
言
わ
ば
実
力
を
現
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
よ
り
も
っ
と
強
い

や
つ
、
も
っ
と
粘
り
気
の
あ
る
や
つ
と
い

う
の
が
構
造
物
と
し
て
あ
り
ま
す
。
我
々

技
術
屋
は
、
こ
の
崩
壊
の
範
囲
に
設
計
す

る
事
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
損
傷
限

界
内
に
設
計
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ひ

び
も
入
れ
ま
せ
ん
よ
と
い
う
よ
う
な
設
計

を
す
る
事
は
構
わ
な
い
の
だ
け
ど
、
過
剰

設
計
に
な
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
相
手

次
第
で
、
ど
こ
に
置
く
か
？
修
復
限
界
の

内
側
に
留
め
る
べ
き
か
、
安
全
限
界
と
修

復
限
界
の
間
に
入
れ
る
か
？
そ
れ
は
、
構

造
物
の
重
要
さ
、
相
手
の
強
さ
に
よ
っ
て

変
わ
る
の
で
す
。
例
え
ば
耐
震
設
計
の
場

合
に
は
、
１
０
０
年
に
１
度
程
度
の
外
力

で
あ
る
な
ら
ば
、
普
通
の
橋
梁
は
こ
の
損

傷
限
界
の
中
に
入
れ
て
下
さ
い
。
す
な
わ

ち
、
弾
性
設
計
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
許

容
応
力
度
法
で
や
っ
て
下
さ
い
。
そ
れ
か

ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
、
あ

る
い
は
今
回
の
よ
う
な
海
洋
型
の
強
い
大

き
な
地
震
に
関
し
て
は
、
重
要
度
に
応
じ

て
少
な
く
と
も
安
全
限
界
内
で
設
計
す
る
、

す
な
わ
ち
、
せ
め
て
人
が
死
ぬ
事
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。
と
す
る
の
か
、
ま
た
、
修

理
後
に
使
え
る
よ
う
な
状
態
に
す
る
の
か

と
い
う
事
は
設
計
者
、
あ
る
い
は
施
主(

注

文
し
て
く
れ
る
人)

が
決
め
て
く
だ
さ
い
、

と
い
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
で
、
も
し
も

こ
れ
で
入
り
き
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

我
々
は
違
う
曲
線
、
実
力
曲
線
を
作
ら
せ

て
い
た
だ
く
。と
こ
ろ
が
、
今
回
の
話
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
設
計
法
と
は
全

く
別
の
話
で
す
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
に
壊

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
が
、
世
の
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中
に
あ
る
と
い
う
事
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

わ
け
で
す
ね
。
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
、

壊
し
て
は
い
け
な
い
、
す
な
わ
ち
、
緊
急

炉
心
冷
却
装
置
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
保

管
プ
ー
ル
の
冷
却
装
置
だ
け
は
誰
が
何
と

言
お
う
と
弾
性
限
界
内
、
す
な
わ
ち
こ
う

い
う
赤
の
線
で
書
い
た
よ
う
な
設
計
を
し

て
お
な
か
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
は
ず

な
の
に
、
向
こ
う
側
（
崩
壊
）
に
飛
ん
で

い
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
設
計
に
な
っ
て

い
た
、
と
い
う
事
を
我
々
は
思
い
知
ら
さ

れ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
と
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
我
々
の
設
計
の
中
で
あ

る
か
と
い
う
事
を
考
え
た
時
、
私
は
あ
る

と
思
い
ま
し
た
ね
。 

私
は
嘉
瀬
川
上
流
に
ダ
ム
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
富
士
町
に
行
っ
た
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
に
「
我
々
は
な
ぜ
ダ
ム
を
作

り
た
い
か
」
と
い
う
事
を
説
明
し
た
ん
で

す
け
ど
、
も
し
も
、
壊
れ
ま
せ
ん
か
？
と

聞
か
れ
た
ら
、
「
絶
対
、
壊
れ
ま
せ
ん
よ
」

と
言
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
も
し
も
、
あ
の

ダ
ム
が
こ
う
い
う
曲
線
の
中
に
あ
っ
て
、

破
壊
の
ど
こ
に
く
る
か
相
手
次
第
で
解
り

ま
せ
ん
と
言
う
と
、
絶
対
ダ
ム
は
造
ら
せ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
ダ
ム
を

造
る
場
合
に
は
、
こ
の
緊
急
炉
心
の
冷
却

装
置
と
同
じ
よ
う
に
、
絶
対
に
壊
れ
な
い

も
の
を
造
る
と
い
う
こ
と
を
言
わ
な
い
と
、

物
事
と
し
て
成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
原
子
力
は
絶
対
に
壊
れ
な
い

と
い
う
安
全
神
話
が
あ
っ
た
と
批
判
さ
れ

ま
す
け
ど
、
少
な
く
と
も
電
源
部
に
関
し

て
は
、
誰
が
何
と
言
お
う
と
、
そ
れ
が
安

全
じ
ゃ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
で
す

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
発
電
所
で
は
、

河
の
す
ぐ
そ
ば
に
建
て
る
事
が
多
い
の
で
、

要
は
潜
水
艦
の
中
み
た
い
な
所
に
全
部
電

源
部
を
入
れ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
く
と
、

我
々
耐
震
関
係
の
設
計
者
は
一
体
何
を
や

っ
て
い
た
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
に
本
当
に

思
い
ま
す
。、同
級
生
の
友
人
が
電
力
中
央

研
究
所
に
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
電
力
中
研
に
入
り
浸
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
そ
の
時
に
電
源
部
の
装
置

を
ど
う
い
う
所
に
置
く
か
な
ん
て
話
は
聞

い
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
な
わ

ち
、
津
波
の
こ
と
を
考
え
て
ど
こ
に
置
く

か
と
い
う
事
は
本
当
に
聞
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
す
。
我
々
は
構
造
物
と
か
基

礎
と
か
の
設
計
を
一
生
懸
命
議
論
し
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
炉
心
を
冷
却
す
る
た

め
の
電
源
部
を
ど
こ
に
置
く
か
は
機
械
屋

さ
ん
の
仕
事
だ
か
ら
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

そ
こ
を
議
論
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
、
骨
格
に
関
わ
る
部
分
の
思
想
が
間

違
っ
て
い
た
と
い
う
事
を
私
は
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
私
が
こ
の
話
を
す
る
と「
言

い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
言
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
同
じ
話
を

野
田
首
相
が
こ
の
間
国
連
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
私
が
言
い
過
ぎ
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
首
相
と
同
じ
事

を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

「
間
違
え
ま
し
た
」
と
明
確
に
言
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
立
場
に
居
る
、
と
い
う
風

に
思
い
ま
す
。 

こ
こ
か
ら
は
、
ど
う
い
う
災
害
に
襲
わ

れ
た
ら
、
ど
う
い
う
処
理
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
か
、
と
い
う
事
を
考
え
て
い
き

ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
事
と
し
て
、

「
想
定
外
」
を
考
え
て
み
ま
す
。「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
」
こ
れ
が
、
今
度
の
東

日
本
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
地
震
の
名

前
で
す
が
、
こ
の
地
震
が
、
想
定
外
で
す

か
？
と
聞
か
れ
れ
ば
、
私
は
想
定
外
と
言

い
ま
す
。
全
く
こ
ん
な
地
震
が
こ
の
地
に

起
き
る
と
い
う
事
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。「
何
で
」
か
と
い
う
と
、
今
ま

で
に
起
こ
っ
た
事
が
な
い
と
思
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
今
回
と
同
じ
規
模
の
地
震
が

貞
観
時
代
に
起
こ
っ
た
事
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
そ
れ
は

つ
い
最
近
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
、

そ
の
証
拠
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
貞
観
地
震
に
よ
る
津
波
も
、
今
回

ほ
ど
の
大
き
さ
で
は
絶
対
に
な
か
っ
た
は

ず
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
く
ら

い
、
と
ん
で
も
な
い
地
震
で
す
。
す
な
わ

ち
、
過
去
最
大
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
一

つ
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
い
う
の
は
１
変

わ
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
30
倍
変
わ
り
ま

す
。 だ

か
ら
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
と
今
度

の
９
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
30
倍
違
い
ま

す
の
で
、
と
ん
で
も
な
い
地
震
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
二
番
目
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
大

の
加
速
度
で
す
。
我
々
が
学
生
の
時
習
っ

た
地
震
加
速
度
は
約
３
０
０
Ｇ
Ａ
Ｌ
。
阪

神･

淡
路
大
震
災
の
時
が
８
０
０
Ｇ
Ａ
Ｌ
。

新
潟
地
震
の
時
に
１
２
０
０
Ｇ
Ａ
Ｌ
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
２
９
０
０
Ｇ
Ａ

Ｌ
で
す
。
こ
う
い
う
地
震
が
や
っ
て
く
る

と
い
う
事
自
体
、
私
の
想
像
力
で
は
と
て

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
津
波
の
事
で
言
う
と
、
高
さ

20
ｍ
の
津
波
が
来
る
事
は
知
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
あ
れ
だ
け
広
範
囲
に
津

波
が
襲
っ
て
く
る
と
い
う
事
は
全
く
想
像

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
津
波
は
基

本
的
に
は
三
陸
沖
の
こ
う
い
う
入
り
組
ん

だ
湾
、
そ
こ
で
、
跳
ね
上
が
っ
て
来
る
ん

だ
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
北
海
道
の
奥
尻
島
で
、
８
ｍ
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と
か
９
ｍ
ま
で
跳
ね
上
が
り
ま
し
た
け
ど
、

あ
れ
も
湾
の
中
に
入
っ
て
跳
ね
上
が
っ
た

と
理
解
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
あ
の

仙
台
空
港
の
よ
う
な
広
べ
っ
た
い
所
で
津

波
が
襲
っ
て
く
る
事
、
そ
れ
か
ら
原
子
力

発
電
所
が
あ
る
よ
う
な
台
地
に
な
っ
て
い

る
所
に
襲
っ
て
く
る
事
、
そ
の
事
に
つ
い

て
は
、
私
は
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
非
常
に
長
い
時

間
揺
れ
が
続
い
た
事
も
今
回
の
地
震
の
特

徴
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
は
15

秒
で
す
。波
は
３
つ
し
か
来
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
っ
た
３
つ
の
波
が
多
く
の
構
造
物

を
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

直
下
型
地
震
の
持
っ
て
い
る
凄
み
で
す
。

今
回
は
、
30

km
以
上
離
れ
て
い
る
所
な

の
に
、
あ
れ
だ
け
の
揺
れ
が
起
こ
っ
て
津

波
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事

で
す
。 

我
々
は
戦
争
が
終
わ
っ
た
時
に
災
害
防

止
を
第
一
に
考
え
ま
し
た
。
防
災
を
や
っ

て
い
る
人
間
は
決
心
し
た
は
ず
で
す
。「
災

害
で
人
を
殺
し
た
く
な
い
」
と
い
う
事
を
。

そ
の
た
め
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
頃
は
、
６
０
０

０
人
く
ら
い
毎
年
死
ん
で
い
た
の
を
ず
っ

と
下
げ
て
き
て
、
１
桁
か
２
桁
く
ら
い
ま

で
、
落
と
し
て
き
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け

死
な
な
い
と
い
う
事
を
目
標
に
し
て
き
た

わ
け
で
す
。
け
ど
、
伊
勢
湾
台
風
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
今
回
の
地
震
が
起
き
ま
し

た
。
こ
の
災
害
に
よ
る
死
者
数
は
桁
が
二

つ
く
ら
い
違
い
ま
す
。
台
風
の
凄
さ
、
直

下
型
地
震
の
凄
さ
、
海
洋
型
地
震
の
中
で

の
桁
は
ず
れ
の
凄
さ
、
こ
の
三
つ
の
想
定

外
の
外
力
が
か
か
っ
て
、
そ
し
て
最
大
の

被
害
を
起
こ
し
た
。
こ
う
い
う
風
な
も
の

を
予
め
想
定
し
ろ
と
い
う
の
は
無
理
で
す
。

こ
う
い
う
の
が
来
た
ら
逃
げ
る
以
外
に
な

い
で
す
。
ひ
た
す
ら
逃
げ
る
。
そ
う
い
う

事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
局
面
で
あ
っ
た
事

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

日
本
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
を
越

す
地
震
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
起
こ
っ

て
い
な
い
と
起
こ
ら
な
い
と
い
う
風
に
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
所
が
あ
っ

た
事
は
認
め
ま
す
。
地
震
は
寺
田
虎
彦
風

に
言
う
と
律
儀
に
起
こ
り
ま
す
。
本
当
に

律
儀
に
２
０
０
年
に
１
遍
く
ら
い
の
ペ
ー

ス
で
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
何
で
や
っ
て

く
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
地
球
の
中
が

６
７
０
０
度
と
い
う
高
い
温
度
に
な
っ
て

い
て
、
粘
弾
性
的
と
言
え
る
地
盤
を
絶
え

ず
と
動
か
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
ー
ト
は
だ
い

た
い
１
年
間
に
10

cm
く
ら
い
押
し
寄
せ

て
来
ま
す
。
本
当
は
７
cm
、
８
cm
と
か

場
所
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
10

cm
く
ら
い
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

す
る
と
、
10
年
間
で
１
ｍ
、
１
０
０
年
間

で
10
ｍ
、
２
０
０
年
間
で
20
ｍ
押
し
寄

せ
て
来
る
事
に
な
り
ま
す
。
で
、
そ
れ
が

弾
け
ま
し
た
。
今
回
15
ｍ
く
ら
い
日
本
は

東
に
寄
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
地
盤

も
少
し
沈
下
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
事
を

考
え
る
と
、
地
震
は
本
当
に
寺
田
虎
彦
風

に
言
う
と
律
儀
に
や
っ
て
来
る
ん
で
す
。

こ
れ
は
海
洋
型
地
震
が
持
つ
宿
命
で
す
か

ら
、
日
本
は
こ
れ
か
ら
逃
れ
る
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
逃
げ
出
す
と
か
道
は
な
い
の
で

す
ね
。
小
松
左
京
さ
ん
は
、
こ
れ
を
使
っ

て
日
本
を
沈
没
さ
せ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
ず
っ
と
押
し
寄
せ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
す
。 

プ
レ
ー
ト
は
太
平
洋
か
ら
押
し
寄
せ
て

く
る
プ
レ
ー
ト
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
か
ら

押
し
寄
せ
て
く
る
プ
レ
ー
ト
と
、
そ
の
受

け
手
側
の
北
米
プ
レ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

新
潟
か
ら
北
に
向
か
う
プ
レ
ー
ト
境
界
は
、

こ
こ
で
は
破
線
で
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

ほ
ぼ
実
線
に
な
っ
て
、
こ
こ
で
も
地
震
が

起
こ
る
事
を
我
々
は
気
づ
い
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
プ
レ
ー
ト
の
中
に

挟
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
日
本
の

宿
命
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
逃
れ
る
術
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

我
々
は
地
震
の
規
模
を
ど
う
い
う
風
に

理
解
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、
こ
う
い
う

風
に
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
地
震
と
い
う

の
は
、
だ
い
た
い
２
０
０
km
×
２
０
０

km
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
く

も
の
だ
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
限
大
で

は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.5

か
8.6
ぐ
ら
い
が
Ｍ
Ａ
Ｘ
な
の
で
あ
る
、
と

い
う
風
に
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
太
平
洋

プ
レ
ー
ト
の
方
は
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
き
れ

い
に
一
つ
ず
つ
壊
れ
て
い
く
ん
で
す
。 

た
と
え
ば
、
宮
城
県
沖
地
震
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.4
～
7.5
、
律
儀
に
そ
れ
を
繰

り
返
し
ま
す
。
東
の
太
平
洋
側
の
地
震
は

本
当
に
ま
め
に
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
壊
れ
て
い

き
ま
す
け
ど
、
南
か
ら
や
っ
て
く
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
方
は
時
々
、
３
つ

一
遍
に
切
れ
た
り
、
２
つ
一
遍
に
切
れ
た

り
し
ま
す
。
こ
う
い
う
事
を
や
る
の
で
、

科
学
者
は
我
々
に
ど
う
い
う
風
に
教
え
て

き
た
か
と
い
う
と
、
東
か
ら
の
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
は
深
く
潜
り
込
ん
で
い
る
事
が
解

っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
「
す
れ
っ
か

ら
し
」「
年
寄
り
」
な
の
だ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
の
方
は
浅
い
と
こ
ろ
に
潜
り

込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
若
々
し
い
プ
レ
ー

ト
で
あ
る
、
と
い
う
理
論
を
立
て
て
き
た

わ
け
で
す
。
何
で
そ
の
よ
う
な
理
論
が
で

き
た
か
解
り
ま
す
か
？
今
の
事
実
を
説
明

し
よ
う
と
し
て
、
そ
う
い
う
理
論
を
作
る
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わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
の
方
で
も
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
結
し
て

切
れ
た
の
で
、
そ
の
理
論
が
い
か
に
ウ
ソ

だ
っ
た
と
い
う
事
が
解
り
ま
す
ね
。
だ
か

ら
、
そ
う
い
う
理
論
で
説
明
し
よ
う
と
し

た
事
が
間
違
い
だ
っ
た
の
で
す
。 

貞
観
地
震
と
い
う
の
が
、
８
６
９
年
に

起
き
て
い
て
、
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

連
結
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
を
東

北
大
学
と
か
産
総
研
は
５
０
０
年
と
か
１

０
０
０
年
に
一
度
く
ら
い
の
地
震
が
起
き

る
よ
と
い
う
事
を
報
告
し
て
い
た
。
６
～

７
年
前
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
山
ほ
ど
載
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
記

事
に
も
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
た
事
は
後
に

な
っ
て
私
は
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
内
閣

府
が
書
い
て
い
た
も
の
で
す
け
ど
、
太
平

洋
プ
レ
ー
ト
の
方
で
は
、
地
震
の
巣
が
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
一
つ
ず
つ
起
こ
っ
て
来
る
と

い
う
図
で
す
。
例
え
ば
、
私
達
が
学
生
の

頃
に
「
根
室
沖
の
所
で
は
ず
っ
と
地
震
が

来
て
な
い
、
こ
の
地
震
が
い
つ
か
来
ま
す

よ
！
」
と
い
う
事
を
国
会
で
東
大
の
地
震

研
究
所
が
報
告
し
た
１
週
間
後
に
、
こ
こ

で
律
儀
に
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
だ
い

た
い
我
々
は
そ
う
い
う
風
に
理
解
し
て
い

た
ん
で
す
。
こ
の
間
地
震
が
起
こ
っ
た
か

ら
、
こ
こ
は
し
ば
ら
く
の
間
来
な
い
よ
ね

と
い
う
風
に
考
え
て
き
た
わ
け
で
す
。
で

す
か
ら
地
震
の
可
能
性
の
高
い
と
こ
ろ
は
、

こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
こ
う
い

う
所
に
置
い
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
と
こ

ろ
が
、
無
警
戒
だ
っ
た
太
平
洋
プ
レ
ー
ト

の
方
で
連
結
し
て
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て
、

凄
ま
じ
い
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
日
本
の
学
会
の
人
達
が
、
ど

こ
が
危
険
か
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
す
。
こ
れ
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
い
う
風
に
地
震
を
予
知
し
て
い
た
か

と
い
う
と
、
東
側
の
所
で
地
震
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
る
の
は
宮
城
県
沖
と
北
海
道

東
部
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
海
洋
型

の
地
震
が
起
き
る
と
い
う
事
を
予
測
し
て

い
ま
し
た
が
、
一
番
注
目
し
て
い
た
の
は

何
と
言
っ
て
も
こ
の
東
海
地
震
、
東
南
海

地
震
、
南
海
地
震
こ
の
３
つ
の
所
が
、
ど

う
い
う
風
に
振
舞
う
か
と
い
う
の
を
恐
れ

て
い
ま
し
た
。
私
が
学
生
の
時
、
学
会
に

参
加
し
た
時
に
す
で
に
こ
の
東
海
地
震
と

い
う
の
は
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
組
の

ト
ラ
ン
プ
に
バ
バ
を
入
れ
て
一
枚
ず
つ
開

い
て
い
き
ま
す
。
で
、
今
35
枚
ぐ
ら
い
や

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
、
バ
バ

が
出
て
こ
な
い
。
バ
バ
が
出
て
き
た
ら
地

震
が
起
こ
る
よ
、
と
い
う
話
を
学
会
の
時

聞
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
く
ら
い

緊
迫
感
が
あ
っ
た
の
で
す
。
例
え
ば
こ
こ

静
岡
県
の
耐
震
基
準
は
、
日
本
で
一
番
大

き
な
基
準
の
さ
ら
に
1.2
倍
す
る
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
で
備
え
て

い
た
わ
け
で
す
。
ち
な
み
に
佐
賀
は
日
本

の
基
準
の
0.7
倍
で
す
ね
。
一
条
工
務
店
と

い
う
所
に
就
職
し
た
私
の
教
え
子
に
静
岡

の
基
準
の
事
を
知
っ
て
い
る
か
聞
い
た
ら

「
知
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
く
ら
い
に
緊

張
感
を
持
っ
て
備
え
て
い
る
。
こ
こ
に
浜

岡
原
発
が
あ
り
ま
す
。
伊
方
原
発
が
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
所
が
非
常
に
危

険
だ
よ
と
い
う
事
は
理
解
し
て
い
て
、
大

き
な
津
波
で
４
～
５
ｍ
来
る
よ
と
い
う
事

は
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
対
策

を
立
て
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
大
阪
で
2

ｍ
の
津
波
が
や
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
、

干
満
の
差
の
関
係
で
、
盛
り
上
が
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
き
に
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
事
を
大
阪
で
は
一
生
懸

命
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。 

今
回
の
地
震
が
ど
う
い
う
地
震
だ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
ブ
ロ
ッ

ク
が
ず
っ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
地
震
学

者
が
考
え
て
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
来
る
地

震
の
位
置
で
４
つ
ぐ
ら
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

ま
ず
一
遍
に
切
れ
ま
し
た
。
14
時
46
分

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
１
５
０
秒
後
に
こ
こ

の
部
分
が
切
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
福
島
沖
で

す
。
福
島
沖
で
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
切
れ
た
。

３
回
目
は
更
に
１
５
０
秒
後
に
茨
城
県
沖

で
切
れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
３
つ
の
地

震
、
本
当
は
４
つ
か
５
つ
の
地
震
の
巣
が

一
遍
に
切
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、

今
回
の
と
ん
で
も
な
さ
の
原
因
で
す
。
こ

れ
は
誘
発
さ
れ
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
、

同
時
に
起
こ
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
解

り
ま
せ
ん
け
ど
、
こ
う
い
う
風
な
地
震
が

起
こ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
15
時
25
分
に

起
こ
っ
た
余
震
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.4

で
す
。
宮
城
で
我
々
が
「
こ
こ
で
こ
れ
く

ら
い
の
地
震
が
起
き
る
よ
ね
」
と
思
っ
て

い
た
地
震
が
余
震
で
起
こ
っ
て
く
る
と
い

う
凄
さ
で
す
。
で
す
か
ら
「
と
ん
で
も
な

い
地
震
で
す
か
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
私
は

「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
と
言
う
以
外
に
な
い
。
何
と

言
っ
て
も
津
波
が
と
ん
で
も
な
い
事
を
引

き
起
こ
し
た
わ
け
で
す
ね
。（
津
波
が
起
こ

る
事
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
） 

と
こ
ろ
が
、
安
政
の
地
震
の
時
に
、
そ

れ
か
ら
明
治
三
陸
沖
地
震
の
時
に
、
北
海

道
南
西
沖
地
震
の
時
に
、
い
ず
れ
も
15
ｍ

と
か
（
こ
れ
は
波
の
高
さ
38
ｍ
と
は
駆
け

上
っ
た
高
さ
で
す
か
ら
）
実
際
は
15
ｍ
と

か
20
ｍ
と
か
、
海
岸
部
で
は
で
す
ね
。
そ

れ
だ
け
の
高
さ
の
津
波
を
す
で
に
経
験
し

て
い
ま
す
。
奥
尻
島
で
は
、
最
大
波
高
が
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16.8
ｍ
ま
で
駆
け
上
が
っ
て
き
た
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
津
波
が
起
こ
る

事
は
当
然
あ
り
う
る
と
い
う
事
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
15
ｍ
以
上
の
津
波
が
何
度
も

来
て
い
る
事
は
、
確
か
に
間
違
い
で
は
な

い
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
皆
さ
ん
嫌
と
い

う
程
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
外
し
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
そ
う
い

う
津
波
を
我
々
は
経
験
す
る
事
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。 

こ
れ
か
ら
先
は
「
備
え
」
と
言
う
事
に

つ
い
て
話
を
し
ま
す
。
そ
う
い
う
相
手
が

い
ま
す
。そ
れ
に
対
し
我
々
は
備
え
ま
す
。

例
え
ば
、
耐
震
設
計
と
か
、
防
災
対
策
と

か
言
う
行
為
で
す
が
、
我
々
は
た
く
さ
ん

失
敗
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
例
え
ば
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
は
地
震
に
強
い

と
言
う
の
が
常
識
で
し
た
。
何
で
そ
の
よ

う
に
思
っ
て
き
た
か
と
言
う
と
、
関
東
大

震
災
の
時
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

が
ほ
と
ん
ど
壊
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ほ
と
ん
ど
壊
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か

ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
地
震
に
強
い

と
自
信
を
持
っ
て
造
っ
て
き
た
ら
、
何
と

こ
う
い
う
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
十
勝
沖
地
震
で
函
館
大
学
の
校
舎

が
見
る
も
無
残
に
潰
れ
時
の
写
真
で
す
。

丁
度
、
人
が
い
な
い
時
で
し
た
か
ら
、
死

人
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
。
こ
れ
に
も

の
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
10
年
後
の
宮
城
県
沖
地
震
も
同

じ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.4
、
今
回
の
地
震
の

１
０
０
分
の
１
以
下
の
そ
う
い
う
地
震
で

も
こ
れ
く
ら
い
の
事
が
起
こ
る
。
私
が
大

学
に
来
て
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
大
分

で
直
下
型
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
山
下
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
と
い

う
九
電
の
ホ
テ
ル
が
潰
れ
ま
し
た
。
全
く

同
じ
潰
れ
方
で
す
。
柱
が
足
を
折
る
よ
う

に
壊
れ
る
。
で
、
こ
れ
を
起
こ
し
た
時
、

丁
度
、
地
震
工
学
研
究
会
に
出
た
ん
で
す

け
ど
、
建
築
の
人
達
は
い
つ
も
集
ま
っ
て

設
計
法
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ず

っ
と
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
出
来
上
が

っ
た
の
が
、
１
９
８
１
年
の
建
築
基
準
法

施
行
令
で
す
。
こ
れ
で
は
普
通
の
構
造
計

算
以
外
に
耐
震
壁
を
何
パ
ー
セ
ン
ト
入
れ

な
さ
い
と
か
い
う
事
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
前
と
こ
こ
か
ら
以

降
の
建
物
は
別
の
も
の
で
す
。す
な
わ
ち
、

阪
神･

淡
路
大
震
災
の
時
に
１
９
８
１
年

以
降
の
建
物
は
、
ほ
と
ん
ど
壊
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
す
か
ら
、
彼
ら
建
築
学
会
は

勝
利
宣
言
を
し
ま
し
た
。
「
我
々
は
勝
っ

た
」
と
。
た
だ
し
、
新
し
い
基
準
以
前
の

古
い
建
物
は
確
か
に
負
け
た
。
だ
か
ら
古

い
建
物
を
補
強
す
る
耐
震
補
強
が
重
要
で

あ
る
と
言
っ
て
耐
震
補
強
の
法
律
を
作
る

方
向
に
ま
わ
っ
た
と
い
う
事
で
す
ね
。
や

り
方
と
し
て
は
間
違
っ
て
な
か
っ
た
と
い

う
事
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
我
々
が
造
っ
た

土
木
の
構
造
物
は
見
る
も
無
残
に
潰
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
の
800
Ｇ
Ａ
Ｌ
を
越
す
加
速

度
と
言
う
の
は
、
と
ん
で
も
な
い
事
だ
と

思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
我
々
が
そ
の
入

力
で
計
算
し
て
み
る
と
確
か
に
壊
れ
る
ん

で
す
よ
、
い
ろ
ん
な
橋
が
。
だ
か
ら
、
あ

っ
、
壊
れ
る
ん
だ
と
い
う
事
を
理
解
し
ま

し
た
。
２
０
０
２
年
に
道
路
橋
の
大
改
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う

に
４
～
50
年
に
一
遍
く
ら
い
の
地
震
は
、

弾
性
設
計
法
で
あ
る
許
容
応
力
法
で
、
弾

性
範
囲
内
で
治
ま
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
か
ら
、
阪
神
・
淡
路
の
よ
う
な

直
下
型
地
震
、
も
う
一
つ
海
洋
型
の
地
震

に
関
し
て
は
、
こ
れ
は
修
復
限
界
以
内
に

治
ま
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

追
跡
を
や
っ
て
ち
ゃ
ん
と
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
、
と
い
う
事
を
命
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
基
準
で
再
検
討
を

し
て
、
適
合
し
な
い
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

耐
震
補
強
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
は
九
州
で
は
耐
震
補
強
は
い
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま
し
た
け
ど
も
、

九
州
も
全
部
補
強
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
。

全
国
で
は
、
高
速
道
路
も
鉄
道
も
や
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
今
回
の
地
震
で
は
、
ほ

ぼ
引
き
分
け
く
ら
い
に
持
ち
込
め
た
と
思

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
東
北
新
幹
線
は
40

何
日
目
に
開
通
し
ま
し
た
よ
ね
。そ
し
て
、

高
速
道
路
は
だ
い
た
い
そ
の
ま
ま
使
え
ま

し
た
。
と
い
う
事
は
、
重
要
構
造
物
は
引

き
分
け
に
持
ち
込
め
た
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
そ
う
い
う
点
で
は
「
備
え
る
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
失
敗
を
繰
り

返
し
な
が
ら
何
と
か
成
長
し
て
き
て
い
た

と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
液
状
化
と
い
う
の
が
初
め

て
話
題
に
な
っ
た
の
は
１
９
６
４
年
の
新

潟
地
震
で
す
。
こ
の
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の

若
い
研
究
者
ハ
リ
ー
・
ボ
ル
ト
ン･

シ
ー
ド

と
い
う
人
が
、
新
潟
に
飛
ん
で
き
て
試
料

を
持
っ
て
帰
っ
て
動
的
解
析
（
実
験
）
を

や
っ
て
液
状
化
と
い
う
も
の
を
突
き
止
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
液
状
化
で
ア
パ
ー
ト

が
倒
れ
た
時
の
写
真
で
す
け
ど
、
今
回
も

同
じ
よ
う
に
液
状
化
と
い
う
も
の
が
起
こ

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
う
震

災
を
引
き
起
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
高
級
住

宅
街
の
家
が
傾
き
、
完
全
に
壊
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
住
め
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
は
解
決
策
が
あ
り
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と

技
術
的
に
は
解
決
可
能
で
す
け
ど
、
普
通

の
人
々
に
そ
れ
を
強
制
す
る
と
い
う
事
が

な
か
な
か
難
し
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
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題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

私
は
今
回
の
地
震
で
一
番
大
事
な
事
は
、

巨
大
地
震
の
揺
れ
と
津
波
で
、
人
間
が
造

っ
た
構
造
物
、
例
え
ば
原
子
力
発
電
所
の

よ
う
な
も
の
が
も
う
一
回
害
を
巻
き
起
こ

し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

放
射
能
を
撒
き
散
ら
す
と
い
っ
た
、
新
た

な
危
険
外
力
を
生
み
出
し
た
事
が
、
一
番

我
々
技
術
者
が
批
判
さ
れ
る
べ
き
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。 

も
し
も
我
々
が
造
っ
た
嘉
瀬
川
ダ
ム
が

何
ら
か
の
原
因
で
破
堤
し
て
佐
賀
平
野
を

襲
っ
て
き
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
も
う

我
々
は
腹
を
か
っ
さ
ば
い
て
死
ん
で
も
間

に
合
わ
な
い
く
ら
い
重
大
な
ミ
ス
で
す
。

そ
れ
は
本
当
に
起
こ
ら
な
い
の
か
？
と
い

う
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

一
番
可
能
性
が
あ
る
の
は
山
が
壊
れ
て
ダ

ム
湖
に
流
れ
込
み
、
津
波
が
起
っ
て
堰
堤

を
越
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
事

を
我
々
は
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
問
題
と
し
て
、

そ
れ
が
な
い
と
い
う
事
を
私
は
言
い
切
れ

な
い
。
だ
け
ど
我
々
は
絶
対
に
安
全
な
も

の
に
仕
上
げ
て
い
か
な
い
と
「
ダ
ム
を
造

ら
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
事

を
絶
対
に
申
し
出
る
事
は
で
き
な
い
。 

今
回
、
藤
沼
貯
水
ダ
ム
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
泥
ダ
ム（
土
の
ダ
ム
）が
決
壊
し
て
、

死
者
５
名
、
行
方
不
明
者
３
名
、
合
計
８

名
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
何

で
問
題
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
と
、
こ

れ
は
、
土
地
改
良
区
が
持
っ
て
い
る
ダ
ム

で
す
。
今
、
裁
判
で
訴
え
ら
れ
て
損
害
賠

償
請
求
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
マ
ス
コ

ミ
の
批
判
に
は
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
市

民
レ
ベ
ル
で
怒
ら
れ
る
事
は
な
い
で
す
。

そ
れ
は
も
う
長
い
時
間
ず
っ
と
使
い
続
け

て
き
た
も
の
が
た
ま
た
ま
や
ら
れ
た
。
近

代
的
な
も
の
、
い
わ
ゆ
る
責
任
を
持
っ
て

誰
か
が
造
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
、

や
む
を
得
な
い
と
い
う
レ
ベ
ル
で
落
ち
着

い
て
い
る
。 

も
と
も
と
壊
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
そ
の
シ
ス
テ
ム
は

採
用
し
な
い
と
言
う
事
ま
で
決
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
が
世
の
中
に

存
在
す
る
と
い
う
事
を
初
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
風
に
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。で
、

絶
対
壊
し
て
は
な
ら
な
い
物
が
存
在
す
る

と
い
う
事
を
、
私
は
自
分
が
ダ
ム
を
造
る

側
、
推
進
す
る
と
い
う
か
、
造
ら
せ
て
く

れ
ま
せ
ん
か
と
言
う
側
に
居
ま
し
た
か
ら
、

そ
の
事
を
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
、
た
ぶ
ん
設
計
に
使
わ
れ
た
で

あ
ろ
う
、
明
治
三
陸
沖
の
時
の
地
震
津
波

の
高
さ
の
図
で
す
。
三
陸
で
地
震
が
起
こ

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
三
陸
で
は
あ
20
ｍ

近
く
の
津
波
が
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
福
島

が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
福
島
の
と
こ
ろ
は

５
ｍ
程
度
で
し
た
。
既
往
最
大
と
い
う
考

え
を
と
る
と
、
こ
の
値
を
使
っ
た
事
は
間

違
っ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
三
陸
の
方

で
こ
れ
だ
け
の
高
さ
の
津
波
が
来
る
事
を

我
々
は
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が

福
島
に
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
を

考
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
少
な
く
と
も

緊
急
電
源
装
置
に
つ
い
て
は
そ
う
思
う
べ

き
だ
っ
た
、
と
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。 

だ
か
ら
、
こ
の
事
は
何
度
も
繰
り
返
し

て
言
い
ま
す
が
く
や
し
い
思
い
で
す
。
こ

れ
が
原
子
力
発
電
所
の
立
地
箇
所
と
先
程

示
し
た
内
閣
府
が
作
っ
て
い
た
日
本
の
地

盤
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
を
重
ね
て
描
い
た

図
で
す
。
深
度
６
弱
以
上
が
30
年
間
に
起

こ
る
可
能
性
が
こ
こ
は
0.1
％
，
こ
っ
ち
は

70
％
か
80
％
ぐ
ら
い
と
い
う
レ
ベ
ル
の

図
で
す
。 

見
て
く
だ
さ
い
。
福
島
の
原
発
立
地
箇

所
は
、
九
州
の
こ
こ
ら
へ
ん
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
。
私
は
今
で
も
呼
子
原
子
力
発

電
所
は
、
地
震
に
対
し
て
は
日
本
で
一
番

危
険
度
が
少
な
い
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
盤
は
硬
い
し
、
地
震
の
来
る
頻
度
は
少

な
い
し
、
津
波
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ

の
も
の
も
な
い
。
だ
か
ら
、
地
震
に
対
し

て
安
全
度
が
一
番
高
い
の
は
こ
こ
だ
、
そ

れ
は
本
当
だ
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
こ
の

図
は
二
度
と
信
用
し
て
も
ら
え
な
い
は
ず

で
す
ね
。
こ
の
図
を
持
ち
出
し
て
「
大
丈

夫
で
す
」
と
言
っ
て
も
、
こ
こ
と
同
じ
危

険
度
の
所
で
激
甚
災
害
が
起
こ
っ
た
じ
ゃ

な
い
か
、
と
言
わ
れ
ま
す
し
ね
。
だ
か
ら

一
回
失
敗
を
す
る
と
、
そ
れ
を
取
り
戻
す

の
に
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か
解
ら
な
い
、

と
言
う
事
を
示
し
て
い
る
図
で
も
あ
り
ま

す
。
Ｅ
Ｅ
と
い
う
の
は
安
全
の
レ
ベ
ル
が

一
番
高
い
と
こ
ろ
を
示
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

私
は
こ
の
図
を
使
っ
て
、「
こ
こ
は
安
全
で

す
よ
」
と
い
う
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
と
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。 

今
回
の
地
震
で
、
想
定
外
の
外
力
が
、

実
力
以
上
の
外
力
が
来
る
と
い
う
事
を
学

ぶ
べ
き
で
す
。
そ
の
時
に
は
構
造
物
で
守

る
防
災
か
ら
、
被
害
を
少
な
く
す
る
減
災

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
壊
し
て
は
な
ら
な
い
物
が
存
在
す
る

と
い
う
事
は
絶
対
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

ま
た
、
地
震
に
備
え
る
と
い
う
時
に
、
こ

れ
は
や
っ
ぱ
り
使
い
た
い
、
被
災
者
に
対

し
て
救
援
物
資
を
送
る
た
め
に
使
い
た
い

か
ら
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
壊
さ
な
い
と
い

う
事
を
考
え
て
お
く
べ
き
で
す
。
で
す
か

ら
、
重
要
度
に
応
じ
て
、
壊
せ
な
い
物
も
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あ
る
ん
だ
と
い
う
事
も
理
解
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
突
破
さ
れ
た

事
を
前
提
に
対
策
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
、

我
々
は
今
ど
ん
な
所
で
も
、
し
か
も
繰
り

返
し
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
れ
か
ら
は
佐
賀
の
災
害
史
を
考
え
る

こ
と
に
し
ま
す
。「
島
原
大
変
、肥
後
迷
惑
」

で
雲
仙
の
眉
山
が
崩
壊
し
て
、
佐
賀
に
も

津
波
が
襲
っ
た
と
言
う
事
に
な
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
佐
賀
に
津
波
の
危
険
性
は
な
い

の
で
す
か
？
と
聞
か
れ
た
ら
「
あ
る
」
と

言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
事
実
で
す
。

我
々
が
通
常
考
え
る
津
波
と
は
ち
ょ
っ
と

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
違
う
の
で
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
。 

１
８
２
８
年
、
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
の
時

は
、
長
崎
の
真
上
を
通
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
東
側
の
佐
賀
で
は
、
と
ん
で
も
な
い

事
が
起
こ
っ
た
と
い
う
事
が
想
像
で
き
ま

す
。
数
千
人
と
か
一
万
人
と
か
の
人
達
が

死
ん
だ
と
言
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

台
風
は
、
過
去
３
０
０
年
間
で
日
本
を
襲

っ
た
台
風
の
中
で
最
大
で
あ
る
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が

今
後
起
こ
り
う
る
と
い
う
事
は
十
分
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

１
９
１
４
年
，
大
正
13
年
に
起
こ
っ
た

高
潮
災
害
で
は
、
有
明
海
沿
岸
の
沿
岸
堤

防
が
ほ
ぼ
全
壊
し
ま
し
た
。
潮
の
出
入
り

が
自
由
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
が

起
こ
っ
た
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
佐
賀

で
は
こ
の
災
害
を
一
番
心
配
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。そ
し
て
今
、

着
々
と
県
と
国
は
沿
岸
堤
防
の
補
強
に
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
進
捗
率
が
だ
い
た
い

年
２
％
と
い
う
事
で
す
か
ら
、
完
成
ま
で

に
は
50
年
か
か
る
。
そ
れ
で
も
や
ら
な
い

よ
り
は
ま
し
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
着
々
と

広
げ
て
い
く
。
も
う
佐
賀
平
野
で
は
干
拓

を
し
な
い
事
に
決
め
ま
し
た
の
で
、
海
岸

線
に
強
固
な
防
衛
線
を
張
る
と
い
う
事
は

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
枕
崎
台
風
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
台

風
。
昭
和
28
年
の
西
日
本
大
水
害
、
梅
雨

前
線
に
よ
る
１
９
６
２
年
の
災
害
、
１
９

６
７
年
の
災
害
。
佐
賀
災
害
史
を
見
る
限

り
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
雨
、
風(

台
風)

で
す
ね
。
地
震
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
載
っ

て
い
な
い
。１
８
５
０
年
代
、幕
末
期
に
、

佐
賀
で
直
下
型
地
震
が
来
た
事
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
石

垣
の
一
部
が
壊
れ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
心
配
す
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
軟
弱
地
盤
の
上
に

建
て
た
普
通
の
硬
い
建
物
は
、
軟
弱
地
盤

免
震
の
効
果
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
力
を
受

け
な
い
と
い
う
理
論
の
持
ち
主
で
す
か
ら

「
あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
で
い
い
で
す

よ
」
と
い
う
事
を
言
い
続
け
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
武
雄
河
川
事
務

所
か
ら
頂
い
た
図
で
す
け
れ
ど
、
戦
争
が

終
わ
っ
た
頃
の
降
雨
の
激
し
さ
か
ら
ず
ー

っ
と
落
ち
着
い
て
来
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ま
た
激
し
さ
を
増
し
始
め
た
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。
例
え
ば
１
時
間
あ
た
り

１
０
０
mm
を
越
す
よ
う
な
雨
の
回
数
が
、

昔
10
年
間
で
1.9
回
、
最
近
の
10
年
間
で

は
4.8
回
も
起
こ
っ
て
い
る
。
と
い
う
よ
う

な
事
で
雨
の
降
り
方
が
荒
っ
ぽ
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
非
常
に
警
戒
す
べ
き

で
す
。
こ
れ
は
２
年
ち
ょ
っ
と
前
の
７
月

に
起
こ
っ
た
大
雨
の
記
録
で
す
。
佐
賀
の

山
地
で
大
雨
が
降
っ
て
、
色
ん
な
と
こ
ろ

で
浸
水
被
害
を
起
こ
し
ま
し
た
、
皆
さ
ん

あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で

紹
介
し
ま
す
。 

牟
田
辺
と
い
う
所
に
遊
水
池
を
作
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
川
の
一
部
に
、
野
越

と
い
う
水
を
吐
き
出
さ
せ
る
仕
掛
け
を
作

っ
て
、
水
田
の
中
に
入
れ
て
し
ま
お
う
と

い
う
事
で
す
。
土
地
は
買
い
上
げ
た
う
え

で
、
耕
作
だ
け
は
し
て
い
い
で
す
よ
、
と

い
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

出
水
で
初
め
て
、
牟
田
辺
の
遊
水
池
に
水

が
入
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
水
が
入
っ
て
い

る
間
は
水
位
が
上
が
り
ま
せ
ん
か
ら
、
牛

津
川
の
下
流
の
方
で
破
堤
す
る
危
険
性
が

そ
の
間
は
上
が
ら
な
い
事
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
い
っ
ぱ
い
水
が
入
っ
て
し
ま
う
と

川
の
水
位
が
上
が
り
始
め
ま
す
か
ら
、
下

流
の
ど
こ
か
で
切
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
い
う
仕
掛
け
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ム
を
平
地
に
造
っ
た
ん
だ
と
い
う
事
で

す
。 こ

れ
は
、
城
原
川
で
す
。
城
原
川
は
天

井
川
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
民
家
の
す

ぐ
横
を
高
い
水
位
で
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
城
原
川
が
佐
賀
県
で
一
番
危
険

な
川
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん

そ
う
思
わ
れ
な
い
ら
し
い
。
実
際
、
こ
こ

は
堤
防
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
水
位
が
上
が
り
ま

し
た
の
で
、
神
埼
市
全
域
に
避
難
勧
告
が

で
ま
し
た
。
全
域
で
す
。
何
万
人
か
に
対

し
て
逃
げ
ろ
と
い
う
指
示
が
出
た
わ
け
で

す
ね
。
で
、
野
越
し
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
き
れ
い
に
、
鮮
や
か
に
野
越
し
か
ら

水
が
溢
れ
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
良
い
と

見
る
人
と
、
勘
弁
し
て
く
れ
と
い
う
人
と
、

立
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
私
が
館
長

を
し
て
い
る
石
井
樋
公
園
さ
が
水
も
の
が

た
り
館
で
開
催
し
た
講
演
会
を
聞
き
に
来

ら
れ
た
方
の
間
で
、
す
ぐ
止
め
て
く
れ
、

こ
れ
は
恐
ろ
し
い
事
だ
と
言
う
人
と
、
こ

れ
が
あ
っ
た
か
ら
何
と
か
う
ま
く
い
っ
た

と
言
う
人
の
論
戦
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
こ
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れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
は
今
か
ら
議
論
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
流
の
千

代
田
の
辺
り
で
こ
う
い
う
風
に
漏
水
が
起

こ
っ
て
、
土
嚢
で
必
死
に
止
め
て
い
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
の
人
は
積
み
方
が
下
手

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
で
す

か
？
ち
ょ
っ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
う

い
う
事
が
起
こ
り
ま
す
の
で
、
非
常
に
危

険
な
川
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ

は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
プ
ロ
の
方
達
に
は
、

釈
迦
に
説
法
と
思
い
ま
す
が
、
城
原
川
の

流
域
委
員
会
の
委
員
長
を
し
て
い
た
時
に
、

危
険
性
と
い
う
の
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ

な
い
事
を
知
り
ま
し
た
。 

先
程
色
ん
な
方
が
地
域
貢
献
だ
と
い
う

事
を
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
技
術
者

が
地
域
と
向
き
合
う
と
き
の
難
し
さ
を
い

ろ
ん
な
局
面
で
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ダ
ム
を
造
っ
た
ら
洪
水
が
な
く
な
る
ん
で

す
か
？
と
言
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。「
い

い
え
、
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言

い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ダ
ム
を
造
っ

て
守
れ
る
の
は
一
部
の
洪
水
、
す
な
わ
ち

山
地
か
ら
か
平
野
に
流
れ
出
よ
う
と
す
る

外
水
に
対
し
て
で
す
。
じ
ゃ
、
平
野
だ
け

に
降
る
雨
に
よ
る
内
水
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
に
対
し
て
は
、
山
地
に
作
る
ダ
ム
は

全
く
効
果
が
な
い
わ
け
で
す
。
ダ
ム
を
造

っ
て
も
内
水
型
の
洪
水
で
あ
る
平
成
２
年

の
よ
う
な
大
水
害
は
起
こ
り
得
ま
す
と
言

い
ま
し
た
。
す
る
と
、
洪
水
に
使
え
な
い

よ
う
な
ダ
ム
を
な
ぜ
造
る
の
か
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
山
に
降
っ
た
雨
が
平
地
に
下
り

て
く
る
時
の
水
の
怖
さ
と
、
平
地
に
そ
の

ま
ま
溜
め
て
い
る
と
き
の
水
の
怖
さ
の
問

題
と
が
、
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
内
水
と
外
水
の
違
い
す
ら
理
解

さ
れ
て
い
な
い
時
に
ダ
ム
の
議
論
を
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
う
い
う
事
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
内

水
氾
濫
型
と
外
水
氾
濫
型
が
あ
る
事
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
解
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
こ
の
講
演
会
の

た
め
の
資
料
と
い
う
よ
り
も
、
老
人
会
と

か
公
民
館
と
か
で
話
を
す
る
時
の
資
料
で

す
。 外

水
氾
濫
型
と
内
水
氾
濫
型
が
同
時
に

起
こ
る
よ
う
な
大
水
害
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
28
年
大
水
害
は
そ
れ
に
当
る
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
事
が
起
こ

っ
た
時
に
ど
う
す
る
か
、
佐
賀
平
野
で
た

く
さ
ん
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
議
論
し
て

い
ま
す
。 

先
程
紹
介
し
た
野
越
と
い
う
武
富
兵
庫

茂
安
さ
ん
が
結
構
得
意
に
使
っ
て
い
た
手

法
を
使
え
ば
、「
溢
れ
さ
せ
る
」
と
い
う
事

を
や
れ
ば
、
先
程
か
ら
話
題
し
て
き
た
、

ど
こ
に
想
定
値
を
置
く
か
と
い
う
事
は
議

論
し
な
く
て
済
み
ま
す
。「
あ
る
水
位
か
ら

上
に
来
た
ら
平
地
に
ゆ
っ
く
り
流
し
て
や

る
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
と
主
張
す
る
人
達
が
い
ま
す
。

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
我
々
が
今

造
っ
て
い
る
の
は
あ
る
想
定
し
た
外
力
、

今
佐
賀
平
野
で
は
大
部
分
が
28
年
大
水

害
の
雨
を
想
定
し
ま
す
け
ど
、
そ
れ
に
耐

え
る
高
堤
防
を
作
っ
て
、
そ
こ
を
越
え
て

き
た
ら
破
堤
す
る
事
は
覚
悟
し
ま
し
ょ
う
。

と
言
う
事
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
武
富
兵
庫
茂
安
が
や
っ
た

よ
う
に
、
平
野
中
ゆ
っ
く
り
と
流
し
て
あ

げ
た
方
が
想
定
外
力
と
い
う
事
を
言
わ
な

く
て
済
む
か
ら
、
こ
っ
ち
の
方
が
技
術
的

に
優
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
事
な
ん

で
す
ね
。
そ
れ
を
ど
う
見
る
か
、
私
は
一

定
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ど
こ

の
場
所
に
野
越
し
を
作
る
か
と
い
う
事
を

国
土
交
通
省
な
り
、
佐
賀
県
が
提
案
で
き

る
か
？
と
い
う
事
に
関
し
て
は
私
に
は
自

信
が
な
い
。
私
自
身
、
こ
こ
な
ら
良
い
で

す
よ
と
言
う
自
信
が
な
い
か
ら
で
す
。
次

の
世
代
の
人
達
に
託
し
ま
す
が
、
も
し
こ

の
技
術
を
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
い
う

手
順
で
や
れ
ば
同
意
が
可
能
で
あ
る
か
、

す
な
わ
ち
「
合
意
形
成
」
と
い
う
事
が
議

論
の
中
心
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

武
雄
河
川
事
務
所
、
筑
後
川
河
川
事
務

所
の
方
々
と
一
緒
に
６
～
７
年
前
か
ら
い

ろ
ん
な
事
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

減
災
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
防
災
施
設

が
食
い
破
ら
れ
た
時
の
体
制
を
今
か
ら
作

っ
て
お
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
こ

で
ど
う
い
う
仕
掛
け
を
作
ろ
う
か
と
し
た

か
と
言
う
と
、
実
は
３
番
と
４
番
の
あ
た

り
か
ら
始
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
国
土

交
通
省
武
雄
河
川
事
務
所
も
「
ど
う
も
一

つ
足
り
な
い
み
た
い
だ
」
と
い
う
事
で
、

１
番
と
２
番
を
付
け
加
え
た
。
ど
の
よ
う

な
洪
水
が
起
こ
る
か
を
予
知
す
る
。
す
な

わ
ち
、
我
々
に
災
害
を
も
た
ら
す
外
力
の

大
き
さ
を
想
定
し
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で

す
。
そ
れ
を
何
で
や
る
か
と
い
う
と
、
Ｇ

Ｉ
Ｓ
と
い
う
技
術
が
普
通
に
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
い
う
技
術
に
、

航
空
写
真
か
ら
解
読
し
た
水
準
点
を
載
せ

て
モ
デ
ル
を
作
る
事
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
上
に
雨
を
降
ら
せ
て
ど
う
い
う
洪
水
が

起
こ
る
か
を
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
８
年
く
ら
い
前
に
も
、
同
じ
手
法

で
武
雄
河
川
事
務
所
の
方
で
作
ら
れ
た
計

算
結
果
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
ど
、

か
つ
て
は
使
い
物
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
水
準
点
の
数
と
精
度

が
ラ
フ
す
ぎ
て
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど

使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
、
平
地
よ

り
少
し
高
い
道
路
や
盛
土
が
ず
っ
と
走
っ
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て
い
る
の
に
そ
こ
で
水
が
止
ま
っ
て
い
な

い
。そ
う
い
う
事
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
技
術
は
佐
賀
平
野
の
様
な
低
平
地
で

は
使
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

原
因
は
明
ら
か
に
、
水
準
点
の
数
が
余
り

に
も
少
な
す
ぎ
る
と
言
う
事
で
す
。
今
回

航
空
写
真
か
ら
読
み
取
ら
れ
た
水
準
点
の

数
は
50

cm
ぐ
ら
い
の
単
位
で
取
っ
て
お

ら
れ
る
。
佐
賀
平
野
全
体
を
、
50
ｍ
メ
ッ

シ
ュ
で
切
っ
て
、
そ
こ
の
平
均
水
準
を
求

め
て
水
を
流
し
て
み
る
。
そ
こ
に
道
路
だ

と
か
、
河
川
堤
防
を
ラ
イ
ン
で
入
れ
て
、

流
れ
る
か
、
流
れ
な
い
か
と
か
見
て
み
る
。

で
、
雨
を
降
ら
せ
て
、
あ
る
と
こ
ろ
で
破

堤
さ
せ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
す
な
わ
ち
、
私
達
が

耐
震
工
学
で
や
る
時
の
動
的
解
析
と
同
じ

よ
う
な
解
析
を
や
り
ま
す
。 

解
析
を
や
る
と
、
ど
こ
こ
こ
の
と
こ
ろ

に
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
、
ど
う
い
う

風
に
水
位
が
上
が
っ
て
く
る
か
、
流
速
が

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
解
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
で
道
路
と
か
電
力
だ
と
か
通
信
だ
と

か
避
難
所
な
ど
の
機
能
が
そ
れ
ぞ
れ
確
保

で
き
て
い
る
か
？
と
い
う
事
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
被
害
が
わ
か
っ
て
き
た
ら
、

被
害
を
少
な
く
す
る
準
備
を
す
る
。
す
な

わ
ち
対
策
に
考
え
て
い
く
と
言
う
の
が
一

つ
で
す
。
そ
こ
で
、
行
政
側
は
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
だ
と
か
定
点
カ
メ
ラ
と
か
情
報

伝
達
と
か
ず
っ
と
用
意
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
大
の
問
題
は
、
市
民
の
側

の
減
災
力
、
防
災
力
が
極
端
に
落
ち
て
い

る
事
で
す
。
す
な
わ
ち
多
く
の
市
民
が
災

害
を
経
験
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
達

が
ど
う
振
舞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
事
が
全
く
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
だ
か
ら
、
公
、
す
な
わ
ち
国
土

交
通
省
、
県
、
市
、
公
民
館
と
い
っ
た
公

の
人
達
が
介
入
し
て
、
啓
発
活
動
を
や
ら

な
い
と
、実
力
が
全
く
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
そ
の
た
め
の
仕
掛
け
が
必
要
で

す
よ
、
と
い
う
事
で
す
。 

例
え
ば
、
雲
仙
普
賢
岳
で
被
害
に
遭
っ

た
人
達
が
、
何
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

と
言
う
と
、
災
害
が
ど
こ
か
で
起
こ
る
で

し
ょ
。
今
度
の
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る

と
、
雲
仙
の
土
石
流
で
や
ら
れ
た
人
達
は

ま
ず
若
者
達
を
二
人
一
組
み
で
チ
ー
ム
を

組
ま
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
か
せ
る
ん

で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
の
災
害
が

ど
う
い
う
災
害
で
あ
る
か
、
肌
で
感
じ
、

そ
し
て
学
習
し
て
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
。

そ
う
や
っ
て
意
図
的
に
や
ら
ん
と
地
域
防

災
力
は
維
持
で
き
な
い
と
彼
ら
は
言
う
の

で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
事
を
意
図
的

に
や
っ
て
い
く
と
い
う
事
を
制
度
化
す
る

た
め
に
、
国
土
交
通
省
さ
ん
に
あ
る
程
度

補
助
金
を
出
し
て
く
れ
な
い
か
と
言
っ
た

覚
え
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
う
い

う
防
災
力
・
減
災
力
と
言
う
の
は
自
分
達

で
努
力
し
な
い
と
維
持
で
き
な
い
時
代
に

入
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。 

私
は
よ
く
、「
先
生
、
そ
う
言
う
け
ど
、

北
山
ダ
ム
が
出
来
て
か
ら
も
う
安
全
に
な

っ
た
よ
、
佐
賀
平
野
は
！
一
回
も
水
害
来

ん
も
ん
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
だ
け
ど
、
あ

の
ダ
ム
は
防
災
に
は
全
然
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
あ
そ
こ
は
、
水

が
欲
し
い
時
は
溜
め
と
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
農
業
用
ダ
ム
の
で
、
６
月
ぐ
ら
い
に
大

洪
水
が
襲
っ
て
き
た
ら
、
満
水
状
態
に
近

い
所
ま
で
溜
め
て
い
る
可
能
性
の
方
が
高

い
。
で
き
る
だ
け
溜
め
込
ん
で
い
る
わ
け

で
す
、
７
月
く
ら
い
に
水
が
枯
れ
て
し
ま

う
と
大
変
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
今
度
や
っ

と
嘉
瀬
川
ダ
ム
で
高
さ
７
ｍ
50

cm
の
治

水
量
容
量
を
持
つ
事
が
で
き
た
。
そ
れ
な

の
に
「
北
山
ダ
ム
が
で
き
て
か
ら
も
う
洪

水
来
ん
ば
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
か
ら
、

ダ
ム
の
機
能
が
全
然
理
解
さ
れ
て
い
な
い

な
と
思
い
ま
す
。
土
地
改
良
区
が
自
分
達

の
都
合
に
合
わ
せ
て
高
さ
を
調
整
し
て
い

い
事
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
北
山
ダ
ム
は

治
水
に
役
に
立
つ
と
考
え
て
は
い
け
な
い

と
言
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
事
（
理
解
さ
せ
る
事
）
か
ら
始

め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
解
り

ま
す
。 

い
よ
い
よ
解
析
し
た
結
果
で
す
け
れ
ど

も
、
例
え
ば
こ
れ
は
、
こ
こ
の
部
分
で
破

堤
を
さ
せ
ま
し
た
。
（
こ
こ
の
部
分
で
す
）

た
ぶ
ん
28
災
の
時
は
こ
こ
ら
辺
で
切
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
所
（
嘉
瀬

町
）
は
２
ｍ
～
５
ｍ
の
水
位
が
上
が
っ
て

く
る
と
い
う
事
が
解
析
上
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
持
っ
て
嘉
瀬
町
に
防
災
訓
練
の
時

に
私
は
講
演
に
行
き
ま
し
た
。 

28
災
の
時
は
左
岸
側
の
こ
こ
で
切
れ

ま
し
た
け
ど
、
反
対
側
の
久
保
田
の
人
達

は
右
岸
側
の
こ
こ
に
水
防
活
動
の
応
援
に

行
っ
て
、
佐
賀
側
が
切
れ
た
と
聞
い
た
瞬

間
に
バ
ン
ザ
イ
と
言
っ
て
帰
っ
て
来
た
と

言
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
24
水
の
時
に
や
ら
れ
た
か
ら
仕
返

し
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
左
岸
と

右
岸
で
は
そ
れ
だ
け
立
場
に
違
い
が
あ
る

と
い
う
事
が
理
解
で
き
ま
す
。 

こ
れ
は
継
続
時
間
で
す
。
ど
れ
く
ら
い

浸
っ
て
い
る
か
。
赤
い
所
は
６
日
間
く
ら

い
浸
っ
て
い
ま
す
。
計
算
は
全
て
の
ポ
ン

プ
が
正
常
に
動
い
て
い
る
事
を
前
提
に
し

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ポ
ン
プ
が
死
ん

で
い
る
と
う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
う
い
う

所
に
６
日
間
く
ら
い
浸
か
っ
て
い
る
所
が
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あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
所
（
嘉
瀬
町
）

所
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
風
な
水
の
補
給

を
す
る
か
な
ど
を
対
策
と
し
て
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
す
。

こ
れ
が
、
こ
こ
で
破
堤
し
た
時
に
ど
れ
く

ら
い
の
時
間
で
水
が
流
れ
込
ん
で
い
く
か

と
い
う
事
を
表
し
て
い
ま
す
。
だ
い
た
い

浸
水
か
ら
解
消
ま
で
１
２
０
時
間
以
上
か

か
る
事
を
表
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

28
年
大
水
害
の
雨
を
降
ら
せ
て
嘉
瀬
川

が
破
堤
す
る
と
こ
れ
だ
け
の
災
害
を
受
け

る
事
に
な
る
。
と
い
う
事
を
理
解
し
て
も

ら
い
た
い
わ
け
で
す
。 

こ
れ
は
流
速
で
す
。
実
際
に
家
を
流
す

よ
う
な
非
常
に
激
し
い
流
速
は
堤
防
の
す

ぐ
横
ぐ
ら
い
で
し
か
起
き
ま
せ
ん
か
ら
、

今
回
の
津
波
の
よ
う
に
家
を
全
部
流
し
て

し
ま
う
よ
う
な
流
速
で
は
な
く
て
、
佐
賀

の
洪
水
の
場
合
は
下
か
ら
水
が
上
が
っ
て

く
る
と
い
う
仕
掛
け
に
な
る
と
い
う
風
に

理
解
し
て
く
だ
さ
い
。 

左
岸
側
だ
け
切
っ
て
い
る
と
怒
ら
れ
る

の
で
右
岸
で
も
で
切
っ
て
み
ま
し
た
。
私

の
家
は
こ
こ
で
す
か
ら
、
私
の
家
も
浸
か

る
事
を
ち
ゃ
ん
と
示
し
と
か
な
い
と
、
皆

さ
ん
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
。
私
の
家

は
だ
い
た
い
１
ｍ
か
ら
２
ｍ
浸
水
す
る
範

囲
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
実
印

と
銀
行
通
帳
を
二
階
に
上
げ
る
と
い
う
事

だ
け
は
し
と
き
た
い
。 

こ
れ
が
筑
後
川
と
か
い
ろ
ん
な
所
で
堤

防
を
切
っ
た
時
の
解
析
結
果
を
重
ね
合
わ

せ
た
も
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
切
り
方

に
も
よ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
、
こ
う
い

う
所
は
結
構
ま
あ
安
全
だ
と
か
。
１
ｍ
か

ら
２
ｍ
ぐ
ら
い
浸
水
す
る
範
囲
に
入
っ
て

い
る
の
で
や
ば
い
で
す
と
か
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
、
私
の
家
は
真
っ
青
な
所
に
あ

り
ま
す
。 

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
高
潮
で
や
ら
れ
る
時

の
も
の
で
、
私
の
家
は
こ
こ
で
す
か
ら
、

高
潮
で
潮
水
が
押
し
寄
せ
て
き
て
や
ら
れ

る
な
ー
、
と
い
う
所
に
住
ん
で
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
何
と
防
災
予
知
力
の
な
い
家

の
建
て
方
を
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
次
男
坊
、
三
男
坊
が
安
い
所
の
土

地
を
求
め
て
流
れ
歩
い
た
、
と
言
う
感
じ

の
家
の
建
て
方
を
し
た
と
思
え
ば
間
違
い

な
い
。
そ
う
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
死
者
数
が
ど
れ
く
ら
い
に
な

る
か
？
孤
立
者
数
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

か
？
と
い
う
事
を
計
算
し
て
み
ま
し
た
。

そ
し
て
孤
立
者
を
救
出
す
る
の
に
ど
れ
く

ら
い
の
人
間
が
必
要
に
な
る
か
、
と
言
う

事
を
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ど
れ
く
ら

い
の
数
の
自
衛
隊
の
出
動
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
か
、
他
の
県
や
地
区
か
ら
の
消

防
団
の
支
援
要
請
を
ど
れ
く
ら
い
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
、
と
い
う
事
を
い
ろ
ん

な
所
で
考
え
る
訳
で
す
。
例
え
ば
２
万
人

く
ら
い
孤
立
す
る
よ
！
と
い
う
事
に
な
っ

て
く
る
と
、
本
格
的
な
出
動
を
要
請
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
う

い
う
事
を
自
衛
隊
の
人
達
に
入
っ
て
も
ら

っ
て
、こ
の
図
を
見
て
も
ら
う
と
、あ
っ
、

こ
う
い
う
所
が
切
れ
た
ら
こ
う
い
う
事
に

な
っ
て
２
万
人
く
ら
い
孤
立
す
る
ん
で
す

ね
！
と
い
う
事
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
自
衛
隊
の
隊
長
さ
ん
達
は
こ
れ
を

見
な
が
ら
「
そ
の
時
は
こ
れ
く
ら
い
の
活

動
を
始
動
さ
せ
な
い
か
ん
な
ー
」
と
い
う

事
を
大
旨
思
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
ポ
ン
プ
場
が
活
き
て
い
る
と

き
の
浸
水
時
間
を
示
し
た
図
で
す
。
ポ
ン

プ
場
が
全
部
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
事

に
な
る
と
、
さ
ら
に
６
日
間
浸
っ
て
し
ま

い
ま
す
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
が
極
端
に
異
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
我
々
に
と
っ
て
、

ポ
ン
プ
場
が
ち
ゃ
ん
と
動
く
か
ど
う
か
が

非
常
に
大
事
な
の
で
す
。
停
電
で
止
ま
っ

て
い
る
と
か
、
非
常
用
電
源
が
、
軽
油
が

切
れ
て
動
か
な
い
と
か
、
そ
ん
な
事
に
な

る
と
、
市
民
に
と
っ
て
は
や
や
こ
し
い
状

況
が
長
く
続
く
と
い
う
事
が
理
解
で
き
る

と
思
い
ま
す
。 

こ
う
い
う
事
を
や
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
を
今
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
ポ
ン
プ
場
や
、
水
門
が
ど
う
い
う
浸
水

高
さ
に
な
る
か
、
そ
の
と
き
そ
れ
ら
の
施

設
は
ち
ゃ
ん
と
機
能
す
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
徳
渕
排
水
機
場
で

は
水
防
扉
を
設
け
て
中
に
水
が
入
っ
て
こ

な
い
よ
う
に
仕
掛
け
を
作
り
直
す
と
か
、

そ
う
い
う
事
を
や
っ
て
少
し
ず
つ
補
強
し

て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
道
路
が
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
浸

っ
て
い
る
か
と
い
う
事
を
示
し
た
図
で
す
。

こ
れ
で
、
道
路
課
の
人
達
は
ど
う
い
う
風

な
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、

と
い
う
事
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
避
難
所
で
使
え
る

所
、
使
え
な
い
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
雨

の
量
に
よ
っ
て
、
被
災
状
況
に
よ
っ
て
避

難
所
は
ど
こ
の
場
所
が
い
い
か
と
い
う
事

を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
か
な
い
と
い
け

な
い
、
と
い
う
事
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
上
下
水
道
、
ゴ
ミ
。
名
古

屋
の
水
害
の
時
に
は
、
床
上
浸
水
で
廃
棄

物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
金
額
は
９

０
０
万
円
程
度
で
す
。
一
家
族
で
９
０
０

万
円
く
ら
い
ゴ
ミ
に
な
っ
て
出
て
し
ま
う
、

と
い
う
訳
で
す
。 

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
何
を
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
を
示
し
た
シ
ナ

リ
オ
で
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
こ
の
前
、
防

災
訓
練
を
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
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ぞ
れ
の
役
割
分
担
で
す
。
ど
こ
を
そ
れ
ぞ

れ
が
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
、
と
い

う
事
を
示
し
て
い
ま
す
。
黒
丸
の
つ
い
た

所
が
幹
事
さ
ん
で
す
か
ら
、
こ
こ
が
有
能

か
ど
う
か
に
よ
っ
て
こ
の
計
画
が
有
効
な

も
の
に
な
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
と
い
う

事
で
す
。
佐
賀
県
の
消
防
防
災
課
、
河
川

砂
防
課
あ
た
り
が
相
当
重
要
な
任
務
を
担

う
事
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
と
の
勉
強
会
の
風
景

で
す
。
こ
の
会
議
で
担
当
者
は
一
番
怒
ら

れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
部
長
さ
ん
が
「
だ

い
た
い
防
災
に
対
し
て
、
佐
賀
県
の
連
中

は
み
ん
な
熱
心
で
な
い
」
と
一
人
で
息
巻

い
て
い
ま
し
た
。
情
報
に
つ
い
て
の
常
識

が
全
く
な
い
！
と
い
う
事
が
彼
の
怒
り
の

言
葉
で
す
。 

最
後
に
こ
れ
は
で
す
ね
、
今
、
有
明
沿

岸
道
路
を
作
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
大

規
模
浸
水
が
発
生
し
た
時
に
は
、
風
景
と

し
て
は
、
ビ
ル
や
家
を
除
い
て
は
こ
の
有

明
沿
岸
道
路
と
堤
防
だ
け
が
水
の
上
に
浮

い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
だ
け

は
物
資
の
輸
送
路
、
避
難
路
と
し
て
使
え

ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
有
明
海
沿
岸
道

路
か
ら
堤
防
の
上
に
降
り
ら
れ
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
つ
け
る
事
を
今

計
画
の
中
に
入
れ
て
あ
っ
て
、
必
ず
そ
れ

は
実
現
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
既
存
施
設
の
中
で
切
れ
て
い
る
所
、

例
え
ば
、
こ
う
い
う
風
に
堤
防
と
道
路
と

が
切
れ
て
い
る
所
は
こ
こ
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
付
け
て
、
水
害
の
時
に
は
こ
れ
を
開
け

て
そ
こ
の
道
路
か
ら
堤
防
の
上
に
物
資
を

落
と
し
な
が
ら
配
る
、
と
い
う
よ
う
な
仕

掛
け
も
作
っ
て
い
く
よ
う
な
細
か
い
具
体

的
な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
、

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
こ

こ
は
絶
対
に
水
に
浸
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
こ
か
ら
堤
防
沿
い
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な

方
法
を
使
っ
て
救
援
物
資
だ
と
か
防
災
用

の
い
ろ
ん
な
物
を
配
っ
て
歩
く
。
こ
の
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
非
常
に
役
に
立
ち

ま
す
。 

最
後
に
、
先
程
言
っ
た
よ
う
に
、
自
主

防
災
的
な
組
織
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
災

害
時
に
地
域
が
も
ち
ま
せ
ん
。
災
害
発
生

の
際
は
、
自
助
と
共
助
の
こ
の
部
分
が
、

一
番
重
要
だ
と
い
う
事
を
皆
さ
ん
認
識
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
時
に
潰
れ
た
家
の
下
か
ら
助
け
出
さ

れ
た
85
％
は
、
近
所
の
人
に
よ
る
救
出
で

し
た
。
消
防
署
と
か
自
衛
隊
と
か
に
助
け

ら
れ
た
人
は
非
常
に
少
な
い
。
そ
れ
は
極

端
な
例
で
す
け
れ
ど
も
、
何
か
あ
る
と
き

に
隣
組
の
人
達
に
助
け
て
も
ら
う
と
い
う

事
が
一
番
大
事
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
会
単
位
で
こ
の
自
主
防
災
組
織
を
作
る
。

講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
国
土

交
通
省
の
人
だ
と
か
、
私
達
が
呼
ば
れ
て

行
っ
て
そ
の
作
業
を
す
る
。
実
際
の
作
業

は
プ
ロ
で
あ
る
国
土
交
通
省
の
人
達
が
、

地
図
を
持
ち
込
ん
で
、
災
害
が
ど
の
よ
う

に
起
こ
る
か
を
考
え
た
上
で
議
論
が
始
ま

る
、
と
い
う
の
を
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
こ
れ
国
土
交
通
省
の
泊
さ
ん
で
す
け

ど
、
こ
う
い
う
人
達
が
、
こ
う
い
う
所
に

潜
り
込
ん
で
い
ま
す
。
夜
出
か
け
て
行
っ

て
、
地
図
の
上
に
付
箋
を
い
っ
ぱ
い
付
け

て
防
災
マ
ッ
プ
を
自
分
達
で
作
る
。
そ
う

い
う
事
を
彼
ら
は
着
々
と
や
っ
て
い
る
わ

け
で
す
ね
。
こ
れ
を
防
災
の
プ
ロ
の
方
々
、

行
政
の
方
々
、
い
ろ
ん
な
方
の
力
を
借
り

て
、
こ
の
作
業
を
小
さ
い
単
位
で
や
っ
て

行
く
事
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
先
程
紹
介
し
た
浸
水
の
計

算
技
術
は
非
常
に
有
効
で
す
か
ら
、
で
き

れ
ば
佐
賀
で
、
或
い
は
九
州
で
自
由
自
在

に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
技
術
は
標
準
的
で
す
し
、
デ
ー
タ
は

国
土
交
通
省
が
「
つ
か
っ
て
貰
っ
て
構
い

ま
せ
ん
」と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
達
の
中
で
こ
れ
を
使
っ
て
安
く
、

地
図
上
に
ど
う
い
う
事
が
起
こ
る
か
と
言

う
事
を
計
算
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
ロ
ー

カ
ル
な
技
術
と
し
て
定
着
し
、
使
い
や
す

く
な
り
ま
す
。 

佐
賀
平
野
の
い
わ
ゆ
る
水
害
が
、
ど
う

い
う
風
に
起
こ
る
か
、
あ
な
た
の
所
は
ど

う
い
う
風
に
水
が
や
っ
て
来
る
か
、
水
が

引
い
て
い
く
か
。
こ
う
い
う
事
を
計
算
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の

結
果
は
ほ
ぼ
正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
技
術
を
定
着
さ
せ
て
、
そ
の
結
果
を

持
っ
て
公
民
館
ぐ
ら
い
に
潜
り
込
ん
で
行

っ
て
そ
し
て
み
ん
な
で
議
論
し
て
い
く
、

と
い
う
事
を
や
っ
て
い
け
ば
、
地
域
の
防

災
力
・
減
災
力
を
高
め
る
突
破
口
が
開
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
で
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

河川合同巡視(牛津川・牛津大橋付近)H23.5.12 
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活
動
報
告
１ 

十
年
間
の
活
動
を
思
い
出
し
な
が
ら 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
元
副
理
事
長 

 

原
田 

彰 

      

十
年
前
、
任
意
団
体
の
「
佐
賀
県
技
術

士
会
」
を
解
消
し
て
、
有
志
の
誰
で
も
が

参
加
で
き
る
非
営
利
活
動
団
体
・
技
術
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
ま

し
た
。そ
の
時
の
布
陣
は
、三
浦
理
事
長
、

藤
永
副
理
事
長
、
宮
副
事
務
局
長
で
す
。

そ
し
て
福
島
理
事
、
大
串
理
事
も
そ
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。 

新
し
い”

皮
袋”

の
技
術
者
た
ち
が
心
掛

け
る
こ
と
は
、
幕
末
期
の
佐
賀
の
人
た
ち

の
志
と
心
意
気
を
学
び
、
行
動
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

築
地
反
射
炉
・
多
布
施
反
射
炉
の
巨
大

な
レ
ン
ガ
構
造
の
基
礎
工
事
、
長
崎
・
四

郎
島
台
場
の
高
い
城
壁
の
石
垣
と
井
戸
周

辺
の
巧
み
な
構
造
の
石
積
み
、
三
重
津
海

軍
所
の
造
成
工
事
や
日
本
で
最
初
の
本
格

的
な
蒸
気
船
・
凌
風
丸
の
建
造
、
日
本
で

最
初
の
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
や
イ
ギ
リ
ス
製

の
最
新
式
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
に
匹

敵
す
る
能
力
を
備
え
た
と
思
わ
れ
る
佐
賀

藩
独
自
の
施
条
砲
の
完
成
。 

西
洋
の
工
作
機
械
の
導
入
な
ど
の
近
代

技
術
は
、
当
時
の
技
術
者
た
ち
の
血
の
汗

と
苦
悩
・
涙
の
結
晶
で
し
た
。 

そ
の
人
た
ち
の
力
が
日
本
の
近
代
化
の

礎
を
築
い
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
輝
か

し
い
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
願

い
で
設
立
総
会
の
記
念
講
演
で
は
、
佐
賀

大
学
の
長
野
教
授
に
「
幕
末
佐
賀
藩
の
歴

史
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年

か
ら
幕
末
佐
賀
の
遺
跡
で
あ
る
四
郎
島
の

地
形
調
査
を
手
が
け
た
の
で
す
。
さ
ら
に

幕
末
佐
賀
の
科
学
技
術
の
研
究
会
に
も
参

加
し
ま
し
た
。 

二
〇
〇
三
年
に
は
、
四
郎
島
築
造
一
五

〇
年
行
事
と
し
て
、
日
新
小
学
校
に
あ
る

二
十
四
ポ
ン
ド
の
鉄
製
大
砲
を
長
崎
の
神

ノ
島
台
場
跡
に
運
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

七
発
の
祝
砲
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
の
光
景

は
、
今
で
も
鮮
明
で
す
。 

今
、
四
郎
島
台
場
が
国
の
史
跡
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
こ
と
や
幕
末
佐
賀
の
遺
産

が
世
界
遺
産
の
登
録
へ
向
か
っ
て
い
る
こ

と
は
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
も
貢

献
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。”

夢”

や”

志”

を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行
動

す
れ
ば
、
そ
の
願
い
は
必
ず
結
実
す
る
と

確
信
し
ま
す
。 

東
北
の
大
震
災
と
原
発
事
故
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
済
成
長
の
考
え
方
を
一
変
さ
せ

る
出
来
事
に
な
り
ま
し
た
。 

大
き
く
変
化
す
る
時
代
に
、
私
た
ち
は
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
？ 

私
は
、
幕
末
佐
賀
の
歴
史
を
追
い
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
十
年
間
の
活
動
（
温
故

知
新
）
を
振
り
返
り
、
新
た
な
時
代
の
「
多

様
な
生
き
物
と
人
が
共
に
生
き
る
地
域
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
技
術
交
流
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
共
に

行
動
で
き
れ
ば
と
切
に
願
い
ま
す
。 

 

佐
賀
で
開
催
し
た
生
物
多
様
性
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
ポ
ス
タ
ー 

       

 

四
郎
島
と
神
ノ
島
を
結
ぶ 

堤
防
工
事
の
絵
図 
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地
域
支
援
活
動
等
に
つ
い
て 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 

環
境
部
会
長 

 

大
串 

正 

  

      

次
の
三
つ
の
活
動
等
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。 

 

○
縫
ノ
池
と
地
域
支
援
活
動 

○
巨
勢
川
調
整
池
利
活
用
懇
談
会 

○
防
災
・
減
災
に
関
わ
る
活
動 

 

一
．
縫
ノ
池
と
地
域
支
援
活
動 

～
自
然
と
の
調
和
～ 

 １
．
湧
水
の
枯
渇
か
ら
復
活
ま
で 

有
明
海
湾
奥
部
の
佐
賀
県
白
石
平
野
に
、

40
年
の
時
を
経
て
復
活
し
た
湧
水
が
あ

り
ま
す
。
白
石
平
野
は
、
昭
和
30
年
代
前

半
に
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
農
業
用
水

確
保
の
た
め
に
150
基
ほ
ど
の
深
井
戸
が

掘
ら
れ
ま
し
た
。
白
石
町
の
水
道
水
も
地

下
水
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。 そ

の
た
め
、
県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
と

な
っ
た
も
の
の
、
地
下
水
汲
み
上
げ
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
、
広
域
地
盤
沈
下
に
よ

っ
て
、
道
路
は
波
打
ち
、
杭
支
持
さ
れ
た

建
物
は
抜
け
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
軟

弱
地
盤
上
に
載
る
人
家
は
尽
く
傾
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
清
ら
か
な
水
を
湛
え
て
い

た
「
縫
ノ
池
」
も
、
昭
和
33
年
に
は
枯
れ 

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

40
年
を
経
過
し
た
平
成
13
年
4
月
、

白
石
町
は
水
道
水
の
地
下
水
利
用
を
止
め
、

佐
賀
導
水
事
業
の
開
発
水
に
切
り
替
え
ま

し
た
。
そ
の
直
後
、
縫
ノ
池
に
湧
水
が
出

始
め
た
の
で
す
。 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
復
活
し
た
湧
水
の
保
存
、
原
風
景
の

再
生
を
目
指
す
地
域
住
民
の
熱
い
思
い
に

賛
同
し
て
、
保
存
会
発
足
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
後
は
賛
助
会
員
と
な
っ
て

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。 

 ２
．
協
働
の
始
ま
り 

湧
水
復
活
直
後
か
ら
、
地
元
住
民
の
一

部
に
保
存
へ
向
け
た
動
き
が
あ
り
ま
し
た

が
、
思
う
よ
う
に
進
展
せ
ず
に
１
年
が
経

過
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
技
術
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
復
活
し
た
湧
水
の
保
全
、

周
辺
整
備
を
目
指
す
住
民
と
協
働
し
て
、

保
存
会
（
縫
ノ
池
湧
水
会
）
発
足
の
た
め

に
動
き
出
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
縫
ノ
池
湧
水
会
発
足
当
初
か
ら
、

国
の
河
川
事
務
所
な
ど
多
く
の
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
か
ら
は
佐
賀

県
、
白
石
町
の
支
援
の
も
と
、
縫
ノ
池
の

整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
湧
水
が
戻
っ
て

か
ら
３
年
余
り
で
原
風
景
復
活
の
下
地
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
40
年
ぶ
り
の
湧
水
復
活
は
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
あ
げ
ら

れ
、
各
地
で
復
活
の
様
子
が
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
の
情
報
発
信

は
湧
水
会
活
動
の
活
発
化
に
繋
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
「
公
共
事
業
不
要

論
」
な
ど
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

地
元
で
は
「
佐
賀
導
水
事
業
に
よ
っ
て
水

道
水
が
く
る
よ
う
に
な
り
、
地
下
水
の
汲

み
上
げ
も
半
分
に
な
っ
た
。
数
年
後
に
は

嘉
瀬
川
ダ
ム
が
完
成
し
て
農
業
用
水
も
く

れ
ば
、
地
盤
沈
下
も
ス
ト
ッ
プ
す
る
だ
ろ

う
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
地
元
の
み
な
さ
ん
の
公
共
事

業
へ
の
期
待
が
大
き
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ 

ま
し
た
。 

再生した縫ノ池

縫ノ池で遊ぶ子供たち
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平
成
14
年
７
月
に
発
足
し
た
縫
ノ
池

湧
水
会
は
、
地
元
住
民
を
中
心
に
、
子
供

か
ら
年
配
者
ま
で
総
勢
260
名
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
役
員
会
、
事
務
局
も
つ
く

ら
れ
、
会
則
も
整
い
ま
し
た
。
地
元
区
長

会
と
の
連
携
も
組
織
運
営
に
組
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。 

 

３
．
湧
水
会
活
動
の
進
展 

湧
水
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
て
8

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
湧
水
会
は
、
平
成

15
年
「
全
国
川
の
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
、
韓
国
で

開
催
さ
れ
た
「
川
の
大
会
」
で
も
注
目
の

的
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
湧
水

会
の
活
動
の
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
湧
水
会
は
、
各
地
の
環
境
団
体

と
の
交
流
、
連
携
に
も
取
り
組
み
、
水
環

境
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
環
境
保
全
の
大
切

さ
を
全
国
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
ま
で
に
成
長
し

ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
今
年

度
「
第
７
回
佐
賀
県
環
境
大
賞
（
地
元
テ

レ
ビ
局
主
催
）
」
、「
手
づ
く
り
郷
土
賞
（
国

土
交
通
省
主
催
）
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
「
22
世
紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産
（
佐

賀
県
）」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

 

４
．
次
世
代
へ
引
継
ぐ
遺
産
と
し
て 

800
年
の
歴
史
を
持
つ
縫
ノ
池
の
ほ
と

り
に
、
弁
天
様
を
祀
っ
た
「
厳
島
神
社
」

が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
み
な
さ
ん
は
40
年

も
の
間
、
枯
れ
た
池
と
弁
天
様
を
見
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
14
年
、

湧
水
会
は
「
縫
ノ
池
」
の
原
風
景
の
再
生
、

地
域
交
流
・
憩
い
の
場
の
形
成
を
目
指
す

と
と
も
に
、
地
元
の
自
然
、
歴
史
、
文
化

を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に
立
ち
上
が

っ
た
の
で
す
。 

 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
湧
水
会
の

活
動
趣
旨
に
賛
同
し
応
援
団
と
な
り
ま
し

た
が
、
湧
水
会
は
こ
れ
ま
で
に
行
政
、
各

種
団
体
を
は
じ
め
、
多
く
の
応
援
団
の
協

力
、
支
援
も
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
清

ら
か
な
水
を
湛
え
た
縫
ノ
池
は
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
次
世
代
の
子
供
た
ち

へ
引
き
継
ぐ
遺
産
と
し
て
蘇
っ
た
の
で
す
。 

弁
天
様
の
脇
に
「
永
代
放
生
池
」
の
碑

が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。
狩
猟
そ

し
て
農
耕
民
族
で
あ
っ
た
先
人
た
ち
は
、

生
き
物
・
自
然
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
地
を
「
放

生
の
池
」
と
し
て
祀
り
、崇
め
る
こ
と
で
、

自
然
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
子
々

孫
々
の
反
映
を
願
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
永
代
放
生
池
は
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
ケ
ン
ペ
ル
に
よ

る
と
、
200
年
前
の
江
戸
時
代
に
は
循
環
型

社
会
が
上
手
く
機
能
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
改
め
て
、「
多
様
な
生
き
物
と
人

が
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
」
の
構
築
を

考
え
る
時
期
が
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

二
．
巨
勢
川
調
整
池
利
活
用
懇
談
会 

 

巨
勢
川
調
整
池
利
活
用
懇
談
会
は
、
当

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
２
か
年
に
渡
り
、
河
川
事

務
所
と
地
域
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
、

そ
の
利
活
用
の
た
め
の
下
地
づ
く
り
に
取

り
組
ん
だ
活
動
で
あ
り
ま
す
。 

巨
勢
川
調
整
池
は
、
そ
の
当
時
、
55

ha

の
巨
大
な
ス
ペ
ー
ス
を
地
元
の
み
な
さ
ん

に
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

河
川
事
務
所
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
当
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

専
門
家
に
よ
る
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
結
論
で
は
、
「
調
整
池
の
建
設
、

重
要
な
土
木
構
造
物
と
し
て
の
役
割
、
維

持
管
理
の
大
部
分
は
河
川
事
務
所
が
行
い

ま
す
。
し
か
し
、
調
整
池
に
は
相
当
な
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
関
わ

利活用懇談会 巨勢川調整池 東名遺跡勉強会
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り
あ
え
る
場
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
と
り
あ
る

場
所
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
完
成
し
た
あ

と
に
地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合
っ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
を
受
け
て
地
域
の
み
な
さ
ん

と
の
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以

下
、
利
活
用
懇
談
会
の
成
果
を
年
ご
と
に

ま
と
め
ま
し
た
。 

 

【
平
成
17
年
度
】 

 

・
利
活
用
懇
談
会
：
５
回 

 

 

・
現
地
学
習
会
：
１
回 

 

平
成
17
年
度
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、

調
整
池
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
に
よ
る
自

由
参
加
型
の
利
活
用
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
参
加
者
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
調

整
地
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ア
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
平
成
18
年
度
】 

 

・
利
活
用
懇
談
会
：
２
回
（
全
体
会
議
） 

・
ゆ
め
会
議
６
回
（
幹
事
会
） 

 

平
成
18
年
度
は
、
前
年
度
の
ア
イ
デ
ア

を
集
約
す
る
た
め
に
ゆ
め
会
議
で
事
前
の

検
討
を
加
え
て
、
そ
の
結
果
を
利
活
用
懇

談
会
に
報
告
・
提
案
す
る
会
議
構
成
に
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ゆ
め
会
議
で
①
自

然
環
境
や
環
境
教
育
、
②
遊
び
と
癒
し
の

空
間
、
③
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
の
活
用
に
つ

い
て
実
現
可
能
性
や
優
先
順
位
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
、
利
活
用
懇
談
会
へ
提
案
を

行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
調
整
池
完
成
後
の
管
理
組
織 

（
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徐
福
湿
原
の
森
づ
く

り
会
）
の
形
成
へ
向
け
た
下
地
づ
く
り
を

行
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

【
平
成
19
年
度
】 

 
平
成
19
年
度
以
降
は
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム

か
ら
手
は
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ゆ

め
会
議
や
管
理
組
織
団
体
づ
く
り
は
継
続

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
の
平
成
20

年
６
月
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徐
福
湿
原
の

森
づ
く
り
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
は
今
日
、
巨
勢
川
調
整
池
の
利

活
用
に
積
極
的
に
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
活

発
な
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。 

 

三
．
防
災
・
減
災
に
関
わ
る
活
動 

 

防
災
部
会
で
は
、
防
災
・
減
災
に
関
わ

る
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

以
下
、
そ
の
内
容
を
列
記
し
ま
す
。 

【
平
成
19
～
23
年
】 

・
河
川
合
同
巡
視
へ
の
参
加 

・
佐
賀
平
野
大
規
模
浸
水
危
機
管
理

対
策
検
討
会
へ
の
参
加 

 

【
平
成
21
年
】 

 
 

・
地
域
防
災
マ
ッ
プ
作
製
支
援 

 

【
平
成
22
年
】 

 
 

・
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

０
の
共
催 

  

防
災
部
会
で
は
今
後
も
地
域
に
密
着
し

た
防
災
・
減
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
、

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

      

防災・減

防災・減災フォーラム：ワークショップ 

防災・減災フォーラム：講演会 
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活
動
報
告
３ 

産
学
官
協
働
活
動
に
つ
い
て 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 

副
理
事
長 

 

宮
副 

一
之

      

私
か
ら
は
、
活
動
報
告
３
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
О
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
産
学

官
協
働
に
関
す
る
次
の
３
つ
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

○
品
質
確
保
検
討
会
活
動 

○
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
活
動 

○
地
域
の
技
術
者
育
成
活
動 

 

一
、
品
質
確
保
検
討
会
活
動 

 

県
内
の
今
後
の
社
会
資
本
整
備
に
関
す 

る
課
題
に
対
し
危
惧
を
抱
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
佐
賀
大
学
理

工
学
部
都
市
工
学
科
、（
社
）
佐
賀
県
建
設

業
協
会
、（
社
）
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
、（
財
）
佐
賀
県
土
木
建

築
技
術
協
会
は
、
平
成
一
六
年
六
月
に「
社

会
資
本
整
備
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
を

立
ち
上
げ
た
。
そ
の
後
、「
公
共
工
事
の
品

質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、

品
確
法
と
呼
ぶ
）
の
施
行
の
動
き
を
知
り
、

平
成
一
七
年
一
月
、
佐
賀
県
県
土
づ
く
り

本
部
の
参
加
を
得
て
、
「
品
質
確
保
検
討

会
」
を
設
置
し
た
。
意
見
交
換
会
立
上
げ

時
は
、
当
時
、
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本
部

建
設
技
術
課
川
原
明
氏
、
佐
賀
大
学
理
工

学
部
都
市
工
学
科
荒
牧
軍
治
氏
、（
財
）
佐

賀
県
土
木
建
築
技
術
協
会
理
事
長
緒
方
耕

治
氏
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
理
事
長
三
浦
哲
彦
氏
、
同
理
事
藤
永
正

弘
氏
、
原
田
彰
氏
、
に
ご
尽
力
頂
い
た
。 

 

「
品
質
確
保
検
討
会
」
は
、
石
橋
孝
治

委
員
長
、
緒
方
耕
治
会
長
、
三
浦
哲
彦
幹

事
長
の
下
、
各
団
体
か
ら
委
員
が
参
加
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。 

平
成
一
七
年
度
、
一
八
年
度
は
、
現
地 

機
関
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
た
品
確
法

に
関
す
る
課
題
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
問
題
や
進
め
方
、
総
合
評
価
方
式
に

関
し
て
の
新
た
な
提
案
及
び
県
内
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
良
質
な
設
計
成
果
の
提

出
、
技
術
力
向
上
方
策
等
の
議
論
を
重
ね
、

調
査
設
計
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
照
査

シ
ス
テ
ム
構
築
、
総
合
評
価
へ
の
提
案
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
と
し
て
報
告
書
を
ま
と
め
た
。 

平
成
一
九
年
度
に
は
、
三
つ
の
課
題
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、
Ａ
Ｍ

と
呼
ぶ
）、
ト
ー
タ
ル
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、
Ｔ
Ｑ
Ｍ
と
呼
ぶ
）、
特

記
仕
様
書
の
改
善
、
を
取
り
上
げ
た
。
各

課
題
ご
と
に
は
、分
科
会（
Ａ
Ｍ
分
科
会
、

Ｔ
Ｑ
Ｍ
分
科
会
、
特
記
仕
様
書
分
科
会
、）

を
立
上
げ
、
其
々
、
宮
副
一
之
、
小
倉
驍
、

福
島
裕
充
が
分
科
会
長
を
務
め
た
。 

Ａ
Ｍ
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、
国
土

交
通
省
か
ら
通
達
が
出
さ
れ
橋
梁
に
つ
い

て
の
Ａ
Ｍ
を
各
自
治
体
で
実
施
す
る
動
き

が
出
て
き
た
。
分
科
会
で
は
、
佐
賀
県
の

橋
梁
現
況
を
調
べ
る
と
共
に
、
佐
賀
県
内

の
道
路
舗
装
の
補
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
後
者
に
つ
い

て
は
佐
賀
大
学
の
石
橋
孝
治
研
究
室
に
お

け
る
卒
業
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
上
げ
て

い
た
だ
い
た
。 

Ｔ
Ｑ
Ｍ
に
関
し
て
は
、
建
設
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
機
構
の
平
成
二
〇
年
発
足
に
向
け
準

備
を
進
め
た
。
当
機
構
で
は
、
多
く
の
専

門
技
術
者
集
団
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術

交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
技
術
者
が
中
心
と
な

っ
て
、
公
共
工
事
の
設
計
・
施
工
に
あ
た

っ
て
の
疑
問
点
や
問
題
点
を
抱
え
る
技
術

者
に
助
言
を
与
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。 

 

特
記
仕
様
書
に
つ
い
て
は
、
発
注
者 

（
県
機
関
）
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、 

調
査
・
設
計
業
務
に
関
す
る
特
記
仕
様
書 

は
約
９
５
％
の
人
が
「
既
存
を
一
部
修
正 

し
添
付
し
て
い
る
」
と
の
結
果
を
得
た
。 

発
注
者
も
過
去
に
比
べ
多
様
化
す
る
業
務 

形
態
に
対
し
て
苦
慮
す
る
こ
と
が
多
く
な 

り
、
特
記
仕
様
書
を
一
か
ら
作
成
す
る
時 

間
等
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
も
浮 

き
彫
り
に
さ
れ
た
。
収
集
し
た
特
記
仕
様 

書
の
中
に
は
、
特
記
事
項
の
ミ
ス
マ
ッ
チ 

や
留
意
点
の
欠
如
等
、
受
注
者
側
か
ら
み 

る
と
首
を
傾
げ
た
く
な
る
内
容
が
添
付
さ 

れ
て
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
把
握
で
き 

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
１
１
工
種
に
つ
い 

て
の
改
善
案
を
提
案
し
た
。 

平
成
二
〇
年
度
に
は
、
一
九
年
度
の
課

題
を
推
し
進
め
た
。
Ａ
Ｍ
分
科
会
の
活
動

で
は
、
佐
賀
国
道
事
務
所
の
ご
協
力
を
得

て
、
石
橋
孝
治
研
究
室
を
中
心
に
、
夜
間

に
佐
賀
大
学
で
分
科
会
活
動
を
行
っ
た
。

国
道
３
４
号
４
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間

に
お
け
る
昭
和
四
六
年
か
ら
平
成
二
〇
年

ま
で
の
３
６
年
間
に
わ
た
る
補
修
履
歴
資

料
を
丹
念
に
調
べ
て
、
３
種
類
の
路
床･

路
盤
構
成
に
対
す
る
建
設
費
と
修
繕
費
を
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算
出
し
た
。
維
持
工
事
が
適
用
さ
れ
た
と

判
断
さ
れ
る
区
間
の
工
事
記
録
が
見
当
た

ら
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
補
修
費
の
算

出
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
路
床･

路
盤
構
成
の
違
い
に
よ
る
建
設
費
と
修
繕

費
の
相
対
的
な
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
道
路
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
今
後
の
あ
り
方
に
対
す
る
貴
重
な

示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

建
設
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機
構
は
、
ま
ず
は

２
年
間
だ
け
試
行
す
る
こ
と
で
平
成
二
十

年
５
月
に
発
足
し
た
。
そ
の
趣
旨
に
つ
い

て
は
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本
部
の
理
解
も

得
ら
れ
た
。
二
十
年
度
は
合
計
１
２
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。 

 

特
記
仕
様
書
分
科
会
で
は
、
一
九
年
度

に
提
案
し
た
標
準
形
の
仕
様
書
が
各
事
務

所
に
お
い
て
少
し
づ
つ
浸
透
し
は
じ
め
た

実
績
を
踏
ま
え
、
要
望
の
あ
っ
た
道
路
詳

細
設
計
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
行
な
う
と

共
に
、
新
た
に
７
工
種
の
標
準
形
特
記
仕

様
書
を
作
成
し
た
。
詳
細
デ
ー
タ
は
Ｃ
Ｄ

に
入
れ
て
各
事
務
所
関
係
者
に
配
布
し
、

並
行
し
て
建
設
技
術
課
を
通
じ
て
各
事
務

所
の
設
計
担
当
者
に
行
き
渡
る
よ
う
お
願

い
し
た
。 

平
成
二
〇
年
度
、
平
成
二
一
年
度
に
は
、

Ａ
Ｍ
に
関
す
る
検
討
、
建
設
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
機
構
の
活
動
、
特
記
仕
様
書
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
発

刊
、
佐
賀
県
の
業
務
・
組
織
の
見
直
し
へ

の
対
応
、
道
州
制
・
地
方
分
権
化
へ
の
対

応
、
な
ど
を
検
討
し
た
。 

Ａ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
大
学
石
橋
孝

治
研
究
室
を
中
心
に
、
道
路
に
対
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
意
識
調
査
が
実
施
さ
れ
、
既

存
道
路
の
維
持
管
理
を
戦
略
的
に
行
う
た

め
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。 

建
設
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機
構
に
つ
い
て
は
、

利
用
状
況
な
ら
び
に
今
後
の
課
題
が
報
告

さ
れ
た
。 

特
記
仕
様
書
に
つ
い
て
は
現
地
機
関
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ

た
。 技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
発
刊
は
、
品
質
確

保
検
討
会
の
作
業
と
は
別
に
実
施
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
検
討
会
の
趣
旨

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
結
果
を
報
告
書
に
盛
り
込
ん
だ
。 

新
た
に
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
、
「
佐

賀
県
の
業
務
・
組
織
見
直
し
」
に
対
す
る 

地
域
建
設
関
連
企
業
の
対
応
に
つ
い
て
で

あ
る
。
県
の
動
き
は
、
組
織
の
合
理
化
へ

の
社
会
的
要
求
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
道
州
制
並
び
に
地
方
分
権

化
の
動
き
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
川
上
義
幸
氏
を
招
い
て
こ
の
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
会
を
も
っ
た
。
報
告
書

に
は
、
当
日
の
議
論
を
踏
ま
え
て
「
今
後

の
公
共
工
事
の
展
望
」
と
題
し
た
レ
ポ
ー

ト
を
寄
稿
し
て
頂
い
た
。
関
連
し
て
、
地

域
の
民
間
企
業
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
た
。 

報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
と
き
に
、
土

木
学
会
か
ら
「
技
術
公
務
員
の
役
割
と
責

務
～
今
問
わ
れ
る
自
治
体
土
木
職
員
の
市

場
価
値
」
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
冊
子
は

本
県
技
術
職
員
に
と
っ
て
必
読
の
書
で
あ

る
と
考
え
、
そ
の
概
要
を
「
冊
子
紹
介
」

と
し
て
掲
載
し
た
。 

広
報
分
科
会
で
は
、
佐
賀
県
県
土
づ
く

り
本
部
建
設
技
術
課
と
一
緒
に
佐
賀
・
唐

津
・
武
雄
・
神
埼
の
４
箇
所
で
意
見
交
換

会
を
開
い
て
い
る
。
土
木
関
係
お
よ
び
農

林
関
係
の
事
務
所
職
員
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
市･

町
職
員
に
も
呼
び
か
け
て
い
た

だ
い
て
も
い
る
。
意
見
交
換
会
に
お
い
て

は
、
ど
の
課
題
に
対
し
て
も
関
心
が
寄
せ

ら
れ
た
。
本
検
討
会
の
地
道
な
作
業
に
確

か
な
手
ご
た
え
が
感
じ
ら
れ
始
め
た
と
考

え
る
。 

こ
の
検
討
会
を
続
け
て
い
く
狙
い
は
、

佐
賀
県
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
品
質
を
確
保
す

る
こ
と
、
な
ら
び
に
地
域
の
建
設
技
術
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
他

に
発
注
者
・
設
計
者
・
施
工
者
の
３
者
間

の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ

と
に
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 二
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
活
動 

  

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
等
の
基
礎
に
、

「
深
層
混
合
処
理
工
法
」
が
採
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
設
計
の
考
え
方

の
統
一
的
設
計
手
法
は
確
立
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
佐
賀
県
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
協

働
で
、
佐
賀
平
野
に
適
し
た
統
一
的
設
計

手
法
を
作
り
上
げ
、
互
い
の
技
術
力
向
上

を
図
り
、
も
っ
て
、
土
木
構
造
物
の
品
質

確
保
、
コ
ス
ト
縮
減
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
「
深
層
混
合
処
理
工
法
の
設

計
手
法
検
討
会
」
が
、
三
浦
哲
彦
主
査
、

宮
副
一
之
副
査
、
盛
永
保
弘
副
査
、
真
崎

照
吉
幹
事
、
喜
連
川
聰
容
幹
事
を
中
心
に

平
成
二
〇
年
度
、
二
一
年
度
の
２
ヵ
年
実 

施
さ
れ
、
平
成
二
二
年
十
月
、
「
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
深
層
混
合
処
理
工
法
基

礎
～
着
底
方
式 

設
計
の
手
引
き
（
案
）
～
」

が
発
刊
さ
れ
た
。 

本
県
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
軟

弱
地
盤
ゆ
え
に
余
分
な
費
用
投
入
を
余
儀
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な
く
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
特
に

道
路
工
事
に
お
い
て
は
軟
弱
地
盤
対
策

費
が
工
事
全
体
費
用
の
大
き
な
部
分
を
占

め
る
こ
と
に
な
る
。
６
～
８
メ
ー
ト
ル
の

い
わ
ゆ
る
高
盛
土
を
十
数
メ
ー
ト
ル
厚
さ

の
沖
積
粘
土
層
が
堆
積
す
る
地
盤
上
に
築

造
す
る
場
合
は
、
す
べ
り
破
壊
・
沈
下
対

策
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
地
盤
へ
の
影
響
を

含
め
た
環
境
対
策
に
も
十
分
な
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。
技
術
的
対
応
と
し
て
は
、
全

国
的
に
使
わ
れ
て
い
る
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル

類
を
頼
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
類

で
は
、
佐
賀
平
野
の
軟
弱
地
盤
問
題
に
確

か
な
答
え
を
出
せ
な
い
こ
と
も
経
験
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

か
か
る
問
題
の
一
つ
が
、
数
年
前
に
水

路
用
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
基
礎
に
用
い

ら
れ
る
深
層
混
合
処
理
工
法
の
設
計
・
施

工
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
べ
く
、
県
の
建
設
技
術
課
の
委
託

を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
２
年
間
に
わ
た
る
調
査
研
究

を
進
め
て
手
引
き
を
纏
め
る
に
至
っ
た
。 

 

現
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の
問
題
点
の
抽
出

に
始
ま
り
、
技
術
的
解
決
を
図
る
こ
と
に

腐
心
し
て
き
た
が
、
設
計
論
だ
け
に
陥
ら

な
い
よ
う
発
注
者
、
設
計
者
、
施
工
者
の

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
繰
り
返
し
見
直
し
を

進
め
て
き
た
。
時
代
の
要
請
で
あ
る
性
能

設
計
の
観
点
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
ミ
ニ
マ
ム
の
視
点
も
忘
れ
な

い
よ
う
努
め
た
。
ま
た
、
外
部
識
者
の
意

見
を
聞
い
て
内
容
に
普
遍
性
を
持
た
せ
る

よ
う
に
心
が
け
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
立
場
と
し
て
は
、
技
術

的
検
討
を
通
し
て
地
域
の
た
め
に
寄
与
す

る
と
い
う
信
条
の
一
つ
を
意
識
し
な
が
ら

の
作
業
と
な
っ
た
。 

 
２
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
あ
っ

た
の
で
、
課
題
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
事
項

の
全
て
に
答
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
、
抽
出
事
項
を
次
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
け
て
整
理
し
た
。 

標
準
：
現
行
設
計
の
中
で
改
め
る
事
項 

協
議
：
発
注
者
と
受
注
者
と
の
協
議
に
委

ね
る
事
項 

課
題
：
簡
単
に
結
論
を
得
ら
れ
な
い
が
、 

問
題
点
と
し
て
発
注
者
と
受
注
者 

が
認
識
し
て
お
く
べ
き
事
項 

「
標
準
」
の
中
に
は
、
慣
習
的
に
設
計
し

て
き
た
こ
と
を
改
め
る
事
項
が
含
ま
れ
て

い
る
。「
協
議
」
は
、
現
場
の
各
種
条
件
を

勘
案
し
な
が
ら
発
注
者
と
設
計
者
の
協
議

に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。「
課

題
」
は
、
全
国
的
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
に
お
い

て
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
事

項
で
あ
る
。 

本
検
討
会
を
継
続
す
る
こ
と
で
「
協
議
」

か
ら
「
標
準
」
へ
、「
課
題
」
か
ら
「
協
議
」

へ
と
レ
ベ
ル
移
行
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
検
討
で
は
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

基
礎
の
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
た
が
、
道
路

盛
土
部
へ
と
拡
張
す
れ
ば
そ
の
成
果
は
有

明
海
沿
岸
道
路
の
事
業
展
開
に
寄
与
で
き

る
と
確
信
し
て
い
る
。 

当
検
討
会
は
、
二
ヵ
年
で
、
全
体
会
議

６
回
、
分
科
会
１
６
回
、
委
員
会
１
回
、

が
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
分
科
会
前
会

議
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
、
産
学
官
の
技

術
者
が
一
つ
の
課
題
に
対
し
て
、
膝
つ
き

合
わ
せ
て
意
見
交
換
を
し
て
行
く
中
で
、

技
術
者
と
し
て
、
人
間
力
向
上
と
と
も
に

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
き
っ
か

け
が
出
来
た
と
考
え
る
。 

平
成
二
三
年
度
か
ら
は
新
に
フ
ロ
ー
テ

ィ
ン
グ
基
礎
の
検
討
会
が
始
ま
っ
て
い
る
。 

 三
、
地
域
の
技
術
者
育
成
活
動 

 
地
域
の
技
術
者
育
成
で
は
、
次
の
３
つ

の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。 

 

・
Ｃ
Ｅ
塾
（
現
在
Ｐ
Ｅ
道
場
） 

・
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
協
会
研
修
会
企
画
・
講
師
派
遣 

・
佐
賀
の
地
質
研
修
会 

 ①
Ｃ
Ｅ
塾
（
現
在
Ｐ
Ｅ
道
場
） 

 
 

技
術
士
養
成
を
目
的
と
し
た
「
Ｃ
Ｅ
（
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
塾
」

は
、
三
浦
哲
彦
前
理
事
長
を
中
心
に
、
平

成
９
年
か
ら
開
設
し
た
。
Ｃ
Ｅ
塾
で
は
、

「
肩
書
き
の
上
着
は
脱
い
で
参
加
す
る
こ

と
」「
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
ル
ー
ル

（
他
人
の
意
見
を
非
難
し
な
い
、
数
多
く

意
見
を
出
す
、
自
分
の
意
見
に
固
執
し
な

い
、et

c

）
を
守
る
こ
と
」
な
ど
を
ル
ー
ル

と
し
て
、
朝
９
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
、

受
講
生
と
同
じ
人
数
く
ら
い
の
講
師
陣
で

勉
強
会
を
行
な
っ
た
。
昼
食
時
も
議
論
は

続
く
。「
あ
な
た
が
言
い
た
い
こ
と
が
わ
か

ら
な
い
。
黒
板
に
絵
を
書
い
て
判
り
易
く

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
」「
本
当
に
そ
の
こ

と
が
言
い
た
い
こ
と
で
す
か
？
他
に
大
事

な
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
な
ど

厳
し
い
指
導
が
行
わ
れ
た
。
時
に
は
、
朝

か
ら
夕
日
が
傾
く
ま
で
議
論
を
交
わ
し
続

け
る
こ
と
も
あ
り
、
Ｃ
Ｅ
塾
は
熱
き
寺
子

屋
風
で
あ
っ
た
。
平
成
九
年
度
（
第
１
期
）

～
平
成
一
八
年
度
（
第
９
期
）
ま
で
に
、
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十
数
名
の
技
術
士
合
格
者
を
輩
出
し
た
。 

 

平
成
一
八
年
度
か
ら
は
、
品
質
確
保
に

関
す
る
法
律
の
施
行
、
総
合
評
価
方
式
の

導
入
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
技
術

者
倫
理
の
必
要
性
な
ど
の
時
代
背
景
を
踏

ま
え
、
社
会
に
認
知
さ
れ
る
技
術
者
と
し

て
の
技
術
士
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
と
の
背
景
か
ら
、
寺
子
屋
方
式
の

「
塾
」
か
ら
、
よ
り
熱
血
指
導
の
「
道
場
」

へ
の
転
換
を
図
り
、
受
講
者
、
指
導
者
と

も
に
厳
し
い
修
練
を
積
み
な
が
ら
活
動
し

て
い
く
目
的
の
も
と
、「
Ｐ
Ｅ
（
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
道
場
」
を

開
設
し
た
。 

 

Ｐ
Ｅ
道
場
で
は
、
盛
永
保
弘
研
修
委
員

長
を
中
心
に
、
２
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
７
月
の
模
擬
試
験
ま
で
、
月
１

回
の
合
同
道
場
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

受
講
者
と
指
導
者
間
で
は
、
納
得
の
行
く

ま
で
相
談
と
指
導
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

道
場
で
は
、
指
導
者
の
姿
勢
も
正
す
意
味

で
、
１
０
０
０
字
程
度
の
指
導
方
針
、
受

験
経
験
等
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
受
講
者

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
無
く
す
よ
う
に
し
て

い
る
。 

 

Ｐ
Ｅ
道
場
の
特
色
と
し
て
、
受
講
者
の

個
人
カ
ル
テ
（
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
た

め
各
受
講
者
の
了
解
を
得
て
い
る
）
を
作

成
し
、
月
に
一
度
カ
ル
テ
を
Ｐ
Ｅ
道
場
に

係
わ
る
人
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情

報
を
共
有
出
来
る
形
と
し
て
い
る
。
カ
ル

テ
に
は
、
日
時
場
所
、
指
導
内
容
、
次
回

ま
で
の
宿
題
、
前
回
の
宿
題
へ
の
対
応
、

指
導
者
の
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
定
期
的
に
指
導
者
会
議
を

開
催
し
て
、
情
報
を
共
有
し
、
指
導
方
針

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。 

指
導
者
の
役
割
は
、「
受
講
者
同
士
あ
る

い
は
受
講
者
と
指
導
者
が
切
磋
琢
磨
で
き

る
環
境
」「
資
格
を
取
り
た
い
と
、
強
い
思

い
を
持
ち
続
け
て
も
ら
え
る
環
境
」「
若
い

技
術
者
が
初
歩
か
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
出
来

る
環
境
」「
学
習
を
通
じ
て
技
術
的
な
視
野

を
広
げ
ら
れ
る
環
境
」「
受
験
勉
強
を
通
じ

て
人
間
力
を
高
め
て
も
ら
う
環
境
」
等
々

を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

役
割
の
達
成
の
為
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。 

 

 

②
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
研
修
会
企
画
・
講
師
派
遣 

 
 （

社
）
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
協
会
主
催
に
よ
る
月
例
実
務
研
修
会

は
、
平
成
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
１
０
年

間
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
目
的
は
、

協
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
る
。 

活
動
は
、
盛
永
保
弘
研
修
委
員
長
を
中

心
に
、（
社
）
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
協
会
設
計
委
員
会
と
の
協
働
の

も
と
活
動
し
て
い
る
。 

当
初
は
、
若
手
技
術
者
の
育
成
の
た
め

の
研
修
に
力
を
入
れ
、
初
級
者
向
け
コ
ー

ス
を
中
心
計
画
し
た
。
研
修
は
３
回
を
ワ

ン
ク
ー
ル
と
し
て
実
施
し
、
最
終
回
は
、

“
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
”
の
諺
ど
お
り

に
、
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
「
現

場
見
学
・
実
習
」
を
盛
り
込
ん
だ
。
月
例

実
務
研
修
会
は
、
毎
回
１
５
～
２
０
名
の

参
加
が
あ
り
、
若
手
の
技
術
者
か
ら
は

上
々
の
評
判
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。 

平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
、
今
ま
で
の
よ

う
に
聴
講
型
式
を
主
体
と
し
た
研
修
か
ら
、

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
形
態

に
変
更
し
た
若
手
技
術
者
に
よ
る
事
例
発

表
と
中
級
・
上
級
技
術
者
（
幹
部
技
術
者
）

を
対
象
と
し
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
修
の
二

本
立
て
と
し
た
。
ま
ず
、
若
手
技
術
者
に

よ
る
事
例
発
表
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し

て
、
参
加
者
の
前
で
経
験
し
た
設
計
実
務

の
事
例
を
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
次
に
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
修
で
は
、
高
度
な
技
術

を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
な
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
狙
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
今
の
継
続

教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
等
が
各
種
資
格
（
Ｒ
Ｃ

Ｃ
Ｍ
な
ど
）
の
更
新
条
件
と
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
修
は
、

建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
で
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
相
互

承
認
を
行
っ
て
い
る
「
日
本
技
術
士
会
認

定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
登
録
を
実
施
し
た
。

事
例
発
表
会
は
、「
日
本
測
量
協
会
」
の
測

量
Ｃ
Ｐ
Ｄ
及
び
「
全
国
土
木
施
工
管
理
技

士
連
合
会
」
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
認
定
を
受
け

て
い
る
。 

 ③
佐
賀
の
地
質
研
修
会 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
二
ヵ
年
に
渡
り

佐
賀
県
と
協
働
で
、
深
層
混
合
処
理
工
法

設
計
検
討
会
を
開
催
し
て
き
た
。
検
討
会

で
は
、
設
計
論
だ
け
に
陥
ら
な
い
よ
う
発

注
者
、
設
計
者
、
施
工
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
俯
瞰
的
な
検
討
を
進
め
、
課
題
も

明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

特
に
入
念
な
土
質
調
査
分
析
の
事
業
全

体
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
も
施
工

事
例
等
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
着

底
層
の
目
安
と
な
る
完
新
世
と
更
新
世
の

境
界
付
近
の
判
断
、有
機
質
土
へ
の
対
応
、
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着
底
層
よ
り
下
方
の
圧
密
沈
下
層
の
分
析
、

等
で
あ
る
。
発
注
者
・
設
計
者
・
施
工
者

を
問
わ
ず
、
実
際
の
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
の

分
析
能
力
や
、
俯
瞰
的
に
地
質
を
分
析
す

る
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、

社
会
基
盤
の
品
質
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

と
確
信
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
「
佐
賀
地
域
の
地
質

（
平
成
二
二
年
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所 

地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
、

下
山
正
一
・
松
浦
浩
久
・
日
野
剛
徳
）
」

著
者
で
あ
る
九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究

院
の
下
山
正
一
先
生
と
佐
賀
大
学
低
平
地

沿
岸
海
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
日
野
剛
徳
先

生
に
「
佐
賀
の
地
質
研
修
会
」
の
講
師
を

ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
頂
い
た
。 

 

研
修
会
は
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
、
佐

賀
大
学
低
平
地
沿
岸
海
域
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
共
催
で
佐
賀
大
学
に
て
実
施
し
て
い

る
。
研
修
会
で
は
、
大
串
正
氏
、
盛
永
保

弘
氏
、
古
賀
浩
史
氏
、
永
岩
敦
史
氏
、
内

野
政
則
氏
、
福
田
憲
司
氏
、
喜
連
川
聰
容

氏
、
宮
副
、
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
の
研
修
会
は
２
部
構
成
さ
れ
、

第
一
部
で
は
、
ま
ず
下
山
正
一
先
生
に
よ

り
、
産
総
研
・
柳
川
コ
ア
と
呼
ぶ
オ
ー
ル

コ
ア
試
料
の
第
四
紀
学
的
調
査
結
果
と
解

釈
に
関
す
る
講
習
が
行
わ
れ
た
。
次
に
、

日
野
剛
徳
先
生
に
よ
り
同
コ
ア
の
ご
く
近

傍
で
掘
削
さ
れ
た
シ
ン
ウ
ォ
ー
ル
サ
ン
プ

リ
ン
グ
試
料
の
地
盤
工
学
的
調
査
結
果
と

解
釈
に
関
す
る
講
習
が
行
わ
れ
た
。 

第
２
部
で
は
参
加
者
の
方
々
に
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
た
だ
き
、
有
明

海
沿
岸
低
平
地
域
に
お
け
る
典
型
的
な
年

代
の
鍵
層
と
な
る
由
布
川
テ
フ
ラ
（
６
０

万
年
前
）
、
阿
蘇-

３
火
砕
流
堆
積
物
（
１

３
万
年
前
）
、阿
蘇-

４
火
砕
流
堆
積
物（
９

万
年
前
）
、
姶
良-

Tn

テ
フ
ラ
（
２
万
９
千

年
前
）、
鬼
界-

ア
カ
ホ
ヤ
テ
フ
ラ
（
７
３

０
０
年
前
）
等
の
火
山
灰
層
の
光
学
顕
微

鏡
に
よ
る
肉
眼
観
察
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
産
総
研
・
柳
川

コ
ア
の
肉
眼
観
察
を
始
め
、
佐
賀
県
・
有

明
海
沿
岸
道
路
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
佐
賀
県
小
城
市
久
保
田
地
区
で
採
取

さ
れ
た
数
本
の
オ
ー
ル
コ
ア
の
肉
眼
観
察

を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
コ
ア
の
提
供
を

頂
い
た
佐
賀
県
有
明
海
沿
岸
道
路
整
備
事

務
所
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

「
佐
賀
の
地
質
」
研
修
会
は
、
下
山
先

生
、
日
野
先
生
の
ご
好
意
に
よ
り
、
佐
賀

の
社
会
基
盤
整
備
に
携
わ
る
技
術
者
の
一

層
の
技
術
力
向
上
の
た
め
、
５
年
間
は
継

続
す
る
計
画
で
あ
る
。 

 

活
動
報
告
３
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
技 

術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
産
学
官
協
働
と
し

て
、
「
品
質
確
保
検
討
会
活
動
」
「
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
活
動
」「
地
域
の
技
術
者
育

成
活
動
」
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
、
各
活

動
の
目
的
達
成
に
貢
献
で
き
た
と
と
も
に
、

参
加
し
た
Ｎ
Ｐ
О
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
会
員
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
が
図
れ
た
こ
と
、
ひ
ざ

突
合
せ
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り

新
し
い
方
向
を
見
出
せ
る
経
験
、
活
動
を

冊
子
に
纏
め
広
報
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
次

世
代
へ
活
動
を
継
承
し
て
い
け
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
等
々
、
す
ば
ら
し
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
と
感

じ
て
い
る
。 

  

報
告
で
は
、「
品
質
確
保
検
討
会
報
告
書

平
成
一
八
年
～
二
二
年
」「
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
深
層
混
合
処
理
工
法
基
礎
～
着

底
方
式 

設
計
の
手
引
き
（
案
）
佐
賀
県
県

土
づ
く
り
本
部
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
平
成
二
二
年
１

０
月
」
、「
月
例
実
務
研
修
会
活
動
報
告
書
」 

「
技
術
士
だ
よ
り
（
声
の
広
場
）
」
「
佐
賀

の
地
質
レ
ポ
ー
ト
」
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
各
執
筆
者
に
感
謝
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
技
術
交
流
フ
ォ 

ー
ラ
ム
設
立
時
か
ら
ご
尽
力
頂
い
た
、
故

勝
木
茂
雄
氏
、
故
島
内 

明
氏
、
に
感
謝
と

哀
悼
の
意
を
表
し
、
報
告
３
と
し
ま
す
。 

 

    

佐賀の地質研修会 (H23.7.28) 於:佐賀大学多目的セミナーホール 
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＜空からの縫ノ池＞

＜新緑の縫ノ池＞

縫　ノ　池　支　援　活　動

（所在地：佐賀県杵島郡大字湯崎字川津）

　　＜縫ノ池・釣り大会：毎年８月に開催＞

４０年ぶりに復活した縫ノ池の湧水
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン(

報
告)

 

 
<
 

技
術
の
地
域
貢
献
～
新
た
な
絆
を
求
め
て 

>
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 

研
修
委
員
長 

盛
永 

保
弘 

     

私
か
ら
は
、
創
立
10
周
年
記
念
大
会
で

行
わ
れ
た
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
１
６
時
３
０
分
～
１
７
時
３
０
分
」
で

の
や
り
と
り
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

登
壇
者
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

 

荒
牧 

軍
治
氏
（
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
） 

 ○
パ
ネ
リ
ス
ト 

 

井
山 

聡
氏 

 

（
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本
部
・
本
部
長
） 

岩
尾 

雄
四
郎
（
理
事
長
） 

三
浦 

哲
彦 

（
初
代
理
事
長
） 

原
田 

彰 
 

（
元
副
理
事
長
） 

盛
永 

保
弘 

（
研
修
委
員
長
） 

   

［
荒
牧
］
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
勤
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
荒
牧
で
す
。
私
が
い
た
だ

い
た
テ
ー
マ
は
「
技
術
の
地
域
貢
献
～
新

た
な
絆
を
求
め
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

す
。 

 

先
ほ
ど
十
年
間
の
歩
み
の
報
告
を
聞
か

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
技
術
者
の
集
合
体
と

し
て
の
十
年
間
は
、
堂
々
た
る
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
技
術
者
が
何
か
や
っ
て
い

こ
う
と
し
た
こ
と
を
着
実
に
や
っ
て
こ
ら

れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
日
の
私
の
役
割
は
、
み
な
さ
ん
に
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
え
ば

済
む
よ
う
な
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
が
、

「
新
し
い
絆
を
求
め
て
」
と
書
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
今
よ
り
も
さ
ら
に

新
し
い
も
の
を
探
し
て
い
こ
う
と
考
え
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
中
で
、
地

域
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
関
わ
り
合
お
う
か
、

技
術
交
換
を
ど
の
よ
う
に
や
ろ
う
か
と
考

え
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
少
し

聞
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
盛

永
さ
ん
の
方
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。 

［
盛
永
］
先
ほ
ど
十
年
間
の
活
動
報
告
に

も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
研
修
委
員
会
と

し
ま
し
て
は
、
「
Ｃ
Ｅ
塾
」
「
Ｐ
Ｅ
道
場
」

佐
賀
県
県
土
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
主
催
の
月
例
研
修
会
へ
の
「
講
師
の
派

遣
」
「
各
種
講
習
会
開
催
」
、
な
ど
を
継
続

的
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

そ
の
な
か
で
私
が
感
じ
た
研
修
委
員
会

の
役
割
と
い
う
の
は
、「
技
術
者
同
士
が
切

磋
琢
磨
で
き
る
環
境
」「
若
い
技
術
者
が
初

歩
か
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
」「
学

習
を
通
じ
て
技
術
的
な
視
野
を
広
げ
ら
れ

る
環
境
」「
講
習
会
の
開
催
を
通
じ
て
地
域

に
貢
献
で
き
る
環
境
」
な
ど
を
創
る
こ
と
、

い
わ
ゆ
る
「
人
づ
く
り
」
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
ま
で
の
活
動
を
や
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。 

 

［
荒
牧
］こ
れ
ま
で
に
特
に
問
題
も
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
着
実
に
活
動
を
続
け
て
い
け

ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

 

［
盛
永
］
今
ま
で
の
活
動
を
着
実
に
継
続

す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
今
回

の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
「
技
術
の
地
域

貢
献
～
新
た
な
絆
を
求
め
て
」
を
考
え
る

と
、
今
ま
で
の
技
術
者
同
士
が
切
磋
琢
磨

で
き
る
研
修
会
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地

域
に
向
け
て
発
信
す
る
研
修
会
も
今
後
で

き
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］ 

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
で

は
原
田
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 

［
原
田
］
い
ま
「
人
づ
く
り
」
と
い
う
こ

と
が
で
ま
し
た
が
、
私
の
場
合
は
、「
タ
ヌ

キ
づ
く
り
」
で
す
。
先
日
も
、
中
木
庭
ダ

ム
の
天
神
様
に
「
た
ぬ
き
踊
り
」
を
奉
納

し
て
き
ま
し
た
。「
技
術
の
地
域
貢
献
」
に

つ
い
て
僕
の
場
合
は
、「
た
ぬ
き
踊
り
」
の

技
術
で
地
域
に
貢
献
し
、
「
生
物
多
様
性
」

の
観
点
か
ら
生
き
物
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
僕
の
場

合
、
動
物
の
代
表
が
「
た
ぬ
き
」
、
魚
の
代
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表
が
「
な
ま
ず
」、
植
物
の
代
表
が
「
葦
」

で
す
。「
葦
」
で
は
、
葦
を
煎
じ
て
お
茶
を

作
っ
て
い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］ 

原
田
さ
ん
が
あ
み
出
し
た
色
々

な
も
の
は
、
文
化
と
か
技
術
と
か
に
我
々

が
関
わ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は
非
常
に
お
も

し
ろ
い
の
で
す
け
ど
、
何
で
そ
ん
な
も
の

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
か
。 

 

［
原
田
］
色
々
な
人
と
交
流
す
る
と
き
の

ツ
ー
ル
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
利
用
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］ 

原
田
さ
ん
は
、
「
ド
キ
ッ
」
と

す
る
こ
と
を
相
手
に
伝
え
た
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
。「
生
き
物
と
暮
ら
す
佐
賀
」
と

い
う
の
が
原
田
さ
ん
の
今
の
テ
ー
マ
だ
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
哲
学
み
た
い
な

も
の
を
少
し
お
話
し
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

 

［
原
田
］
今
ま
で
、
経
済
成
長
の
中
で
「
豊

か
に
な
る
こ
と
」
を
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
き

て
、
そ
の
「
ひ
ず
み
」
が
出
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
技
術
で
解
決
す

る
こ
と
は
無
理
で
、
僕
ら
が
意
識
を
変
え

る
以
外
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ツ
ー

ル
と
し
て
「
た
ぬ
き
踊
り
」
や
「
な
ま
ず
」

「
葦
」
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

［
荒
牧
］ 

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
三
浦
先
生
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

 

［
三
浦
］
私
は
、「
た
ぬ
き
踊
り
」
の
落
第

生
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一
度
は
や
っ
た
の

で
す
が
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平

成
１
３
年
８
月
２
２
日
に
発
足
し
ま
し
て
、

実
質
的
な
創
設
者
は
、
こ
こ
に
見
え
ら
れ

て
い
ま
す
藤
永
正
弘
さ
ん
と
原
田
彰
さ
ん

で
す
。 

 

発
足
し
て
し
ば
ら
く
活
動
を
続
け
て
い

く
う
ち
に
、
自
分
た
ち
の
信
条
み
た
い
な

も
の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
話
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
と
話
し

合
っ
て
三
箇
条
の
信
条
を
書
き
出
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
第
一
番
目
は
、「
積
極
的

に
社
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」
第
二
番
目

は
、
「
倫
理
観
を
も
っ
て
活
動
し
ま
し
ょ

う
」
第
三
番
目
は
、「
専
門
技
術
を
通
し
て

地
域
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
」
で
し
た
。
先

程
か
ら
の
十
年
間
の
活
動
報
告
で
お
わ
か

り
の
よ
う
に
、
二
番
目
と
三
番
目
は
当
初

の
予
測
よ
り
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
か

な
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
初
つ
く

ら
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
理
念
が
し
っ
か
り

し
て
い
た
お
か
げ
か
な
と
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
社
会
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
か
な
と

思
わ
れ
ま
す
。
技
術
者
と
い
う
の
は
、
お

互
い
に
納
得
し
合
え
ば
そ
れ
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
住

民
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
に
く
い

と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
な
ん
と
か
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す

が
、
地
域
の
防
災
計
画
の
要
と
な
る
の
は

建
設
業
の
方
々
で
、
災
害
が
発
生
し
た
時

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
被
災
現
場
に
向
か

わ
れ
て
い
る
訳
で
す
が
、
今
後
も
積
極
的

に
そ
の
よ
う
な
活
動
は
続
け
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
今
住
民
の
方
々
と
の
関
わ
り
を

深
め
る
に
は
、
地
域
の
方
々
に
対
し
て
、

災
害
時
に
「
こ
の
よ
う
な
も
の
を
我
々
は

ご
提
供
で
き
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
「
リ

ス
ト
」
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
だ
け
の
思
い
で

す
が
。 

 

［
荒
牧
］ 
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
岩
尾
先
生
、
続
け
て
お
願
い
で

き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 

［
岩
尾
］
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
皆
様

の
ご
意
見
を
一
番
必
要
と
し
て
い
る
の
は

私
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
も
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

私
か
ら
は
三
点
ば
か
り
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

第
一
点
目
は
、
先
ほ
ど
井
山
さ
ん
の
方

か
ら
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ロ
ー
カ
ル
発
注

に
お
い
て
、
ゼ
ネ
コ
ン
よ
り
も
コ
ン
サ
ル

へ
の
発
注
量
が
少
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
何
か
我
々
が
お
手
伝
い
出
来
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
番
力
を
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
分

析
等
が
必
要
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

佐
賀
県
の
技
術
士
の
数
が
少
な
い
と
い
う

の
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

第
二
点
目
は
、「
地
域
と
の
新
た
な
絆
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
地
域
と
い
う
言
葉

の
対
極
に
は
や
は
り
世
界
と
い
う
こ
と
が

で
て
き
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
が
ど

の
よ
う
に
動
い
て
、
よ
そ
は
ど
の
よ
う
な

動
き
を
し
て
い
る
か
。
世
界
、
他
県
は
「
ど

の
よ
う
に
考
え
」
「
ど
う
動
い
て
い
る
の

か
」
と
い
う
視
点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 
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第
三
点
目
は
、
三
浦
先
生
も
「
倫
理
」

と
い
う
言
葉
を
お
使
い
に
な
り
ま
し
た
が
、

技
術
者
倫
理
、
あ
る
い
は
技
術
者
は
技
術

者
だ
け
で
あ
っ
て
い
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
私
自
身
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
今

の
時
代
に
お
い
て
は
、
説
明
責
任
と
か

色
々
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
技
術

の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
当
然

と
し
て
、
技
術
者
で
あ
る
と
同
時
に
市
民

で
あ
り
、
技
術
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
時

に
は
政
治
家
の
視
点
、
行
政
の
視
点
を
持

ち
、
広
い
能
力
を
高
め
て
い
っ
て
、
た
だ

単
に
技
術
だ
け
は
詳
し
い
の
で
は
な
く
て
、

枠
を
広
げ
て
い
く
の
も
課
題
な
の
か
な
と

私
個
人
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
は
い
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
井
山
さ
ん
お
願

い
し
ま
す
。 

 

［
井
山
］
我
々
は
、
公
共
施
設
の
整
備
や

管
理
、
ま
た
は
そ
れ
を
通
じ
て
工
事
な
ど

を
発
注
す
る
立
場
に
あ
る
訳
で
す
が
、
対

外
的
な
調
整
だ
と
か
技
術
的
に
専
念
し
て

仕
事
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
県
民
の
皆

様
に
行
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
て
い
る
訳
で
す
が
、

公
共
事
業
を
行
う
全
体
の
シ
ス
テ
ム
の
中 

                             

                             

で
、
調
査
・
計
画
・
設
計
あ
る
い
は
工
事

を
外
部
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ

の
中
で
、
得
意
分
野
を
も
っ
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
方
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
入
り
込

ん
で
い
た
だ
い
て
、
行
政
の
ほ
う
が
外
へ

出
て
行
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
環
が
、

さ
き
ほ
ど
活
動
報
告
さ
れ
た
「
深
層
混
合

処
理
工
法
基
礎
設
計
の
手
引
き
（
案
）」
作

り
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
そ
の
よ
う
な

質
の
高
い
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
広

く
見
れ
ば
「
地
域
の
環
境
対
応
」
だ
と
か

「
利
活
用
」
だ
と
か
、
社
会
へ
の
合
意
形

成
を
図
り
つ
つ
「
地
域
づ
く
り
」「
ま
ち
づ

く
り
」
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。私
た
ち
も
期
待
し
て
い
ま
す
し
、

連
携
で
き
る
と
こ
ろ
は
ご
協
力
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
が
だ
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
報
告
で
も
あ
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
ロ
ー
カ
ル
発

注
を
す
る
時
に
、
建
設
業
や
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
実
力
を
上
げ
て
い
く
方
法
と
し
て

「
品
質
確
保
」
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。 

三
浦
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
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で
す
が
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
作
り
の
プ
ロ
セ

ス
は
、
一
見
、
行
政
側
に
提
案
す
る
品
質

確
保
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
実
は

そ
れ
を
、
民
間
と
大
学
の
先
生
に
加
え
て

県
職
員
の
方
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
技
術
力
そ
の
も

の
を
上
げ
て
い
く
と
い
う
活
動
に
も
な
っ

て
い
る
と
理
解
し
て
も
い
い
ん
で
す
か
。 

 ［
三
浦
］
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
活
動
報
告
で
あ
っ
た
宮
副
さ
ん
の
ご

紹
介
の
中
に
は
時
間
が
足
ら
ず
に
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
全
国
バ

ー
ジ
ョ
ン
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
ど
う
し
て

も
対
応
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
は
、
軟
弱
地
盤
由
来
の
問
題
で
す

け
れ
ど
も
、
発
注
者
側
は
、
全
国
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
求
め
て
い
て
、
設

計
者
側
も
そ
れ
を
使
う
の
で
す
が
、
考
え

方
が
違
う
複
数
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し

て
い
て
、
そ
れ
を
「
い
い
と
こ
取
り
的
」

に
使
用
し
て
異
な
る
設
計
成
果
が
出
て
い

る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
あ

た
り
か
ら
「
深
層
混
合
処
理
工
法
基
礎
設

計
の
手
引
き
」
の
話
が
出
て
き
た
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
が
問
題
点
で
全
国

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
解
決
出
来

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
中
で
、

物
事
の
本
質
が
見
え
て
く
る
と
言
い
ま
し

ょ
う
か
、
そ
の
内
容
を
考
え
る
こ
と
が
ま

さ
に
技
術
力
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。 

 

そ
し
て
、
私
自
身
が
一
番
気
に
か
け
て

い
る
こ
と
は
、
発
注
者
と
設
計
者
と
施
工

者
の
間
の
技
術
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
何
と
か
技
術
的
な
議
論
を
す
る
中

で
、解
決
で
き
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
机
上
で
作
っ
て
や
っ
て
い
る
訳

で
す
が
、
そ
こ
か
ら
ロ
ー
カ
ル
発
注
と
い

う
発
想
が
出
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え

ば
試
験
施
工
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
チ
ー
ム
を

作
っ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
精
度
を
上
げ
て
技

術
力
を
高
め
る
こ
と
を
せ
ず
に
「
技
術
が

足
り
な
い
ね
」
と
い
う
の
は
、
少
し
や
り

方
と
し
て
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
井
山
さ
ん
そ
こ
の
と
こ
ろ
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。 

 

［
井
山
］
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
十
分
わ
か

り
ま
す
し
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
や

っ
て
い
く
こ
と
は
十
分
可
能
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
現
状
で
は
予
算
が

非
常
に
厳
し
く
て
、
選
択
と
集
中
で
事
業

執
行
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、

早
く
結
果
を
だ
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
実
施
で
や
り

な
が
ら
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
よ
う

な
や
り
方
と
か
で
す
ね
、
現
場
、
現
場
で

相
談
し
な
が
ら
ロ
ー
カ
ル
な
味
を
だ
す
よ

う
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
は
い
。
わ
か
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
地
元
に
技
術
が
残
っ
て
い
く
「
し
か

け
」
と
か
、
今
、
三
浦
先
生
は
勉
強
会
と

か
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
辺

の
と
こ
ろ
を
お
教
え
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

［
三
浦
］
具
体
的
に
、
県
の
仕
事
の
「
有

明
海
沿
岸
道
路
の
試
験
盛
土
」
と
い
う
訳

で
は
な
い
の
で
す
が
、
実
質
的
に
そ
れ
に

近
い
こ
と
は
、
現
実
に
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
新
し
い
技

術
を
他
の
県
の
工
事
で
試
し
て
み
な
が
ら
、

一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

［
三
浦
］
は
い
。
佐
賀
の
動
き
が
県
外
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

よ
か
っ
た
ら
、
フ
ロ
ア
ー
の
宮
副
さ
ん
紹

介
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

［
宮
副
］
木
材
利
用
の
こ
と
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
有
明
海
沿
岸
道
路
で
は
、
仮

設
道
路
が
整
備
さ
れ
る
訳
で
す
が
、
そ
の

中
に
「
木
杭
‐
緩
衝
層
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
の
を
提
案
し
ま
し
て
、
ご
検
討
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
道
江
北
芦

刈
線
で
は
、
路
側
に
設
置
さ
れ
た
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
Ｌ
型
擁
壁
に
グ
リ
ッ
ト
を
入
れ
ま

し
て
、
木
杭
に
均
等
に
力
が
働
く
と
い
う

こ
と
を
、
現
地
に
て
計
測
す
る
こ
と
に
よ

り
証
明
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
ち
ょ
っ
と
テ
ー
マ
を
か
え
て
、

岩
尾
先
生
、
先
ほ
ど
倫
理
の
こ
と
に
ふ
れ

ら
れ
ま
し
た
が
、
技
術
者
が
最
も
や
っ
た

ら
い
け
な
い
こ
と
、
最
も
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
技
術
者
と

し
て
こ
こ
だ
け
は
考
え
て
お
き
な
さ
い
と

い
う
こ
と
を
、
少
し
教
え
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

［
岩
尾
］ 

私
も
、
こ
れ
か
ら
何
が
正
解

か
と
い
う
こ
と
を
、
持
っ
て
い
な
い
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で
私
は
、
学

生
に
は
「
個
人
の
倫
理
」
そ
れ
か
ら
「
専

門
家
の
倫
理
」
そ
れ
か
ら
「
組
織
の
倫
理
」

の
三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
て
具
体
的
な
例

を
出
し
説
明
し
て
い
ま
す
。姉
歯
事
件（
耐

震
強
度
偽
装
問
題
）は
、「
専
門
家
の
倫
理
」
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に
入
る
の
で
す
が
、「
専
門
家
の
倫
理
」
だ

け
で
物
事
が
解
決
で
き
る
か
と
い
う
と
そ

う
で
は
な
く
て
、
個
人
の
視
点
が
ど
う
し

て
も
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。 

 

や
っ
ぱ
り
、
大
切
な
の
は
、
法
律
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
、「
法
律
」
「
国
の

憲
法
」「
倫
理
」
み
た
い
な
も
の
が
色
々
あ

る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
一
番
参
考
に
な
る

と
思
う
の
が
「
ノ
ー
ブ
レ
ス
オ
ブ
ラ
イ
ズ
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は

能
力
が
あ
る
人
、
あ
る
い
は
地
位
の
あ
る

人
、
お
金
の
あ
る
人
、
影
響
力
の
あ
る
人
、

こ
れ
を
「
ノ
ー
ブ
レ
ス
」
と
い
っ
て
い
る

訳
で
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
「
そ
れ

な
り
に
責
任
が
重
い
ん
で
す
よ
」
と
い
う

こ
と
で
、「
普
通
の
人
よ
り
責
任
を
持
っ
て

仕
事
に
臨
み
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
「
ノ
ー
ブ
レ
ス
オ

ブ
ラ
イ
ズ
」
と
二
つ
で
考
え
る
と
考
え
や

す
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
は
い
。
技
術
者
が
地
域
に
で
か

け
て
行
く
時
に
、
先
ほ
ど
岩
尾
先
生
が
言

わ
れ
た
「
ベ
ー
ス
」
を
き
ち
っ
と
さ
せ
と

か
な
い
と
信
用
し
て
も
ら
え
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
、
三
浦
先
生
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
技
術
者
同
士
で
は

良
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
地
域
の
人
と
か
、

素
人
の
人
た
ち
に
話
す
と
き
の
注
意
点
と

い
う
の
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
ん
で
す

け
ど
。 

 

［
三
浦
］
は
い
。
我
々
は
専
門
家
と
し
て

色
々
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

地
域
の
人
た
ち
に
そ
れ
を
か
み
砕
い
て
、

分
か
り
易
く
説
明
す
る
に
は
、
結
構
宿
題

が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。
我
々
は
、
一
般

市
民
に
対
し
て
「
技
術
の
翻
訳
者
」
と
し

て
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
は
、
そ
の

よ
う
な
勉
強
を
今
ま
で
し
て
き
て
い
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
の
で
、
意
識
し
て
そ

の
よ
う
な
修
練
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
現
役
の
大
学
の
先
生
は
、

学
生
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
教
育
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。 

 

［
荒
牧
］
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
て
、

先
ほ
ど
頂
い
た
盛
永
さ
ん
の
メ
モ
に
東
日

本
大
震
災
の
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
と
き
に
、
組
織
と
し
て
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
な
く
て
、
技
術
者
個
人
と
し
て
登

場
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 

［
盛
永
］
そ
う
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
先
生

の
ご
質
問
と
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

東
日
本
大
震
災
は
、
本
当
に
悲
惨
な
出
来

事
で
、
戦
後
最
大
の
危
機
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
震
災
を
教
訓
に
、四
国
で
は
、

建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
懇
談
会
や
研
究
会
が
実
施

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
や
は
り
、
災
害

が
お
き
れ
ば
、
建
設
業
の
方
は
、
災
害
後

の
応
急
対
策
に
不
可
欠
な
存
在
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
元
々
四
国
は
、
台

風
な
ど
に
よ
る
風
水
害
・
土
砂
災
害
が
多

い
と
こ
ろ
で
、
今
後
三
十
年
間
に
六
十
パ

ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生
が
予
測
さ
れ
て

い
る
「
南
海
地
震
」
な
ど
を
見
据
え
て
の

こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

我
々
も
、
佐
賀
の
低
平
地
を
抱
え
て
い

ま
す
の
で
、
大
規
模
浸
水
な
ど
を
想
定
し

て
、
建
設
業
の
方
た
ち
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
究
会

な
ど
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
も
参
画
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

研
修
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）」
や
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）」な
ど
に
つ
い
て
の
講
習

会
や
研
修
会
を
外
向
き
に
発
信
し
、
開
催

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

［
荒
牧
］
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
我
々
に
教
え
て

く
れ
た
も
の
は
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

今
言
わ
れ
た
み
た
い
に
、
建
設
業
が
ど
う

あ
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
、
我
々
に
課
題
を
突
き
つ
け
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
今
ま
で
の
活
動
は
確
実
に
王

道
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

若
い
人
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
継
い
で

い
た
だ
き
、
技
術
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
地
域

と
の
絆
の
構
築
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

   

以
上
、「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

で
の
や
り
と
り
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
部
分
や
表
現
を
若
干
変
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
部
分
が
あ
り
ま
す
こ

と
を
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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佐
賀
・
地
域
を
知
る
“
き
っ
か
け
” 

伊
万
里
市
役
所 

 

吉
永 

幸
治 

      

私
が
こ
の
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ

ォ
ー
ラ
ム
』
を
知
っ
た
の
は
、
平
成
２
０

年
度
末
こ
れ
か
ら
技
術
士
試
験
の
受
験
準

備
に
入
ろ
う
と
し
た
頃
で
、「
Ｐ
Ｅ
道
場
」

の
案
内
を
見
て
す
ぐ
に
申
し
込
み
の
メ
ー

ル
を
し
た
こ
と
が
、
今
思
え
ば
大
き
な 

“
き
っ
か
け
”
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｅ
道
場
で
の
月
に
一
度
の
勉
強
会
は
、

当
時
技
術
職
で
あ
り
な
が
ら
振
興
事
務
も

担
当
し
、
技
術
的
な
議
論
を
す
る
場
が
あ

ま
り
無
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
新

鮮
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身
の
技
術

力
不
足
・
勉
強
不
足
を
痛
烈
に
感
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

幸
い
そ
の
年
に
何
と
か
技
術
士
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
講
師
の
方
々

の
熱
心
な
ご
指
導
の
お
陰
だ
と
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

現
在
、
私
は
伊
万
里
市
役
所
に
勤
務
し

て
い
ま
す
が
、
元
々
佐
賀
県
人
で
は
な
く
、

隣
の
長
崎
県
で
生
ま
れ
育
ち
福
岡
県
に
就

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

伊
万
里
自
体
は
、
県
外
で
も
生
活
圏
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
な
り
に
馴
染
み
は

あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
佐
賀
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

佐
賀
と
い
う
地
域
を
意
識
し
、
そ
の
距

離
を
縮
め
て
く
れ
る
“
き
っ
か
け
”
と
な

っ
た
の
も
、
こ
の
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
た
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。 

地
域
の
た
め
に
は
、
地
域
に
あ
っ
た
業

務
の
遂
行
や
そ
れ
に
対
応
し
た
技
術
の
習

得
も
必
要
で
す
が
、
そ
の
技
術
は
国
か
ら

定
め
ら
れ
た
画
一
的
で
標
準
的
な
も
の
で

地
域
性
を
意
識
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い

面
も
あ
り
ま
す
。 

特
に
私
た
ち
の
よ
う
な
市
町
村
職
員
は

限
定
さ
れ
た
地
域
に
国
か
ら
提
示
さ
れ
た

基
準
を
ど
の
よ
う
に
あ
て
は
め
る
か
と
い

う
こ
と
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
地
域
に
あ

っ
た
対
策
が
で
き
て
い
た
の
か
疑
問
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
県
内
な
ど
他
の
地
域
か
ら

学
び
、
ま
た
共
に
学
ぶ
と
い
う
意
識
が
薄

か
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。 

私
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
プ
ロ
の
技
術
者
で
す
が
、
思
い

返
せ
ば
私
自
身
の
見
識
の
狭
さ
か
ら
業
務

に
お
い
て
「
も
し
私
が
担
当
で
な
け
れ

ば
・
・
・
？
」
と
反
省
す
る
点
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。 

十
年
程
前
、
平
成
十
四
年
九
月
十
六
日
、

伊
万
里
市
で
は
今
で
言
う
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
死
者
が
で
る
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

農
地
・
農
業
用
施
設
だ
け
で
も
被
災
箇
所

１
２
０
０
以
上
、
復
旧
箇
所
８
５
０
工
区

と
い
う
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

当
時
、
私
は
農
林
部
署
の
担
当
者
と
し

て
調
査
設
計
・
施
工
監
督
か
ら
事
業
管
理

を
担
当
し
て
お
り
、
災
害
復
旧
事
業
の
遂

行
に
関
し
て
事
務
的
・
技
術
的
に
も
絶
対

の
自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
従
来
と
違
い
対
象
箇
所
が
多

く
、
初
期
対
応
の
人
員
調
整
で
頓
挫
し
た

こ
と
で
、
現
地
調
査
に
か
な
り
の
時
間
を

要
し
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
で
は
予
想
も
つ

か
な
い
事
案
も
発
生
す
る
な
ど
、
結
果
と

し
て
青
息
吐
息
で
何
と
か
事
業
完
了
に
た

ど
り
着
い
た
と
い
う
状
態
で
し
た
。 

当
時
は
災
害
復
旧
事
業
の
あ
り
方
が
議

論
さ
れ
、
採
択
基
準
が
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
あ
の
時
日
頃

か
ら
他
の
県
や
市
町
村
の
動
向
、
組
織
体

制
、
新
技
術
な
ど
の
情
報
交
換
や
技
術
的

知
識
の
集
積
に
勤
め
て
い
れ
ば
、
既
存
手

法
の
改
善
を
図
り
、
財
務
サ
イ
ド
な
ど
と

の
内
部
調
整
や
地
元
対
応
に
お
い
て
も
、

も
っ
と
臨
機
応
変
な
対
応
が
で
た
の
で
は

な
い
か
、
と
今
で
も
反
省
を
踏
ま
え
教
訓

に
し
て
い
る
点
の
一
つ
で
す
。 

そ
の
こ
と
か
ら
も
佐
賀
の
技
術
者
が
集

う
当
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
結
成
さ
れ
、

地
域
貢
献
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

今
後
業
務
を
行
う
上
で
と
て
も
心
強
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
自
身
こ
の
大
き
な
“
き
っ
か
け
”
と

な
っ
た
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
を
大
き
な
“
チ
ャ
ン
ス
”
に
つ
な

が
る
よ
う
、
自
己
研
鑽
に
励
み
、
少
し
で

も
技
術
的
な
貢
献
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 
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若
い
技
術
士
か
ら
見
た
、
今
か
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
意
見 

小
城
市
役
所 

 

大
坪 

大
介 

       

こ
の
度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
発
足
十
周
年
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
平
成
二
十
四
年

で
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
三
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
優
れ
た
技
術

者
（
会
員
様
）
た
ち
と
共
に
活
動
で
き
る

こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
こ
近
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
社
会
活
動
は

メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
様
々
な
分
野
で
世
界
的
な
社
会
貢
献

団
体
と
し
て
、
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
最
近
で
は
東
日
本
大

震
災
で
の
支
援
活
動
が
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

関
心
の
な
い
一
般
の
方
に
で
も
そ
の
重
要

性
を
印
象
付
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 一

方
で
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
発
足

以
来
今
日
を
迎
え
る
ま
で
、
地
域
づ
く
り
、

防
災
、
若
手
技
術
者
の
育
成
、
な
ど
様
々

な
面
で
地
域
の
為
に
活
動
を
行
わ
れ
て
お

り
、
佐
賀
県
の
科
学
技
術
的
活
動
に
は
欠

か
せ
な
い
機
関
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

近
年
多
く
の
自
治
体
が
緊
縮
財
政
を
強

い
ら
れ
て
お
り
、
公
共
事
業
へ
の
費
用
投

資
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
外
部

の
介
入
が
少
な
い
公
共
事
業
で
は
、
評
価

基
準
も
曖
昧
で
あ
る
た
め
、
広
い
視
野
で

事
業
を
効
果
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
の
問
題
に

対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
い
う
中
立
の
立
場

か
ら
、
よ
り
効
果
的
な
公
共
事
業
を
支
援

し
て
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
総
合
評
価
入
札
の
審
査
機

関
及
び
、
工
事
や
委
託
業
務
の
完
了
検
査

機
関
へ
参
入
す
る
こ
と
で
、
公
共
事
業
を

第
三
者
か
ら
評
価
し
、
投
資
効
果
の
適
正

化
を
支
援
す
る
方
法
な
ど
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。 

私
も
公
共
事
業
に
従
事
す
る
自
治
体
職

員
と
し
て
、
公
共
事
業
の
検
査
体
制
が
行

政
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
善
の

余
地
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
中

小
規
模
の
自
治
体
は
限
ら
れ
た
職
員
と
技

術
力
の
不
足
か
ら
、
設
計
や
工
事
の
問
題

点
を
見
抜
け
ず
会
計
検
査
で
指
摘
さ
れ
る

例
も
少
な
く
な
い
た
め
、
行
政
外
か
ら
適

切
な
チ
ェ
ッ
ク
が
図
れ
る
体
制
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
分
野
で

活
躍
す
る
優
れ
た
技
術
者
が
所
属
さ
れ
て

い
る
た
め
、
検
査
時
に
適
切
な
チ
ェ
ッ
ク

が
実
施
さ
れ
、
公
共
事
業
の
品
質
向
上
に

期
待
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
立
な
立
場

か
ら
客
観
的
評
価
が
可
能
と
な
り
事
業
に

従
事
す
る
広
い
関
係
者
へ
効
果
的
に
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
で
き
る
と
い
う
面
で

も
、
検
査
体
制
を
外
部
か
ら
支
援
す
る
最

も
適
し
た
機
関
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
日
本
の
技
術
を
支
え
て
き
た

団
塊
の
世
代
が
第
一
線
を
退
き
、
県
内
技

術
者
の
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
技
術
の

継
承
の
貴
重
な
場
と
し
て
一
翼
を
担
う
こ

と
も
大
切
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
こ
で
挙
げ
た
こ
と
以
外
で
も
様
々
な

分
野
で
の
活
躍
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
今
後

は
佐
賀
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
県
や
国
を
越

え
た
場
所
で
の
活
躍
が
あ
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
共
に
、
私
も
そ
の
一
助
と
な
れ
る

よ
う
に
日
々
、
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
技
術
継
承
の
場 

九
州
水
工
設
計
㈱ 

 

内
田 

道
昭 

      

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
創

立
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
入
会

い
た
し
ま
し
た
入
会
１
年
程
度
の
新
米
で

す
が
、
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
諸
先
輩

方
と
の
お
付
き
合
い
は
、
そ
の
前
年
に
技

術
士
二
次
試
験
の
合
格
を
目
指
し
て
受
講

し
た
、
Ｐ
Ｅ
道
場
が
始
ま
り
で
し
た
。 

私
は
、
佐
賀
県
内
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
に
勤
務
し
、
主
に
上
下
水
道
の

設
計
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨

今
、
公
共
事
業
の
削
減
が
続
く
中
で
、
極

端
な
価
格
競
争
に
よ
る
適
正
価
格
以
下
で

の
受
注
、
品
質
の
低
下
、
若
年
技
術
者
の

技
術
力
低
下
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
い
う
危
機
感

を
常
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
近
年
は
中
央
集
権
か
ら
地
方
分

権
、
地
方
主
権
へ
と
時
代
が
変
わ
り
つ
つ

あ
り
、
佐
賀
県
の
発
展
の
た
め
に
は
、
私

達
県
内
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術
者
に
も
資

質
の
向
上
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
私
も
資
質
向
上
を
図

る
べ
く
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
技
術
士
二

次
試
験
へ
の
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。 

平
成
二
十
年
度
、
二
十
一
年
度
は
独
学

で
試
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
合
格
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

独
学
で
は
自
分
に
何
が
不
足
し
て
い
る

の
か
が
分
か
ら
ず
、
あ
る
技
術
士
の
方
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
Ｐ
Ｅ
道
場
に
入
っ
た
ら
ど
う
か
と
勧

め
ら
れ
、
Ｐ
Ｅ
道
場
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｅ
道
場
で
は
、
日
常
の
職
場
や
立
場

を
越
え
て
、
地
方
の
技
術
者
の
資
質
向
上

と
技
術
や
経
験
の
継
承
を
目
的
と
す
る
、

先
輩
技
術
士
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
事
が

で
き
、
論
文
の
読
み
合
わ
せ
で
は
、
熱
い

議
論
と
な
る
程
の
情
熱
を
持
っ
て
、
指
導

に
あ
た
っ
て
下
さ
っ
た
事
が
、
特
に
印
象

的
で
し
た
。 

私
の
た
め
に
多
大
な
時
間
を
割
い
て
指

導
し
て
下
さ
っ
た
、
担
当
講
師
の
方
に
は

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
自
分
に
不
足
し
て
い

た
も
の
が
次
第
に
見
え
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
受
講
し
た
平
成
二
十
二
年
度
は
、
技

術
士
二
次
試
験
に
無
事
合
格
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。 

技
術
士
と
な
っ
た
平
成
二
十
三
年
度
に

は
、
微
力
な
が
ら
も
講
師
と
し
て
、
Ｐ
Ｅ

道
場
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
受
講
し
た
時

と
は
違
う
視
点
で
、
勉
強
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
本
年
度
も
、
講
師
と
し
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

私
が
こ
の
試
験
を
と
お
し
て
感
じ
た
事

は
、
書
籍
や
講
習
会
等
に
よ
る
形
式
的
な

知
識
の
習
得
を
図
る
Ｏ
Ｆ
Ｆ
―
Ｊ
Ｔ
も
必

要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
豊
富
な
経
験
や
知

識
を
持
つ
先
輩
方
の
経
験
に
基
づ
い
た
指

導
に
よ
る
Ｏ
―
Ｊ
Ｔ
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ひ
と
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
、
く
に
づ
く
り
、
災
害

救
援
、
環
境
問
題
な
ど
の
様
々
な
活
動
に

取
り
組
み
、
現
在
で
は
会
員
数
約
百
名
程

の
社
会
的
に
認
め
ら
れ
た
技
術
者
集
団
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
先
輩
技
術
者
の
知

識
と
経
験
の
蓄
積
に
よ
り
築
き
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

私
達
若
年
技
術
者
は
、
そ
の
様
々
な
取

り
組
み
の
中
で
技
術
を
継
承
し
、
日
々
技

術
の
研
鑽
に
努
め
、
時
代
の
変
化
や
環
境

の
変
化
に
合
わ
せ
た
改
良
を
行
い
つ
つ
、

後
世
へ
受
け
継
い
で
ゆ
く
事
が
、
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

今
後
も
様
々
な
情
勢
に
よ
り
、
若
年
技

術
者
に
と
っ
て
の
、
技
術
継
承
の
機
会
は

減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
技
術
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
同
じ
志
を
持
っ
た
技

術
者
の
交
流
の
場
、
技
術
の
継
承
の
場
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
団
体
を
作
っ
て
頂
い
た
先
輩
技
術

者
の
方
々
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

私
も
、
次
世
代
の
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
一
翼
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
、
技
術

者
を
目
指
し
、
研
鑽
を
続
け
て
ゆ
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。 

 

       

技術交流フォーラム総会 

(H23.5.18) 
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産
業
系
技
術
士
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

㈱
ミ
ゾ
タ 

 

穴
井 

正
一

      

私
が
、
技
術
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
た
き

っ
か
け
は
、
会
社
主
催
の
通
信
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
に
技
術
士
講
座
を
見
つ
け
た
こ

と
に
よ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
技
術
士
に
つ
い
て

は
他
社
と
の
打
合
せ
に
お
い
て
名
刺
交
換
し

た
際
に
、
一
、
二
度
、
技
術
士
○
○
部
門
と
い

う
名
称
が
名
前
の
下
に
小
さ
く
書
か
れ
て
あ

る
の
を
目
に
し
た
く
ら
い
で
、
そ
れ
が
ど
う
い

う
資
格
な
の
か
、
深
く
考
え
ず
に
忘
れ
去
っ
て

い
た
。 

通
信
教
育
の
受
講
項
目
を
眺
め
て
い
る
と

き
に
、
ふ
と
名
刺
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
社

内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
有
す
る
ベ
テ

ラ
ン
社
員
に
、
技
術
士
資
格
の
こ
と
に
つ
い
て

聞
い
て
み
る
と
、「
技
術
者
に
と
っ
て
最
高
の

資
格
で
あ
り
、
数
年
前
か
ら
有
志
４
名
で
挑
戦

中
だ
が
、
今
だ
に
資
格
取
得
者
は
い
な
い
。
か

な
り
の
難
関
だ
」
と
い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
。 

そ
れ
を
聞
い
て
技
術
者
魂
に
火
が
つ
き
、
私

も
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
以
来
足
掛
け
６

年
、
よ
う
や
く
２
年
前
に
資
格
の
取
得
に
成
功

し
た
。
そ
の
間
に
、
２
名
の
資
格
取
得
者
が
現

わ
れ
、
そ
れ
も
ま
た
励
み
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
よ
り
、
技
術
士
の
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
し
た
動
機
は
、
自
分
の
技
術
力
が
ど

の
程
度
も
の
か
を
測
る
物
差
し
と
し
て
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
自
分
の
知
識
を
よ
り
一
層
深
め

る
目
的
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

一
方
、
こ
の
資
格
を
保
有
す
る
技
術
者
が
在

籍
し
て
い
る
と
、
公
共
工
事
の
入
札
が
有
利
に

な
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
会
社
と
し
て
技
術
士

資
格
取
得
の
た
め
の
運
用
規
定
を
設
け
、
受
験

回
数
、
講
習
会
へ
の
参
加
費
用
及
び
書
籍
購
入

費
用
の
負
担
、
報
奨
金
等
を
定
め
、
資
格
取
得

の
奨
励
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
資
格
取
得

の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
社
内
で

の
技
術
者
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
り
、
そ
れ
に

刺
激
さ
れ
て
、
社
員
の
資
格
取
得
に
対
す
る
意

欲
が
掻
き
立
て
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
結

果
、
現
在
ま
で
に
５
６
名
の
受
験
者
が
あ
り
、

第
一
次
試
験
の
合
格
者
数
は
３
８
名
に
上
る
。

そ
の
う
ち
第
二
次
試
験
の
合
格
者
は
４
名
で

あ
る
。 

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
年
中
業
務
多
忙
の
状

態
が
続
い
て
お
り
、
以
前
の
よ
う
に
一
定
期
間

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
勉
強
を
行
な
う
時
間
が
取

れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
第

一
次
試
験
の
合
格
者
数
は
増
加
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
合
格
者
が
頭

打
ち
と
な
っ
て
い
る
。 

つ
ま
り
、
目
の
前
に
片
付
け
な
い
と
い
け
な

い
大
量
の
業
務
が
あ
れ
ば
、
自
ず
と
そ
ち
ら
を

さ
ば
く
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
平
日
に
遅
く
ま

で
残
業
し
、
土
、
日
の
ど
ち
ら
か
を
出
勤
す
る

と
な
る
と
、
唯
一
の
休
日
は
、
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
や
家
族
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
受
験
日
が
や

っ
て
来
る
が
、
準
備
不
足
で
、
敢
え
無
く
撃
沈
。

現
在
の
よ
う
に
不
況
が
常
態
化
し
て
い
る
状

況
に
お
い
て
は
、
人
員
の
増
加
も
叶
わ
な
い
。 

し
か
し
、
勉
強
す
る
時
間
が
持
て
な
い
理
由

を
い
く
つ
並
べ
て
も
、
何
の
進
展
も
も
た
ら
さ

な
い
が
、
何
か
を
犠
牲
に
し
て
時
間
を
作
る
た

め
に
は
、
当
人
の
意
気
込
み
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
相
当
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。 

そ
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
技
術
士
の
権
威

を
一
般
社
会
に
認
知
さ
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
か
な
り
難
し
い
。
何
故
な
ら

ば
、
一
般
社
会
に
お
い
て
弁
護
士
、
税
理
士
や

一
級
建
築
士
と
い
っ
た
資
格
は
、
市
民
生
活
に

密
着
し
て
い
る
が
、
消
費
者
が
手
に
す
る
製
品

に
は
技
術
士
の
係
わ
り
や
そ
の
必
要
性
が
容

易
に
見
え
て
こ
な
い
か
ら
だ
。
と
な
る
と
、
技

術
士
の
資
格
を
取
得
す
る
動
機
付
け
と
し
て

は
、
よ
り
一
層
会
社
内
で
の
明
確
な
位
置
づ
け

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。 

即
ち
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
技

術
部
門
の
部
長
・
次
長
へ
の
昇
進
加
点
要
素
に

技
術
士
の
資
格
取
得
を
含
め
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
は
技
術
だ
け
で
な
く
、

道
徳
観
念
、
一
般
常
識
等
、
人
格
、
品
格
に
お

い
て
も
一
流
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

こ
と
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
自
己
研
鑽
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
諸
々
の
義
務

と
責
務
を
負
う
技
術
士
の
理
念
と
も
一
致
す

る
。 よ

っ
て
、
企
業
内
技
術
士
の
あ
り
方
と
し
て
、

前
述
の
よ
う
な
人
事
処
遇
を
実
践
す
る
会
社

が
増
え
る
よ
う
、
各
部
門
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
会
社
か
ら
幹
部
と
し

て
期
待
さ
れ
る
人
材
と
な
っ
て
企
業
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。 

最
後
に
、
当
社
で
は
技
術
士
の
人
数
が
少
な

い
こ
と
も
あ
り
、
個
人
活
動
に
終
始
し
が
ち
で
、

ま
と
ま
っ
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
今
後
、
社
内
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
働
き
か
け
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。 
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産
業
系
技
術
士
の
声 

坂
田
技
術
士
事
務
所 

 

坂
田 

元
秀 

      

技
術
士
は
私
が
会
社
の
な
か
で
中
堅
社
員

と
い
わ
れ
て
い
る
頃
か
ら
、
一
つ
の
社
会
的
ス

テ
ー
タ
ス
と
し
て
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
を
測

る
尺
度
と
し
て
ぼ
ん
や
り
と
あ
こ
が
れ
て
い

た
資
格
で
あ
っ
た
。
私
の
専
門
は
機
械
技
術
で

あ
り
、
当
時
機
械
系
技
術
者
は
多
く
が
メ
ー
カ

ー
内
で
設
計
を
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
技
術

士
の
資
格
を
直
接
利
用
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
テ

ー
タ
ス
と
し
て
の
意
味
が
強
か
っ
た
。 

あ
る
程
度
仕
事
に
自
信
が
出
来
た
こ
ろ
、
も

う
い
い
だ
ろ
う
と
ば
か
り
、
大
し
た
準
備
も
せ

ず
に
２
回
ほ
ど
受
験
し
て
み
た
。
結
果
は
あ
え

な
く
不
合
格
と
な
り
、
そ
ん
な
に
甘
い
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

社
内
で
は
管
理
職
に
な
り
一
応
の
出
世
も
か

な
っ
た
の
で
当
初
の
技
術
士
へ
の
あ
こ
が
れ

も
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
、
近
年
に
な
っ
て
技
術
士
は
公
共

工
事
の
受
注
に
は
大
変
有
効
に
働
く
の
技
術

者
に
取
得
し
て
も
ら
い
た
い
資
格
と
な
っ
た
。

忙
し
い
な
か
皆
を
鼓
舞
す
る
立
場
に
あ
る
も

の
と
し
て
、
率
先
垂
範
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
の
あ
こ
が
れ
の
資
格
は
必
要
な
資
格

と
な
り
、
今
度
は
用
意
周
到
に
準
備
を
重
ね
、

３
回
目
に
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
と

き
年
齢
は
す
で
に
５
８
歳
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
退
職
す
る
ま
で
の
二
年
間
に
資
格
を
条
件

に
、
主
任
技
術
者
と
し
て
二
件
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
出
来
た
。 

さ
て
、
６
０
歳
で
会
社
員
と
し
て
の
立
場
に

区
切
り
を
つ
け
、
自
分
流
で
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
私
は
、
こ
の
技
術
士
の
資
格
を
生

か
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ

て
、
機
械
系
技
術
者
に
は
縁
の
薄
い
資
格
の
よ

う
に
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
逆
に
希
少
価
値
が

あ
る
よ
う
に
も
思
え
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
技

術
士
の
資
格
が
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、

公
共
関
連
に
携
わ
る
こ
と
の
多
い
土
木
・
建
築

系
、
農
業
系
の
技
術
者
を
数
多
く
擁
す
る
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
界
で
あ
る
。
こ
の
業
界

で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
機
械
系
や
電
気
系
の
技

術
者
を
擁
し
て
い
る
の
は
東
京
や
大
阪
に
本

社
を
持
つ
大
手
だ
け
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

仕
事
は
広
範
囲
で
、
中
で
も
設
備
の
設
計
や
維

持
管
理
と
な
る
と
機
械
系
、
電
気
系
あ
る
い
は

水
処
理
系
な
ど
の
多
く
の
分
野
の
技
術
が
不

可
欠
で
あ
る
。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
と
っ

て
は
マ
イ
ナ
ー
で
あ
る
が
こ
う
い
っ
た
必
要

な
技
術
は
外
部
調
達
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ

ろ
う
。
か
つ
て
は
良
く
も
悪
く
も
外
部
調
達
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し

て
い
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
影
を

ひ
そ
め
、
そ
れ
に
代
わ
る
シ
ス
テ
ム
は
未
発
達

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
徐
々
に
成
長
し
つ
つ

あ
る
段
階
の
よ
う
で
あ
る
。 

そ
の
シ
ス
テ
ム
と
は
下
請
け
専
門
の
い
わ

ゆ
る
二
次
コ
ン
で
、
こ
こ
に
は
各
種
専
門
家
が

増
加
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
ゲ

ー
ト
設
計
、
ポ
ン
プ
設
計
、
水
処
理
設
計
、
電

気
設
計
等
の
各
種
専
門
家
で
あ
る
。
彼
ら
の
多

く
が
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
工
事
業
の
出
身
者
が

作
っ
た
会
社
や
、
私
の
よ
う
な
個
人
業
で
あ
る
。

彼
ら
は
か
つ
て
の
自
分
の
会
社
や
関
連
業
界

に
人
脈
を
持
ち
、
お
互
い
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
情
報
交
換
を
し
、
仕
事
を
融
通
し
あ

っ
た
り
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
。
特
定
の
会
社

に
べ
っ
た
り
く
っ
つ
い
て
仕
事
を
分
け
て
も

ら
う
よ
う
な
か
つ
て
の
下
請
け
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
異
な
る
。 

私
の
開
業
初
年
度
は
か
つ
て
の
会
社
の
同

僚
や
か
つ
て
の
同
業
者
か
ら
の
紹
介
で
仕
事

に
あ
り
つ
く
こ
と
が
出
来
た
。
主
な
も
の
は
設

備
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
二
件
、
ポ
ン
プ

場
設
計
一
件
で
、
３
月
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

仕
事
を
す
る
中
で
個
人
業
の
気
楽
さ
と
辛

さ
の
両
方
を
経
験
し
た
。
中
堅
の
社
員
な
ら
ば

わ
け
も
な
い
よ
う
な
書
類
や
図
面
の
作
業
が

は
か
ど
ら
ず
、
こ
の
半
年
間
は
仕
事
に
追
わ
れ

っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
組
織
の
あ
り

が
た
さ
と
部
下
の
優
秀
さ
が
今
更
な
が
ら
思

い
出
さ
れ
た
。
成
果
は
半
年
間
懸
命
に
が
ん
ば

っ
て
半
年
分
の
稼
ぎ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
初

年
度
と
し
て
は
満
足
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
後

は
製
品
開
発
や
技
術
相
談
等
の
年
度
末
に
集

中
し
な
い
仕
事
を
増
や
し
て
ゆ
こ
う
と
考
え

て
い
る
。 

最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

組
織
に
属
さ
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
方
々
と
接
す
る
場
で
あ
り
、
郷
土
の
テ
ー
マ

や
問
題
点
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
自
己
啓
発

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
大
い
に
お
世
話

に
な
る
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら
何
が
し
か
の

貢
献
も
し
た
い
と
思
う
。 
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
創
立
10
周
年
記
念
大
会
に
参
加
し
て

西
日
本
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱ 

 

内
野 

政
則 

      

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
、
私
が
所
属
す
る

技
術
士
や
学
識
者
等
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

法
人[

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム]

（
岩
尾
雄
四
郎

理
事
長
）
は
、
佐
賀
市
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

は
が
く
れ
」
で
「
技
術
の
地
域
貢
献
～
新
た
な

絆
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
創
立
十
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
会
員

や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
、
行
政
な
ど
か
ら

約
百
二
十
名
。
記
念
大
会
で
は
、
基
調
講
演
や

十
年
間
の
歩
み
、
活
動
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
等
を
紹
介
し
ま
す
。 

記
念
大
会
の
冒
頭
、
岩
尾
理
事
長
は
「
国
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
近
年
著
し
く
変

化
し
、
技
術
に
対
す
る
資
質
向
上
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
技
術
者
が
積
極
的
に
社
会
貢
献
す

る
た
め
に
地
域
と
の
新
た
な
絆
を
構
築
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
こ
の
創
立
十
周
年
記
念
大
会

を
契
機
に
さ
ら
な
る
活
動
の
進
化
を
目
指
し

た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
村
瀬
勝
彦
・
国
土
交
通
省
武
雄
河
川

事
務
所
長
、
井
山
聡
・
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本

部
長
、
日
本
技
術
士
会
九
州
本
部
の
甲
斐
忠
義

本
部
長
の
三
名
の
方
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

基
調
講
演
で
は
、
さ
が
水
も
の
が
た
り
館
・

館
長
の
荒
牧
軍
治
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
が
「
災

害
に
備
え
る
―
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
こ

と
」
の
演
題
で
講
演
さ
れ
、
住
民
の
災
害
時
の

行
動
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
て
い

な
い
と
指
摘
さ
れ
、「
平
時
か
ら
経
験
や
知
恵

を
蓄
積
す
る
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

十
年
間
の
活
動
計
画
で
は
、
原
田
彰
氏
が

「
長
崎
市
の
神
ノ
島
・
四
郎
島
を
通
し
た
地
域

貢
献
、
他
県
と
の
連
携
、
生
物
多
様
性
に
関
わ

る
活
動
」、
大
串
正
氏
が
「
縫
ノ
池
支
援
と
地

域
の
活
性
化
、
巨
勢
川
調
整
池
利
活
用
懇
談
会
、

防
災
・
減
災
に
関
わ
る
活
動
」、
宮
副
一
之
氏

が
「
産
学
官
協
働
に
よ
る
品
質
確
保
検
討
会
、

人
材
育
成
に
関
す
る
活
動
」
に
つ
い
て
三
名
の

方
か
ら
活
動
内
容
や
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。 パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
基
調
講
演
を
さ
れ
た
荒
牧
軍

治
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
井
山

聡
県
土
づ
く
り
本
部
長
、
岩
尾
雄
四
郎
現
理
事

長
、
三
浦
哲
彦
前
理
事
長
、
原
田
彰
前
副
理
事

長
、
盛
永
保
弘
研
修
委
員
長
の
六
人
が
登
壇
し
、

技
術
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
岩
尾
雄
四
郎
理
事
長
は

「
技
術
者
は
、
高
度
な
技
術
を
持
つ
分
、
責
任

も
重
い
。
多
方
面
の
倫
理
観
を
身
に
付
け
る
べ

き
」
と
述
べ
ら
れ
、
三
浦
哲
彦
前
理
事
長
は
「
難

し
い
技
術
を
一
般
の
人
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
努
力
が
必
要
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
盛
会
の
中
に
記
念
大
会
が
終
了
し
ま

し
た
。 

こ
こ
で
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
に

つ
い
て
記
述
し
ま
す
。
当
時
活
動
さ
れ
て
い
た

「
佐
賀
県
技
術
士
会
」
を
前
進
と
し
て
平
成
十

三
年
八
月
に
技
術
者
集
団
と
し
て
設
立
さ
れ
、

現
在
九
十
四
名
の
正
会
員
の
う
ち
技
術
士
が

七
十
三
名
登
録
さ
れ
、
企
業
や
行
政
、
大
学
に

席
を
置
く
技
術
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
会
は
、「
高
度
な
技
術
と
豊
富
な
経
験

を
有
す
る
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
不
特
定

創立十周年記念大会開催状況
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多
数
の
市
民
・
団
体
等
を
対
象
に
、
科
学
技
術

の
分
野
で
助
言
又
は
支
援
・
協
力
を
行
い
、
科

学
技
術
水
準
の
高
揚
、
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

次
世
代
人
材
の
育
成
を
推
進
し
、
も
っ
て
社
会

教
育
、
地
域
づ
く
り
、
く
に
づ
く
り
、
災
害
救

援
、
環
境
の
保
全
な
ど
、
公
益
の
増
進
と
豊
か

な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

初
代
理
事
長
は
、
三
浦
哲
彦
佐
賀
大
学
名
誉

教
授
が
平
成
二
十
年
五
月
ま
で
務
め
ら
れ
、
現

在
、
二
代
目
に
岩
尾
雄
四
郎
佐
賀
大
学
名
誉
教

授
が
理
事
長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

事
務

局
は
、
初
代
を
㈱
九
州
構
造
設
計
、
現
在
は
西

日
本
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
が
担
当
し
て

い
ま
す
。
毎
月
第
二
又
は
第
四
土
曜
日
に
定
例

会
を
開
き
、
地
域
づ
く
り
や
技
術
者
の
育
成
、

災
害
救
援
、
環
境
問
題
対
応
な
ど
、
公
益
の
増

進
と
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動

を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
こ
の
会
に
事
業
、
広
報
、
研

修
の
三
つ
の
委
員
会
を
設
け
、
①
事
業
委
員
会

で
は
、
技
術
懇
話
会
や
会
員
交
流
、
事
業
研
究
、

②
広
報
委
員
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
・

更
新
、
広
報
活
動
、
③
研
修
委
員
会
で
は
、
佐

賀
県
県
土
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
へ

の
技
術
指
導
者
派
遣
、
佐
賀
の
地
質
研
修
会
の

実
施
な
ど
の
人
材
育
成
活
動
を
継
続
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
専
門
部
会
と
し
て

地
域
づ
く
り
、
環
境
、
防
災
、
技
術
士
の
４
つ

の
部
会
を
設
け
て
、
次
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
①
地
域
づ
く
り
部
会
で
は
、
品
質
確
保

検
討
会
、
建
設
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機
構
、
木
材
利

用
研
究
会
、
深
層
混
合
処
理
工
法
検
討
会
の
運

営
。
②
環
境
部
会
で
は
、
縫
ノ
池
交
流
支
援
、

ア
サ
ザ
保
存
会
活
動
支
援
、
佐
賀
水
ネ
ッ
ト
参

加
、
全
国
一
斉
水
質
調
査
の
ほ
か
、
環
境
保
護

や
生
物
多
様
性
に
関
す
る
活
動
の
支
援
。
③
防

災
部
会
で
は
、
一
級
河
川
の
河
川
合
同
巡
視
参

加
、
佐
賀
平
野
の
大
規
模
浸
水
危
機
管
理
対
策

検
討
会
な
ど
、
防
災
に
関
す
る
協
働
活
動
。
④

技
術
士
部
会
で
は
、
社
団
法
人
日
本
技
術
士 

               

会
九
州
本
部
活
動
、
技
術
士
Ｃ
Ｐ
Ｄ
研
鑽
、
他

県
技
術
士
と
の
交
流
、
技
術
士
論
文
発
表
大
会

へ
の
参
加
、
技
術
士
受
験
申
込
書
配
布
説
明
会

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
主
要
な
成
果
と
し
て
、
平
成
二
十
年
に

品
質
確
保
検
討
会
に
建
設
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機

構
を
設
け
、
発
注
者
や
受
注
者
等
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
技
術
的
課
題
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
佐
賀
県
特
有
の
軟
弱
地
盤
上
で

の
「
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
深
層
混
合
処
理

工
法
基
礎
―
着
底
方
式
設
計
の
手
引
き
」
の
作

成
の
ほ
か
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
は
、

嘉
瀬
川
に
架
か
る
富
士
町
の
小
関
橋
（
橋
長
Ｌ

＝
四
十
九
㍍
）
の
架
け
替
え
に
伴
い
、
約
五
十

年
が
経
過
し
た
旧
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
調

査
を
本
年
度
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幕

末
・
佐
賀
藩
が
防
備
の
た
め
独
自
に
長
崎
湾
口

に
砲
台
を
設
置
し
た
神
ノ
島
・
四
郎
島
台
場
の

現
地
調
査
・
地
形
測
量
等
も
実
施
し
、
長
崎
市

の
国
の
史
跡
指
定
を
目
指
す
発
掘
調
査
へ
の

端
緒
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
会
で
は
、
本
県
の
技
術
力
ア
ッ
プ
の
た

め
に
、
技
術
士
資
格
取
得
を
目
指
す
人
の
技
術

士
受
験
対
策
と
し
て
Ｐ
Ｅ
道
場
（
専
門
技
術
論

文
の
作
成
指
導
、
添
削
、
模
擬
口
頭
試
問
等
の

実
施
）
の
開
講
や
、
技
術
士
受
験
セ
ミ
ナ
ー
（
専

門
講
師
の
招
聘
）
の
実
施
が
行
わ
れ
て
お
り
、

毎
年
多
く
の
方
の
参
加
を
得
る
な
ど
、
た
い
へ

ん
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
に
は
当
会
の
指

導
を
受
け
ら
れ
た
県
内
の
十
名
の
方
が
、

第
二
次
試
験
に
合
格
さ
れ
、
技
術
士
が
誕

生
し
ま
し
た
（
道
路
四
名
、
都
市
計
画
３

名
、
下
水
道
１
名
、
農
業
土
木
一
名
、
森

林
土
木
一
名
、
土
質
基
礎
一
名
）。 

こ
の
会
で
は
、
今
後
も
県
内
技
術
者
の

技
術
力
ア
ッ
プ
、
技
術
士
資
格
取
得
を
目

指
す
方
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
行
の
技
術
士
試

験
の
仕
組
は
、
を
次
図
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

修
習
技
術
者第

１
次
試
験

技
術
士
補

第
２
次
試
験

技
術
士

指
定
さ
れ
た
教

育
課
程

修
了

合
格

登
録

指導技術士の
下での実務経

優れた指導者の監督の
下での実務経験（修習技
術者となった後の経験）

実務経験（修習技術者
となる前の経験も算入
できる）

[技術士試験の仕組み]

合
格
登
録

縫ノ池湧水を使った茶会の開催後援 

創立十周年記念大会開催状況
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技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
入
会
し
て 

大
宝
測
量
設
計
㈱ 

 

石
橋 

逸
朗 

      

ま
ず
は
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
創
立
十

周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
設

立
に
際
し
ま
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

の
ご
尽
力
、
ご
苦
労
が
あ
っ
た
事
と
推
測

し
そ
の
方
々
に
は
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

私
も
入
会
し
て
、
間
も
な
く
四
年
が
経

と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
諸
先
輩

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
か
僭
越
な
が
ら

ご
指
名
で
す
の
で
、
修
習
技
術
者
で
あ
る

私
か
ら
見
た
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
技
術
士
」

等
の
国
家
資
格
を
有
す
る
技
術
者
集
団
を

中
心
に
高
度
な
技
術
ま
た
は
応
用
能
力
を

も
っ
て
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
な
ど

か
ら
防
災
支
援
・
環
境
問
題
な
ど
幅
広
い

分
野
で
様
々
な
活
動
を
お
こ
な
い
社
会
貢

献
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
自
身
は
防
災
支
援
の
一
環
と
し
て
河

川
合
同
巡
視
に
数
回
参
加
し
た
の
が
実
情

で
す
が
・
・
・
。
私
は
ま
だ
修
習
技
術
者

で
す
の
で
、
催
し
や
活
動
に
参
加
し
て
人

的
つ
な
が
り
や
「
技
術
士
」
レ
ベ
ル
の
目

線
・
考
え
方
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
貰
っ

て
い
る
と
最
近
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

入
会
当
初
は
正
直
変
な
し
が
ら
み
で
冷

や
か
対
応
だ
な
っ
て
勝
手
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

思
考
だ
っ
た
り
、
修
習
技
術
者
と
言
う
自

分
の
変
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
重
な
り
活

動
に
参
加
す
る
の
を
よ
し
と
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
考
え
る
と
勿
体
な
い
で
す
よ
ね
、

い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
放
棄
し
て
た

ん
で
す
か
ら
・
・
・
。 

そ
こ
で
私
か
ら
の
要
望
と
言
い
ま
す
か

提
案
で
す
が
、
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

お
こ
な
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ス

と
い
い
ま
す
か
研
修
な
ど
の
活
動
に
正
会

員
以
外
も
参
加
可
能
に
で
き
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
具
体
的
に
言
う
と
意
欲
は
あ
る

け
ど
入
会
条
件
の
技
術
士
補
が
ク
リ
ア
ー

し
て
な
い
方
を
準
会
員
と
し
て
参
加
さ
せ

る
の
で
す
。 

事
実
私
の
周
り
に
そ
の
よ
う
な
入
会
希

望
者
が
い
ま
す
。
準
会
員
と
い
う
形
で
若

手
技
術
者
へ
の
情
報
提
供
や
研
修
機
会
を

増
加
し
、
修
習
技
術
者
を
育
成
す
る
事
も

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
準
会
員
と

し
て
、
少
し
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
門
戸
を

開
い
て
頂
き
た
い
の
で
す
。 

修
習
技
術
者
や
「
技
術
士
」
を
志
し
て

い
る
者
同
士
で
研
修
や
情
報
交
換
す
る
な

ど
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
相
乗
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
し
、
技
術
者
個
人
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

業
界
全
体
の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
県
内
の
高
級
技
術
者
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
こ
の
こ
と
は
技
術
交
流
フ
ォ

ー
ラ
ム
設
立
の
趣
旨
と
も
一
致
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
検
討
ね
が
い
ま
す
。 

私
の
個
人
的
な
要
望
を
長
々
と
書
い
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
自
身
は
技
術
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
入
会
し
た

こ
と
で
か
な
り
貴
重
な
体
験
や
学
習
機
会

の
チ
ャ
ン
ス
も
頂
き
、
か
つ
人
的
つ
な
が

り
が
で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
で
す
。 

い
つ
ま
で
も
修
習
技
術
者
の
ま
ま
で
い

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
技
術
士
」
に

早
く
合
格
し
真
の
意
味
で
み
な
さ
ん
の
仲

間
入
り
を
は
た
し
た
い
も
の
で
す
。 

合
格
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
や
っ
と
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ん
だ
と
言
う
気

持
ち
で
社
会
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
技
術
交
流
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
す
る

と
共
に
、
私
自
身
も
会
員
の
一
員
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

乱
筆
乱
文
だ
っ
た
こ
と
を
ご
容
赦
願
い

ま
す
。 

技術交流フォーラム総会[懇親会](H23.5.18) 
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NPO 技術交流フォーラム 

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
共
に 

賛
助
会
員
（
国
際
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
） 

黒
田
勲
夫 

       

技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
私
の
出
会
い

は
、
平
成
十
二
年(

２
０
０
０
年)

の
伊
能

忠
敬
展
で
し
た
。
そ
の
当
時
の
名
称
は
、

佐
賀
県
技
術
士
会
で
す
。
当
社
に
は
技
術

士
が
い
な
か
っ
た
の
で
正
式
の
メ
ン
バ
ー

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
伊
能
忠
敬
展

の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
親

し
く
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 そ

の
時
の
伊
能
忠
敬
展
の
案
内
文
を
紹

介
し
ま
す
。 

『
今
年
、
２
０
０
０
年
は
、
伊
能
忠
敬
が

日
本
地
図
を
作
成
す
る
た
め
に
測
量
を
開

始
し
て
２
０
０
年
と
な
り
ま
す
。
五
十
五

歳
か
ら
七
十
二
歳
ま
で
の
十
七
年
間
の
彼

の
情
熱
と
行
動
力
に
は
驚
嘆
し
ま
す
。
そ

の
伊
能
が
描
い
た
日
本
地
図
、
江
戸
時
代

末
期
の
測
量
器
具
、
望
遠
鏡
な
ど
を
佐
賀

県
立
美
術
館
で
四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月

二
十
八
日
ま
で
の
一
ヶ
月
の
間
、
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
を
踏
破
し
て
い

る”

平
成
の
伊
能
忠
敬
隊”

が
小
倉
か
ら
長

崎
街
道
を
通
っ
て
佐
賀
に
到
着
し
ま
す
。

そ
の
日
に
は
、
伊
能
地
図
を
展
示
し
て
い

る
県
立
美
術
館
の
ホ
ー
ル
で
伊
能
忠
敬
の

業
績
を
称
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

以
下
略
』 

               

 

一
ヶ
月
の
長
い
展
示
会
だ
っ
た
の
で
、

経
費
軽
減
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
カ

ー
ド
マ
ン
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
測
量
・
設
計
業
協
会
の
仲
間
た
ち
は
、

喜
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
県
庁
マ

ン
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
得
が
た
い
経
験
か
ら
平
成
十
三
年

に
佐
賀
県
技
術
士
会
が
解
散
さ
れ
て
技
術

交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
設
立
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
誰
で
も

会
員
に
な
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

即
座
に
私
は
賛
助
会
員
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

高
い
技
術
を
保
有
す
る
会
員
と
の
切
磋

琢
磨
を
願
い
、
社
員
の
技
術
の
向
上
を
期

待
し
た
の
で
す
。
そ
の
判
断
は
間
違
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
社
内
で
の
情
報
収

集
と
比
較
に
な
ら
な
い
程
の
高
い
技
術
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

講
演
会
や
情
報
交
換
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
知
る
こ
と
の
出
来
な

い
社
会
の
動
き
や
行
政
の
考
え
方
な
ど
の

多
く
を
学
び
ま
し
た
。 

平
成
十
四
年
か
ら
技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
手
が
け
た
長
崎
の
四
郎
島
台
場
跡
の

調
査
研
究
で
は
、
地
形
測
量
の
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。
ま
た
三
重
津
海
軍
所
跡
の
調

査
に
も
参
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

研
究
に
関
与
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
近
代

化
の
扉
を
開
い
た
幕
末
佐
賀
の
輝
か
し
い

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時

に
、
台
場
の
建
設
の
た
め
の
綿
密
な
測
量

や
図
面
な
ど
を
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
先
人
の
素
晴
ら
し
い
業
績
に
感

動
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
経
験
は
、
私
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
社
員
の
意
識
の
向
上
に
役
立
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
奇
し
く
も
伊
能
忠
敬
が
佐
賀

に
入
っ
て
測
量
を
開
始
し
て
か
ら
二
百
年

目
と
な
り
ま
す
。
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
も
応
援
す
る
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も
社
員
も
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。
そ
の
時
は
、
技
術
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

     

テレビに出演した仲間たち 
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『参
考
資
料
』 

 
 

１ 
創
立
10
周
年
記
念
大
会
・趣
意
書 

 
 

２ 

創
立
10
周
年
記
念
大
会
・案
内
状 

 
 

３ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
「定
款
」 

 
 

４ 

建
設
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機
構
関
係
資
料 

 
 

５ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「創
立
記
念
行
事
の
記
録
・写
真
」 

 
 

６ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・技
術
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「Ｃ
Ｐ
Ｄ
活
動
の
記
録
」 

  



「NPO 法人技術交流フォーラム創立１０周年記念大会」 

趣 意 書 

NPO 法人技術交流フォーラムは、平成１３年８月、当時の「佐賀県技術士会」

を核とした技術者集団として設立されました。この法人は、「高度な技術および

応用能力をもって、ひとづくり、地域づくり、災害救援、環境問題対応などの

活動をとおし公益の増進と豊かな社会をつくるために寄与すること」を目的と

しています。 

 設立後の活動は、１）ひとづくり活動として、技術士育成のための勉強会をは

じめ土木関係技術者のレベルアップ講習の開催など、２）地域づくりでは、長崎

四郎ケ島台場の発掘調査を手始めに、産・官・学が一体となった県内各地での活

性化活動など、３）災害救援では、国交省武雄河川事務所との協働で「防災・減

災フォーラム」の開催や河川合同巡視への参加など、４）環境関係として、白石

町「縫ノ池」湧水会や神埼市「アサザ観察会」への支援など、１枚の紙面では紹

介しきれない数の活動を行ってまいりました。 

 そして、今年創立後１０周年を迎えます。正会員数は 90 名を超えました。我

が国を取り巻く社会経済環境は近年著しく変化し、技術に対する資質向上が求め

られています。さらに、技術者が積極的に社会貢献するために地域との新たな絆

を構築することが求められていると考えます。 

このようなことから、当技術交流フォーラムは現在を起点にさらに進化して

いくことを願って創立１０周年記念大会を開催することと致しました。事業開催

に際し、創立以来ご支援いただいた関係機関の皆様には心から感謝いたしますと

ともに、今後とも一層のご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。 

             平成２３年８月 

             NPO 法人 技術交流フォーラム 

                        理事長  岩尾 雄四郎 
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【ＮＰＯ法人技術交流フォーラム創立１０周年記念大会プログラム】 

 

１. 記念式典 （14：00～14：30） 

  ・理事長挨拶    

            ・岩尾雄四郎 

  ・祝辞      ・国土交通省武雄河川事務所所長    村 瀬 勝 彦 氏 

            ・佐賀県県土づくり本部 本部長     井 山   聡 氏 

            ・公益社団法人 日本技術士会   九州本部 本部長 

 甲 斐 忠 義 氏 

  ・表彰       

            ・初代理事長    三浦哲彦 

            ・初代事務局    株式会社 九州構造設計 

            ・幕末佐賀研究会から技術交流フォーラムへ感謝状           

２. シンポジウム （14：30～17：30） 

  ・基調講演 「災害に備える－東日本大震災から学ぶこと」（ 佐賀大学名誉教授 荒牧軍治氏） 

  ・10 年間の活動報告 

    ①神ノ島・四郎島をとおした地域貢献，他県との連携，生物多様性    ……（原田 彰） 

    ②巨勢川調整池利活用，縫ノ池支援と地域の活性化，防災・減災活動 ……（大串 正） 

    ③産・官・学協働による品質検討会，人材育成に関する活動        ……（宮副一之）  

  ・パネルディスカッション 

    技術の地域貢献～新たな絆を求めて 

     ①コーディネーター ： 荒牧軍治氏 

     ②パ ネ リ ス ト ： 井山 聡氏，岩尾雄四郎，三浦哲彦，原田 彰， 盛永保弘 

3. 記念パーティー （18：00～19：30）    

 

 

【ＮＰＯ法人技術交流フォーラム創立１０周年記念大会参加申込書】 

必要事項を記入の上，Ｅメールまたはファクシミリで申し込みください。 

    FAX 0952-98-2225  Email:npo@rapid.ocn.ne.jp 

 

氏 名  ＴＥＬ  

住 所  ＦＡＸ  

勤務先  Ｅメール  

会員種別

と出欠を 

○で囲む 

1.個人会員 

2.賛助会員 

3.非会員 

1.記念式典 

2.記念式典，シンポジウム 

3.記念式典，シンポジウム，記念パーティー 
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特定非営利活動法人技術交流フォ－ラム定款 

 

第１章 総 則 

 

  （名称） 

 第１条 この法人は、特定非営利活動法人「技術交流フォ－ラム」という。 

 

  （事務所） 

  第２条 この法人は、事務所を佐賀県佐賀市久保泉町大字上和泉3114番地3に置く。 

 

 

第２章 目的及び事業 

 

  （目的） 

 第３条 この法人は、高度な技術と豊富な経験を有する会員相互の協力により、不特定 

     多数の市民・団体等を対象に、科学技術の分野で助言又は支援・協力を行い、科

     学技術水準の高揚、健全なまちづくり、次世代人材の育成を推進し、もって社会

     教育、地域づくり、くにづくり、災害救援、環境の保全などの公益の増進と豊か

     な社会を作るために寄与することを目的とする。 

 

  （特定非営利活動の種類） 

  第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利活動を行う。 

  （１）社会教育の推進を図る活動 

  （２）まちづくりの推進を図る活動 

  （３）環境の保全を図る活動 

  （４）災害救援活動 

  （５）国際協力の活動 

  （６）前各号に掲げる活動を行う団体の運営または活動に関する連絡、助言または援 

   助の活動 

 

 （事業） 

 第５条 この法人は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

    ①科学技術についての技術講演会、講習会 

    ②公共団体、民間の行う地域づくり、くにづくりに関する事業への科学技術分野 

    での参画 

    ③環境保全における科学技術分野での調査研究や提案、支援 

    ④災害救援活動における科学技術専門家の派遣 

        ⑤科学技術についての国際交流に関する意見交換会、共同研究 

⑥科学技術についての行政施策に対する支援や協力に関する提案 

    ⑦その他、本法人の目的を達成及び活動を実現するために必要な事業 
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第３章  会  員 

  

  （種別） 

 第６条 この法人の会員は、次の４種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法（以 

 下「法」という）上の社員とする。  

    （１）正 会 員      この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体 

  （２）賛助会員 この法人の事業を援助するため入会した個人及び団体 

  （３）準 会 員      この法人の目的に賛同した個人で、正会員以外のもの 

  （４）名誉会員 この法人に功労のあったもの、または学識経験者等で、理事会の推 

   薦により総会で決定されたもの 

 

 （入会） 

 第７条 正会員は、次に掲げる条件を備えなければならない。 

  （１）当法人の目的を理解し、当法人が行う事業についての技術、技能、見識、経験 

   を有するもの。 

  ２．正会員として入会しようとするものは、理事長が別に定める入会申込書により、理 

   事長に申し込むものとし、理事長は、そのものが前項に掲げる条件に適合すると認め

   るときは、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。 

  ３．理事長は前項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもっ 

   て本人にその旨を通知しなければならない。 

 

 （入会金及び会費） 

 第８条 正会員及び賛助会員は、総会において別に定める入会金及び会費を納入しなけ 

 ればならない。 

 

 （会員の資格の喪失） 

 第９条 正会員が次の各号のひとつに該当するときは、その資格を喪失する。 

  （１）退会届を提出したとき。 

  （２）本人が死亡、もしくは失踪宣言を受け、又は正会員である団体が消滅したとき。 

    （３）継続して２年以上会費を滞納したとき。 

  （４）除名されたとき。 

 

 （退会） 

 第１０条 正会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会する 

 ことができる。 

 

 （除名） 

 第１１条 会員が次の各号のひとつに該当する場合は、総会の議決により、これを除名 

 することができる。 

    （１）この定款のほか、当法人の規則に違反したとき。 

  （２）この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 
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 ２．前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会員に弁明の機 

 会を与えなければならない。 

 

 （拠出金品の不返還） 

 第１２条 すでに納入した入会金、会費及びその他の拠出金品は、返還しない。 

 

 

第４章 役  員 

 

 （役員の種別及び定数） 

 第１３条 この法人に、次の役員を置く。 

  （１）理事３人以上２０人以内 

  （２）監事１人以上３人以内 

 ２．理事のうち１人を理事長、５人以内を副理事長とする。 

 

 （役員の選任等） 

 第１４条 理事及び監事は、総会において選任する。 

 ２．理事長及び副理事長は、理事の互選とする。 

 ３．役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者もしくは３親等以内の親族 

 が１人を超えて含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び３親等以内の親族が役員  

の総数の３分の１を越えて含まれることになってはならない。 

  ４．監事は、理事またはこの法人の職員を兼ねることができない。 

 

 （役員の職務） 

 第１５条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。 

 ２．副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるとき又は理事長が欠けたときは、

  理事長があらかじめ指名した順序によって、その職務を代行する。 

 ３．理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の議決に基づき、この法人の 

 業務を執行する。 

  ４．監事は次に掲げる業務を行う． 

 （１）理事の業務執行の状況を監査すること。 

 （２）この法人の財産の状況を監査すること。 

 （３）前２号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は 

  法令若しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総  

 会又は所轄庁に報告すること。 

  （４）前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。 

 （５）理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べ、 

  若しくは理事会の招集を請求すること。 

  

 （役員の任期等） 

 第１６条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
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２．前項の規定にかかわらず、後任の役員が選任されていない場合には、任期の末日後最

初の総会が終結するまでその任期を伸長する。 

３．補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者

の任期の残存期間とする。 

４.役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わな

ければならない。 

 

 （役員の欠員補充） 

 第１７条 理事又は監事のうち、その定数の３分の１を越える者が欠けたときは、遅滞 

    なくこれを補充しなければならない。 

 

 （役員の解任）  

 第１８条 役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを 

    解任することができる。この場合、その役員に対し、議決する前に弁明の機会  

   を与えなければならない。 

 （１）心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。 

 （２）職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。 

 

 （役員の報酬等） 

 第１９条 役員は、その総数の３分の１以下の範囲内で報酬を受けることができる。 

 ２．役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。 

 ３．前２項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。 

 

 （職員） 

 第２０条 この法人に、事務局長その他の職員を置く。 

 ２．職員は、理事長が任免する。 

第５章 総  会 

 

 （種別） 

 第２１条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の２種とする。 

 

 （構成） 

 第２２条 総会は、正会員をもって構成する。 

 

 （権能） 

 第２３条 総会は、以下の事項について議決する。 

 （１）定款の変更 

 （２）解散 

  (３) 合併 

 （４）事業計画及び収支予算並びにその変更 

 （５）事業報告及び収支決算 
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 （６）役員の選任又は解任、職務及び報酬 

 （７）入会金及び会費の額 

 （８）借入金（その事業年度内の収入をもって償還する短期借入金を除く。第５０条に 

  おいて同じ。）その他新しい義務の負担及び権利の放棄 

 （９）事務局の組織及び運営 

 （10）その他運営に関する重要事項 

 

 （開催） 

 第２４条 通常総会は、毎年１回開催する。 

 ２．臨時総会は、次に掲げる一に該当する場合に開催する。 

 （１）理事会が必要と認め、招集の請求したとき。 

 （２）正会員総数の５分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招 

  集の請求があったとき。 

 （３）第１５条第４項第４号の規定により、監事から招集があったとき。 

 

 （招集） 

 第２５条 総会は、前条第２項第３号の場合を除き、理事長が招集する。 

 ２．理事長は、前条第２項第１号及び第２号の規定による請求があったときは、その日 

 から１４日以内に臨時総会を招集しなければならない。 

  ３．総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面をも 

 って、少なくとも５日前までに通知しなければならない。 

 

 （議長） 

 第２６条 総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選出する。 

 （定足数） 

 第２７条 総会は、正会員総数の２分の１以上の出席がなければ開会することはできな 

    い。 

 

 （議決） 

 第２８条 総会における議決事項は、第２５条第３項の規定によってあらかじめ通知し 

    た事項とする。 

  ２．総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって 

 決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。 

 

 （表決権等） 

 第２９条 各正会員の表決権は、平等なものとする。 

 ２．やむを得ない理由のため総会に出席できない正社員は、あらかじめ通知された事項 

 について書面をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することが  

できる。 

  ３．前項の規定により表決した正会員は、前２条及び次条第１項の適用については、総 

 会に出席したものとみなす。 
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  ４．総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わる 

 ことができない。 

 

 （議事録） 

 第３０条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならな 

    い。 

 （１）日時及び場所 

 （２）正会員総数及び出席者数（書面表決者又は表決委任者がある場合にあっては、そ 

  の数を付記すること。） 

 （３）審議事項 

 （４）議事の経過の概要及び議決の結果 

 （５）議事録署名人の選任に関する事項 

 ２．議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、 

 押印しなければならない。  

 

 

第６章 理事会 

 

 （構成） 

 第３１条 理事会は、理事をもって構成する。 

 

 （機能） 

 第３２条 理事会は、この定款で定めるもののほか、次の事項を議決する。 

 （１）総会に付議すべき事項 

 （２）総会の議決した事項の執行に関する事項 

 （３）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

 

 （開催） 

 第３３条 理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

 （１）理事長が必要と認めたとき。 

 （２）理事総数の３分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集 

  の請求があったとき。  

 （３）第１５条第４項第５号の規定により、監事からの招集の請求があったとき。 

 

 （招集） 

 第３４条 理事会は、理事長が招集する。 

 ２．理事長は、前条第２号及び第３号の規定による請求があったときは、その日から 

  １４日以内に理事会を招集しなければならない。 

  ３．理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面を 

 もって、少なくとも７日前までに通知しなければならない。 
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 （議長） 

 第３５条 理事会の議長は、理事長がこれにあたる。 

 

 （議決） 

 第３６条 理事会における議決事項は、第３４条第３項の規定によってあらかじめ通知 

    した事項とする。 

  ２．理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数の場合は、議長の決す 

 るところによる。 

 

 （表決権等） 

 第３７条 各理事の表決権は、平等なるものとする。 

 ２．やむを得ない理由により理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項 

 について書面をもって表決することができる。 

  ３．前項の規定により表決した理事は、次条第１項の適用については、理事会に出席し 

 たものとみなす。 

  ４．理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わる 

 ことができない。 

 

 （議事録） 

 第３８条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければなら 

    ない。 

 （１）日時及び場所 

 （２）理事総数、出席者数及び出席者氏名（書面表決者にあっては、その旨を付記する 

  こと。） 

 （３）審議事項 

 （４）議事の経過の概要及び議決の結果 

 （５）議事録署名人の選任に関する事項 

 ２．議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２名以上が署名、 

 押印しなければならない。 

 

 

第７章 資産及び会計 

 

 （資産の構成） 

 第３９条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 

 （１）設立当初の財産目録に記載された資産 

 （２）入会金及び会費 

 （３）寄付金品 

 （４）財産から生じる収入 

 （５）事業に伴う収入 

 （６）その他の収入 
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 （資産の管理） 

 第４０条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、総会の議決を経て理事長 

    が別に定める。 

 

 （会計の原則） 

 第４１条 この法人の会計は、法第２７条各号に掲げる原則にしたがって行うものとす 

    る。 

 

 （事業計画及び予算） 

 第４２条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は、理事長が作成し、総会の議 

    決を経なければならない。 

 

 （暫定予算） 

 第４３条 前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、

     理事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じて 

    収入支出することができる。 

 ２．前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。 

 

 （予備費の設定及び使用） 

 第４４条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることがで 

    きる。 

  ２．予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。 

 

 （予算の追加及び更正） 

 第４５条 予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予 

    算の追加又は更正をすることができる。 

 

 （事業報告及び決算） 

 第４６条 この法人の事業報告書、収支計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関 

    する書類は、毎事業年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受  

   け、総会の議決を経なければならない。 

 ２．決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。 

 

  （事業年度） 

 第４７条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

 （臨機の処置） 

 第４８条 予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担を 

    し、又は権利の放棄をしようとするときは、総会の議決を経なければならない。 
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第８章 定款の変更、解散及び合併 

 

 （定款の変更） 

 第４９条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の４分の 

    ３以上の多数による議決を経、かつ、法第２５条第３項に規定する軽微な事項  

   を除いて所轄庁の認証を得なければならない。 

 

 （解 散）  

 第５０条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。 

 （１）総会の決議 

 （２）目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能 

 （３）正会員の欠亡 

 （４）合併 

 （５）破産 

 （６）所轄庁による成立の認証の取消し 

 ２．前項第１号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の４分の３以上の 

 承認を得なければならない。 

 ３．第１項第２号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。 

 

  （残余財産の帰属） 

 第５１条  この法人が解散（合併又は破産による解散を除く。）したときに残存する財 

    産は、法第１１条第３項に掲げる者のうち、国又は地方公共団体に譲渡するも  

   のとする。 

 

 （合 併） 

 第５２条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員の４分の３以上の議

決を経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。 

 

 

第９章 公告の方法 

  

 （公告の方法） 

 第５３条 この法人の公告は、官報に掲載して行う。 

第１０章 雑  則 

 

 （雑 則） 

 第５４条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれ 

    を定める。 
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附 則 

 

 １ この定款は、この法人の成立の日から施行する。 

 

 ２ この法人の設立当初の役員は、次に掲げるものとする。 

     理事長  三浦 哲彦   

          副理事長  川崎 軍治   

          副理事長  原田  彰    

          理事     藤永 正弘   

     理事    島内  明    

          理事     大串   正    

     理事    宮副 一之   

     監事    三根  昭吾   

 

 ３ この法人の設立当初の役員の任期は、第１６条第１項の規定にかかわらず、成立の 

 日から２００３年３月３１日までとする。 

 

 ４ この法人の設立当初の事業計画及び予算は、第４２条の規定にかかわらず、設立総 

 会の定めるところによるものとする。 

 

 ５ この法人の設立当初の事業年度は、第４７条の規定にかかわらず、成立の日から 

  ２００２年３月３１日までとする。 

 

 ６ 設立当初の入会金及び会費は、第８条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。 

 （１）入会金（正会員のみ） １０,０００円 

 （２）年会費  正 会 員   ５,０００円                                       

                 賛助会員    １０,０００円 

 

附則（平成18年5月19日議決） 

この定款は、佐賀県知事による定款変更認証の日から施行する。 
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NPO 法人技術交流フォーラム 慶弔規定 

第１条 この法人の慶弔については、この規定により慶弔金等を贈る。 

第２条 慶弔金等は、会員の届け出によって次の通り支出する。 

  （１）結婚             祝電および 祝金 10,000 円 

  （２）子出生（第１子のみ）           祝金 10,000 円 

  （３）本人死亡           弔電および弔慰金 5,000 円 

  （４）配偶者死亡          弔電および弔慰金 5,000 円 

  （５）子死亡            弔電および弔慰金 5,000 円 

  （６）父母死亡           弔電および弔慰金 5,000 円 

  （７）病気（1 ヶ月以上の入院）        見舞金 5,000 円 

  （８）罹災             30,000 円以内で理事会にて定める額 

第３条 第２条（２）（６）（７）（８）は、この法人における活動内容により支出しない場

合がある。 

第４条 第２条（３）（４）（５）（６）は、当該会員の活動内容が、事務局において役員お

よび役員と同等の評価をされると認められる場合は、理事長の承認により、生花

を支出する場合がある。 

第５条 会員が第２条の慶弔に該当する事由が起きた場合は、１ヶ月以内に届けるものと

する。また、慶弔金等の支出は原則として、会員本人または代理者の届け出によ

るものとする。 

第６条 この規定に定めがないものについては、実情により理事長の承認を得て支出する。 

第７条 慶弔規定の対象としては、正会員、賛助会員の代表者とする。 
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建設アドバイザー機構の設立

平成　２０　年　５　月　１　日

NPO法人　技術交流フォーラム

（平成２４年　３月　改定版）
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平成 ２０ 年　５ 月　１ 日

     平成１７年４月１日から施行された「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の基本理念第３条の

     ７に「公共工事の品質確保に当たっては、公共工事に関する調査及び設計の品質が公共工事の品質

     確保を図る上で重要な役割を果たすものであることに鑑み、公共工事に関する調査及び設計の品質が

     確保されるようにしなければならない」と記述されている。

品質を確保し、工事費縮減に配慮した調査・設計を行うためには、計画から照査までに受注業種に

　　 適合した複数の高級技術者が業務に携わることが重要であろう。

　　 調査・設計業種は道路・河川砂防・都市計画・空港港湾・上下水道・農業土木・林業土木等きわめ

　　 て幅が広く、各業種毎に高級技術者を揃えている県内コンサルタンツは殆どないと思われる。受注業

　　 種の高級技術者がいなかったり、経験の少ない業務に対して迷いを感じつつ計画を立てたり、論理を

   　模索しながら業務を遂行しているのが現状ではないだろうか。

　　 このような状況では、品質に優れ且つ工事費の縮減に配慮した成果品を完成することが困難である

　　 のみならず、発注者の信頼を得ることも難しい。

　　 各業種毎に多くの資格者を有する大手コンサルタンツは別にして、中小が大部分を占める県内コン

　　 サルタンツが業種毎に高級技術者を確保・育成していくか、または各コンサルタンツが特定業種に特化

　　 していくためには多少の時間 が必要であろう。その間にも、アセットマネジメ ントをはじめ県民にとって

　　 必要な公共工事は着々と進められていくはずである。

このような状況に対処するために、多くの専門技術者の集まりである「NPO法人技術交流フォーラム」

　　  が中心となって、公共工事の設計・施工にあたって疑問点や問題点を抱える技術者に助言を与えるこ

　　  とができるように『建設アドバイザー機構』を設立した。

本機構では、調査・設計コンサルタンツだけではなく一歩踏み込んで発注者や施工会社からの質問

　　 や疑問にも対応することを考えている。アドバイス内容を具体的に示すと

①　設計計画段階での問題や疑問点へのアドバイス

②　理論展開や計算法へのアドバイス

③　設計の主要部の照査（ただし、詳細設計の数値をチェックするような照査は行はない）

④　工事実施前や施工中での問題や疑問点へのアドバイス。

　　 等である。

県内企業の技術力が整うまでにはいま暫く時間がかかるものと考えられるが、本機構の稼動期間は

　　 取り敢えず２年程度を考えている。

　　 本機構は公共工事の品質を確保する事と県内の建設関連技術者の技術力向上を目的とし設立す

　　 るもので、他に例を聞かない組織であり、試行的に動き出すものである。今後、本機構への問い合わせ

　　 が多かったりアドバイス内容が高い評価を受けるようであれば、本システムの不具合点を解消し恒久的

　　 な機構として発展させていくことも視野にいれている。

NPO法人　技術交流フォーラム　理事長 三浦　哲彦

『建設アドバイザー機構（試行）』の設立主旨
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『建設アドバイザー機構』を利用する場合の手続き及び注意事項

　　 本システムは、試行の段階であるため質問者への対応がスムーズにいくか、また全ての疑問や問題

　　 点に対応できるか等の問題はありそうである。以下のことをご理解の上御利用いただきたい。

①　申込み方法（次ページのフロー図参照）

　　相談者は、技術交流フォーラム事務局建設アドバイザー機構までメール又は電話で申込みを行

　　なう。申込み終了後、事務局より発行する「相談依頼書」（書式①）に必要事項を記入のうえ事務

　　局に提出する。

　　「相談依頼書」（書式①）は別紙を参照。

②　相談場所及び時間

　　「相談依頼書」受付け後、アドバイス担当者より「相談依頼受付書」（書式②）により相談場所と時

　　間を連絡する。

③　アドバイス責任

　　アドバイスは、相談者とアドバイザーの相互理解によって進められるべきものである。

　　アドバイス通りに実施した業務が会計検査や竣工検査等で問題になる場合もあり得る。指摘事項

　　に対する説明を再度相談者に行なうが、本機構で金銭面も含め瑕疵責任を取ることはできない。

④　機密の保持

　　本システムに協力していただく要員は全て技術交流フォーラムの会員であるため機密の漏洩はな

　　いものと信じている。各会員は、倫理を守ることが原則であるが各技術者の倫理観の問題であり、

　　万一漏洩があった場合には、本機構でその責任を取ることはできない。

⑤　アドバイス業種

　　　現時点では、全ての業種に関する疑問や問題点にアドバイスするだけの要員を確保できていな

　　いため、相談内容によっては回答ができない場合もある。

　　現時点で回答できる業種は

・  道路（交差点・舗装を含む）の設計・施工に関すること

・　一般構造物（函渠・擁壁・法枠・落石対策及び各種基礎工）の設計・施工に関すること

・　橋梁の設計・施工に関すること

・　仮設構造物の設計・施工に関すること

・　地すべり（斜面安定を含む）の調査・設計・施工に関すること

・　軟弱地盤の調査・解析・設計・施工に関すること

・　地質調査に関すること

・　農業土木（クリーク防災・圃場整備・ため池等）に関すること

・　トンネルの設計・施工に関すること

　　　皆さんのご質問に対するアドバイザーは、巻末のリストを参照して下さい。

以下の業種は検討中

・　河川整備計画に関すること

・　砂防施設（堰堤・流木対策・流路工）に関すること　

・　河川・道路環境調査　

・　下水道計画・設計・施工に関すること

・　宅地造成の申請書・計画・設計・施工に関すること

⑥　アドバイス方法

　　アドバイスは、相談内容にもよるが、原則として１業種に対し２人１組とし面談形式とする。

　　相談者が「回答書」だけで良いと判断する場合には、前もってその旨事務局に連絡を入れていた

　　だきたい。
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　　「回答書」（書式③）様式は、別紙を参照。

⑦　アドバイス料金

　　アドバイザーの拘束時間を算定し請求する。

　　料金は、10,000/人・時間 とする。２人１組で１時間拘束された場合は 20,000 円となる。

　　県土づくりコンサルタンツ協会員・佐賀県建設業協会員・建設業協会佐賀以外の場合は、

　　20,000/人・時間とする。

　　ただし、発注者からの相談は無料とするが、発注者と受注者が同席する場合には、原則として受

　　注者がアドバイス費用を負担するものとする。また、発注者単独での相談の場合でも拘束時間が

　　多くなると予想される場合は別途協議により決定する。

⑧　アドバイスまでの時間

　　相談内容にもよるが、「相談依頼書」を送付後 １～２ 日後には回答をする予定であるが、アドバイ

　　ザーの都合もあり若干日数を要することも考えられる。

　　相談者は、時間に余裕を持って依頼して貰いたい。

⑨　アドバイスが業務の受注に係わる場合　

　　公募型のように、業務の応札に係わるような技術的アドバイスはできない。

　　業務受注後の問題点や課題に対するアドバイスを原則とする。
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書式　① 平成　　　年　　月　　日

依頼社　　　　○　○　○　○　（株）

担当者　　　　×　×　×　× 印

TEL

FAX

メールアドレス

下記項目についてアドバイスをお願い致します。

　　業務名　　　　　

　　発注者 佐賀県　　○○○○事務所

　　概略相談内容

相談内容を簡潔に下欄に記入して下さい。

例）橋梁基礎杭について

　　本設計では、PHC杭の打ち込み工法を考えている。

　　本形式で問題はないか。他の形式や工法があれば教えて下さい。

　　添付書類 ①　位置図及び現場写真（どの方向から撮影したかわかるもの）

②　一般図

③　その他参考資料（地質報告書等）

書式　② 平成　　　年　　月　　日

○　○　○　○　（株）

△　△　△　△　様

相談依頼 受　　理 アドバイス予定日時　　平成　　年　　月　　日（　　　○○時

　　×　× 時間

不受理

　　理　　　由

技術交流フォーラム　　　　主担当者　　　　○　○　○ 印

　　　　　　　　　　　　　　　　 副担当者　　　　×　×　× 印

相　談　依　頼　書

相談依頼受付書

場　　　　所

予想拘束時間
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書式　③

平成　　　年　　月　　日

○　○　○　○　（株）

△　△　△　△　様

回答者　　正 ○○　○○

　　　　　　 副 △△　△△

以下のように回答します。

相談内容への回答書
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NPO 法人技術交流フォーラム・創立記念式典関係写真 

（平成 13 年 10 月 18 日、於；佐賀神社記念館） 

 

                                 

                 

 

来賓祝辞 佐賀大学低平地研究センター 

荒牧軍治 センター長 

三浦哲彦理事長挨拶 記念講演 九州国際大学 長野先生 

来賓祝辞 (社)日本技術士会九州支部 

田中譲治 支部長 

創立祝賀会開催状況全景
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（平成２４年４月現在）

役　職　名 氏　　名 備　　考

理　事　長 岩尾 雄四郎

副　理　事　長 緒方　耕治

　〃 小 倉 　驍 地域づくり部会長

　〃 宮副　一之 技術士部会長

理　　事 岩永　繁敏 事業委員長

　〃 牛草　寛志

　〃 江 口 　勝

　〃 大 串　 正 環境部会長

　〃 古賀　浩史 防災部会長

　〃 堤　 茂 徳

　〃 福 岡　 仁

　〃 福島　裕充 広報委員長（事務局長）

　〃 藤永　正弘

　〃 三浦　哲彦

　〃 盛永　保弘 研修委員長

　〃 泉 　博 文

　〃 内野　政則

　〃 永岩　敦史

　〃 樋渡　常右

　〃 真崎　照吉

監　　事 遠田　勝美

　〃 山下　恒雄

　〃 原　 憲 義

NPO法人　技術交流フォーラム　　役員名簿
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平成２３年１０月１日の「ＮＰＯ法人 技術交流フォーラム創立１０周年記念大会」の開

催にあたり、国、佐賀県、公益法人日本技術士会をはじめ関係機関・団体・企業の皆様

方や会員各位のご協力をいただきまして、盛会のうちに開催できましたこと心から感謝

申し上げます。 

また、今回の「ＮＰＯ法人 技術交流フォーラム創立１０周年記念誌」を発行するにあ

たり、貴重な時間をさいて原稿作成、投稿や添削をいただきました皆様方に心から御礼

申し上げます。この記念誌では、創立１０周年記念大会時の基調講演や活動報告などを

基本として、当会の創立からこれまでの１０年間の動きや歩みなども掲載しており、何

かの機会にご利用いただければと思っています。 

終わりとなりますが、創立１０周年の昨年（３月１１日）は、東日本大震災による未

曾有の大災害が発生し、被災された方々に対しまして、心からお見舞い申し上げます。

一日も早い復旧・復興をお祈りいたします。（事務局長 福島裕充） 

編 集 後 記 
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